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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ことの始まり







「ニャンハン……！　ニャンハン！」

　バッチャラム寺院の湖に面した中庭を歩いていたシャウエーニャンハンは、自分を呼ぶ声が近づいてくるのに足を止めた。振り返ると、若い僧そう侶りよが大おお股またでやってくるのが見えた。胴どうに巻いた帯おびの色からいって、幼おさない見習い僧を教育する教官僧侶のようだ。

　そして、その教官僧侶に耳を引っ張られているのは──

「あいてて！　なんだよ、手を離せ！　ちきしょう、くそったれ！」

　庭中に響きわたる罵ば声せいは、まだ声変わりしていない少年のものだ。中庭を行き交かうほかの僧侶たちが目を円まるくして、呆あきれ、あるいは面おも白しろおかしそうに二人を眺ながめている。ニャンハンも聞き慣れたその声に、頰ほおを緩ゆるめた。小さな顔にくっきり刻まれたしわが、より深くなる。

「ニャンハン、お呼び止めしてもうしわけございません、お話がありまして」

　追いついた教官僧侶は息を切らしつつ、ニャンハンに最敬礼をとった。

「一いつ体たいどうしたのだね」

「あなたの拾われてこられた、このオウ・テッセンのことです」

　そう言って、教官僧侶は引っ張ってきた少年を、ニャンハンの前に突きだした。朝の剃てい髪はつもさぼったらしい、少年のうっすらと黒い頭を、むりやり下げさせる。

　少年の名はオウ・テッセン。今年九つになる、眉まゆのきりりとした子供だ。彼は口を尖とがらせ、そっぽを向いていた。しかし、どこかしらばつが悪そうなのは、親代わりのニャンハンに無ぶ様ざまな姿を見られて恥じ入っているのだろう。

「まったく、どうにもじっとしていないのです。今日も教きよう練れんの時間を抜けだして、なにをしているかと思えば、こともあろうに見せ物小屋の小熊と格かく闘とうなんぞしていたのです。拙せつ僧そうどもではもはや手に負おえません」

　教官僧侶は日頃の不満を一気にニャンハンに訴うつたえた。見ると、たしかにテッセンはあちこちに擦すり傷を負っている。

　今日だけではない、テッセンは会うたびにどこか怪け我がをしていた。血の気けが多いのか、少年はいつも誰かに喧けん嘩かを売っていて、しかも決して勝てそうにない年上にばかり売っているので、怪我が絶えないのである。

　喧嘩以外にも、修練をさぼって山へ出かければ崖がけから落ちる、湖の深みにはまって溺おぼれる、洞どう窟くつに入って十日間行ゆく方え不ふ明めいになるなどなど、常になにかをやらかす僧院のお騒がせ坊ぼう主ずだ。教官僧侶が匙さじを投げ出すのも当然で、今まで保っていたことの方がふしぎだった。

　ニャンハンは不ふ機き嫌げんそうなテッセンにほほえんだ。

「どうしたのだね、テッセン。そんなに僧院が嫌いかい」

　ニャンハンが尋たずねると、テッセンはちらりとニャンハンの方を見た。それから顔を真っ赤にして、ぼそぼそとなにか眩つぶやく。彼の生まれた町で使われている言葉だ。ニャンハンにも理解できる言葉だったが、ザレイ教の寺院では一いち様ように隣となりの大国カムナンの言葉を使うよう義務づけられていたので、首を傾かしげ、

「ん？　私の耳が遠いのは知っているだろう、もっと大きい声で喋しやべっておくれ」

「……バッチャラムは嫌いじゃない」

　今度はちゃんとカムナンの言葉を使って言い、テッセンはうつむいた。教官僧侶が少年の殊しゆ勝しような態度に呆れる。この問題児がそんな態度を取るのは、ザレイ教数百万の信徒を統すべる三僧そう正じようの一人、このシャウエーニャンハン正僧正を前にしたときだけだ。

　ニャンハンはほほえんだまま、

「では、なぜみんなと一いつ緒しよに教練を受けないのだね？　教練が嫌いかい」

「嫌いじゃない……と思うけど、でも、ジッとしてられないんだ。一いつ刻こくも座すわっていたら、なんだか体が落ち着かなくて、無む性しように動きたくなって、悪いことだって分かってるんだけど、でも、部屋の中にいるのがすっごく気持ち悪くなるんだっ。だから俺おれ……！」

　日頃押しこめていた想おもいを言って興奮したのか、テッセンは声を大きくした。だが、すぐに悄しよう然ぜんと肩を落とし、そして、

「……俺、坊主には向いてないのかなあ。せっかくニャンハンに拾ってもらったのに」

　そう言って泣きべそをかく。

　テッセンは二年前、両親に捨てられて森をさまよっていたところを、通りがかったニャンハンに拾われ、このバッチャラム寺院に連れてこられた。この寺院にいる者はすべて僧侶だ。僧に向いてないということは寺院から追い出されることと思い、テッセンは落ちこんでいるのだ。ここを追い出されても、少年に行く当てはない。

　そんなテッセンの不安を取り除くように、ニャンハンはしわくちゃな手を少年の頭の上に乗せた。これまで何百万という彼の信望者にそうしてきたように。

「いや。僧に適性などないよ。誰でも僧にはなれるのだ。ただおまえには、もっと違う修しゆ行ぎようの仕方が合っているのだろう。すまないが、この子を僧そう兵へい坊ぼうの方へ移る手続きをしてくれないかね」

　後半は教官僧侶に向けられた言葉だ。テッセンは顔を上げた。

「俺、僧兵になるの？」

「ふむ。教練の時間があるのは同じだが、部屋に閉じこもりっぱなしということはなくなるだろう。どうだねテッセン、僧兵になって、私の護ご衛えいでもしてみないかね」

「俺、するよっ」

　ニャンハンがいたずらっぽい表情で提案すると、テッセンは顔を輝かがやかせ、意気込んで頷うなずいた。

「俺、絶対ニャンハンの護衛になるよ！　絶対、ニャンハンを守ってみせる！　だから、絶対、絶対、俺を護衛にしてね！　約束だよ！」







　１　天下ご免めんのお嬢さま







　乗り合い馬車から降り立ったマギー・ディーバ十二歳は、馬車駅の前に広がる高い建物を仰あおいだ。そして、頰ほおを紅こう潮ちようさせ、

「とうとう来たのね、王都ゼフィッツイに……！」

　うっとりと手を組み、感動にひたる。

　姪めいの手術費を稼かせぐ為ためとかなんとか理由をつけ、彼女が故郷のヨルカ村を家出同然で出てきたのは、三日前のことだ。意外にも順調に馬車を乗り継ぎ、あっさりゼフィッツイに到着してしまった。

　ゼフィッツイ市は八十万の人間を擁ようする、巨大都市だ。今でも続々と地方から人が流りゆう入にゆうし、膨ぼう張ちようし続けている。上水道完備、表通りは煉れん瓦がで舗装され、背の高い建物が林りん立りつしている。ずっと田舎いなかに住んでいたマギーは、これほどたくさんの建物を見るのも、人を見るのも、初めてだった。あまりにも世界が違うので、目が眩くらみそうだ。

（でも、やっぱり美しさはサンマリーズにはかなわないわ。なんだかここはごちゃごちゃしすぎているもの）

　都会より地元の方が勝まさっているところがある、そう思うと、マギーはようやく人心地がつき、最初のカルチュアショックから立ち直った。いつまでもここで驚いてはいられない。彼女にはやるべきことがあるのだ。

　マギーは振り返り、

「さあ、バズ、ウィルのアパートを探さがすわよっ！」

　意い気き揚よう々よう言ってみたものの、あとから馬車を降りたはずのバズの姿がない。

「バズ？」

　辺りを見回すと、金髪の瘦やせた少年は、切符売り場の壁にげんなりした顔で寄りかかっていた。真っ青な顔色からして、どうやら馬車に酔ったようだ。

「もう、だらしないわねっ」

　マギーは頰を膨ふくらませると、今にも吐きそうなバズに歩み寄って、その腕を摑つかんだ。

「バズ、しっかりしなさいよ、やっとゼフィッツイにたどり着いたんだから」

「…………」

　バズはうらめしそうにマギーを見上げた。同じ時間馬車に揺られてきたのに、旅の疲れも見せず、やたら元気いっぱいのマギーが信じられないのだ。反論する気力もない。

「ほら、立って。日のあるうちにウィルの下宿先を探さないと。こんな街で野の宿じゆくなんかしたら、人さらいにさらわれちゃうんだからっ」

　マギーにせかされ、バズはしかたなく、よろよろしながら立ち上がった。身の回りのものを詰めたバッグを肩から提さげる。

「マギー、なんでそんなに元気なのさ」

「当たり前じゃない、もうすぐウィルに会えるんだもの！　ああ、早くウィルの驚く顔が見たいわ！」

　そう言ってマギーははしゃぐ。どうやら「ウィルはまだゼフィッツイに来ていない」とか、「自分たちがゼフィッツイに向かったことをもうウィルは知っている」とかいう考えは頭にないようだ。

　バズはため息をつくと、

「それで、ウィルのアパートの住所は知ってるの？」

「ラズボーン公こう爵しやく家けの横でしょ」

　簡潔に答えたマギーに、バズはきょとんとした。それから、

「……それだけ？」

「そうよ」

「番地とか、通りの名前は？」

「番地って？」

　今度はマギーがきょとんとして聞き返す。

　ヨルカ村のような田舎では、住所を表すには「ヨルカ村」だけで通じたし、郵便にもそれだけしか書かれない。だが、八十万人の人間がひしめくゼフィッツイで、そんな方法が通用するはずはなかった。

　バズは父親宛のゼフィッツイからの手紙をよく見ていたので、大都市では住所が重要であることを知っていた。おそらくウィルに尋ねれば教えてくれただろうが、出てきた状じよう況きようを考えれば、尋ねる機会なんてあるはずがなかった。

　バズはもう一度ため息をついた。

「まあ、仮にも公爵さまの家が目印だから、人に聞けばすぐ分かるだろうけど……」

「なにをぶつぶつ言ってるのよ。さあ、ウィルのアパート探しに、しゅっぱーつ！」

　そうして、なにやらイヤな予感がするバズと、楽観的なマギーは、街中に向かって歩きだした。




　ラズボーン家の場所は予想以上に簡単に知ることができた。なにせ尋ねた相手全員が、二人のように田舎から出てきたばかりという者でないかぎり、知っていたのだ。

「ああ、ラズボーン家ね。この道をまっすぐ行けばあるよ」

「ラズボーン家なら、あの大通りを北に向かってごらん」

「あのお屋敷を探してる？　あそこなら探すまでもないわよ。その川沿いよ」

　などと、ゼフィッツイのどこで聞いても、「この道をまっすぐ行けば着く」と言われるのだ。

　そうして、指示どおりに歩いた二人が、公爵家を発見できたかというと──

「おかしいわ」

　八度目のアタック──むろん、ラズボーン家を目め指ざすことである──に挑いどんだマギーは、八度目の失敗に顔をしかめた。

「言われたとおりにまっすぐ歩いてきたのに、どうして街を出ちゃうのかしら」

「や、やっぱり、途中で見落としてるんだよ」

　バズがぜいぜい息を切らしながら言う。マギーは不ふ審しんそうに、目の前の堅けん固ごな鉄柵を見上げた。大人の倍近い高さの柵は、先端が矢や尻じりのように尖とがっている。その向こうは鬱うつ蒼そうたる森だ。

　何度アタックしても、どこからどう来ても、ラズボーン家を発見することができず、こうやって街を出てしまうのだ。街外はずれなので滅めつ多たに人も通らず、再び街中に戻って、話を聞いてからアタックするということを、二人はくり返してきた。だが、もう限界だった。

「子供だと思って、みんな噓うそついてるのかしら。それとも、本当はラズボーン家なんかないのかもしれないわ」

　だんだん疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていくマギー。日も暮れてしまったし、さすがの彼女も疲労の色が濃い。

　そして、当初からへばっていたバズは、鉄柵の土台に腰を下ろし、もう一歩も歩けない様よう子すだった。

「マギー、もうやめようよ。いたずらに体力を消しよう耗もうするだけだよ」

「そうね……」

　ここまで来るとマギーも素直にバズの言うことを聞いて、悄しよう然ぜんと隣となりに座すわった。

　こんな街の端はしまで道路は舗装され、数十メートルおきに街がい灯とうが立っている。来る途中で見た、街灯に油と火をくべて回る男の姿を、マギーは思いだした。

　街灯と人家の明かりで、夜空がやけに明るい。星が白い霞かすみのようなものに隠れ、はっきり見えない。初夏のこの季節、ヨルカ村では満天の星が見えるはずなのに。

　目の前の森から街に流れ込んでくる、澄んだ小川のざあざあという音が、やけに耳につく。

　不意にマギーは、（ここはヨルカ村でもサンマリーズでもないのだ）と自覚して、心細くなった。

「……ウィルう、どこにいるのお」

　マギーが涙声で呟つぶやく。その声を聞いたバズは、彼女を泣かせまいと焦あせって、

「マギー、ぼくがいるから大だい丈じよう夫ぶだよっ。任まかせて、お父さんの学生時代の友達がゼフィッツイにいるんだ。ぼく、お父さん宛の手紙の封筒を持ってきたから、ちゃんと住所も分かるし、今夜はそこに泊まらせてもらおうよ」

「バズ、用意がいいわね」

　思いも寄らぬバズの提案に、マギーは感心してまじまじと幼おさななじみを見た。ドタバタと家を飛び出してきたのに、そんなところだけはバズは几き帳ちよう面めんで用意周到だ。

　珍めずらしくマギーに褒ほめられ、バズは疲れも忘れて鼻を高くしながら、

「ぼくがいれば大丈夫だって言っただろ。マギーの荷物持ってあげるよ、だから──」

「あっ、人が来たわ。道聞かなくちゃ」

　バズの言葉の途中で、マギーは向こうから近づいてくる人影に気づき、パッと駆けだした。マギーは執しゆう念ねん深ぶかいのだ。

「マ、マギー、待って」

　慌あわててバズは自分とマギーの荷物を担かついで、少女のあとを追う。

　暗い夜道を一人で歩いてきたのは、人のよさそうな風ふう貌ぼうの中年男だった。人見知りや物もの怖おじをしないマギーは、相手にまったく警戒心を抱いだかず気軽に声をかけた。

「こんばんわ、おじさん。ちょっと道を聞きたいんだけど」

「道？」

　男は立ち止まり、細い目を少し開いて二人を見た。

「こんな時分に子供が二人でどこへ行こうっていうんだ。危あぶないぞ」

「友達の家に行くのよ。ラズボーン家の隣にあるアパートなんだけど」

「ラズボーン家？」

　男は眉まゆをしかめて聞き返した。それから二人をじろじろ眺ながめて、

「ははあ……なるほど。公爵家のラズボーンか。なるほど。言われてみれば、たしかに」

　などと、一人でなにやら納なつ得とくしている。なにが「たしか」なのかさっぱり分からず、二人が「？」マークを頭にいっぱい描いていると、

「いいよ、連れていってあげよう。この辺は物ぶつ騒そうだ。おじさんが案内してやろう」

「あら、本当？　実はもうずっと探し歩いているのに、全然ラズボーン家が見つからないの。バズ、よかったわ、この人が連れていってくれるって！」

　男の申し出に、マギーは無む邪じや気きに喜んだ。最初から誰かに道案内を頼めばよかったのだが、田舎から出てきたばかりなので、そこまで気が回らなかったのだ。

　荷物を抱えてよたよたやってきたバズは、マギーの言葉に「え？」と困こん惑わくした。知らない土地で見知らぬ人と一緒にいるのは、人見知りの激しいバズにはできるだけ遠慮したい状況だ。だが、そんなことを言っている場合でもなかったので、気乗りしないながらも頷うなずく。

「ラズボーン家はここから遠いぞ。おじさんが荷物を持ってやろう」

　そう言って、男がバズの肩からバッグを取ろうとしたときだった。

「ラズボーンの館やかたがここから遠いなら、夜通し歩いてもたどり着けないわね」

　第三者の声が背後から飛んできた。マギーとバズが振り返ると、街灯の明かりを浴びながら、一人の美女が通りに佇たたずんでいた。

　年は幾つだろう。薄うす闇やみの中だというのに、彼女はひどく目立つ存在だった。見事なブロンドを高く結ゆい上げ、今風のすっきりしたラインの服で、肉感的でかつ均きん整せいのとれたグラマーな体を覆おおっている。厚めの唇くちびるには闇に映はえる鮮あざやかな紅べに色の口紅が引かれ、妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。その圧倒的な存在感は、彼女のうしろに控えていた大男の存在を霞かすめ、マギーたちが気づかなかったほどだ。

　二人はぽかんと、突然現れた年ねん齢れい不ふ詳しようの美女に見とれた。彼女はつかつかと靴くつ音を立てて近寄ってくると、青ざめて硬直している男に向かって、

「おまえの方が案内が必要ではないかしらね？　ラズボーン家が分からないなんて、目の検査もした方がよくてよ」

　美女に声をかけられた男は、「あわわわ」と泡を食って、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにその場に立ちすくむ。美女は婉えん然ぜんたる笑みを浮かべた。男の反応は当然だと言わんばかりの笑みだ。

「さあ、おまえ、どうするの？　わたくしが案内してやってもいいのよ、もちろん、おまえにふさわしい場所へね」

「う……うわっ」

　男は動転した様よう子すで、荷物を放り出すと、こけつまろびつ逃げだした。通りの向こうへ逃げていく男を見て、美女が勝ち誇ったように声を上げて笑う。

　マギーとバズは男の去ったあとを眺めた。一体なにが起こったのか分からない二人に、

「あれは子供専門の人さらいよ。人さらいにわざわざ声をかけるなんて、なかなか変わった子供たちね」

　美女にからかわれて、二人は顔を上げた。なにもかもを見通すようなアイスグリーンの瞳ひとみが、ひどく印象的だった。

「あたしたち、人さらいだから声をかけたんじゃありません」

　マギーがムッとして反論する。彼女は基本的には年上の女、それも強い女が好きだ。そういう点では目の前の美女も、言葉だけで男を追い払えるのだから、相当強い女に違いない。だが、子供ながらも本能的にこの手の女は危ないと察し、助けてもらったのについ口調がきつくなった。

　しかし、相手は気分を害した様子もなく、逆に楽しそうに、

「おやまあ、助けてやったのに礼の一つも言わないなんてね」

「ご、ごめんなさい、ぼくたちゼフィッツイに来たばっかりで、よく分からないんです」

　慌ててバズがマギーの前に出て、弁明した。それから、ちょっと不安そうに、

「あのう……さっきの人、本当に人さらいなんですか？」

「そうでなかったら、天下一品の方ほう向こう音おん痴ちよ。どっちにしろ、ついていっていいことはなかったわね」

「？」

　当とう惑わくするバズと警戒心たっぷりのマギーに、美女は顎あごで傍かたわらの鉄柵の向こうの森を指し示した。そして、

「ここがわたくしの家よ。わたくしの家になんの用かしら？」

「え？」

　二人はきょとんとした。




　マギーとバズに遅れること一日、ウィルとその祖そ父ふエドウィン・ゴーダがゼフィッツイに到着した。同行してきたエドの古い友人とは、街の入り口で別れている。

　道々、家出した幼なじみ二人を捜してきたので、そうとう時間を食ってしまった。街道沿いの町を捜し歩き、乗り合い馬車に出会ったら話を聞き、とうとう目的地のゼフィッツイに着いてしまった。

「これだけ捜したんだから、あとはものすごく突とつ飛ぴなことをやらかしてないかぎり、ゼフィッツイに到着してていいはずだよな」

　馬車から荷を降ろしつつ、ウィルは憮ぶ然ぜんと言う。エドが笑って、

「ウィルよ、その突飛なことをやらかしている方が問題ではないかね？」

「それなんだよなあ」

　ウィルは階段を仰あおいだ。あの二人のことだ、とんでもないポカをやらかして、妙みようなことに巻き込まれていても不思議はない。特にマギーは自みずから危険に飛び込んでいくタイプだ。

「それで、結局俺が尻しり拭ぬぐいに走る羽は目めになるんだ。あったまいてえ」

「まあ、二人を見つけないことには、尻拭いもなにもあったものではないだろう」

　ははは、とエドは他人事のように笑って、荷物を抱えながら二階へと上がっていく。

　ゴーダ家のゼフィッツイ市における住まいは、三階建てのアパートだ。ベランダの装飾が美しい、アイボリーの壁にオレンジ色の瓦かわらの、三百年前の最新流行型建築である。

「うわっ！　エドーッ、八段目踏み抜いたーっ」

「またかっ。まったくこのボロ屋め、板、板」

　この家に帰ると、まず最初にやることは家の修理だ。外は石造りだが、内部は板張りになっているので、あちこち朽くちているのである。古式建築保存法さえなければ、とうの昔に建て替えられてもおかしくはない建物なので、全部で十二室あるうち人が入っているのはわずか一軒、ウィルたちだけなのだった。

「シンシアの奴、手入れは完かん璧ぺきとかぬかしおったくせに」

　ぶつぶつ文句を言いながら、エドが大工道具を抱えて下りてくる。ウィルは階段に埋まった足を引き抜くと、そこは祖父に任せて荷物を運んだ。そして、大おお方かた荷物──エドの本が主なのだが──を運び終えると、

「エド、俺、マギーたち捜してくる。そこら辺うろついてると思うから」

「その前に、シンシアに挨あい拶さつ代わりに文句を言ってきてくれ。持ちアパートの管理ぐらいしろとな」

「えーっ？」
















　エドの命令に、ウィルは心底嫌いやそうな声を上げた。

「俺、シンシアのとこ行くのヤだよ。なにされるか分からないもん」

「いいではないか、彼女は無む類るいの子供好きだ」

「それが問題だって。やーだよ、俺、出かけるからっ」

　べえっと舌を出して、ウィルはとんずらしようと玄関のドアを開けた。その途と端たん、なにか大きな弾力のあるものにぶつかり、もんどり打つ。

「あいてて。な、なんだよ」

　頭をさすりながら仰ぐと、入り口にスーツ姿の大男が佇んでいた。ドアのまぐさ石に額ひたいを打つほどの巨きよ漢かんだ。いかめしい岩のような、無表情な顔には見覚えがあった。

「あっ、ヘッジ」

「お久しぶりでございます、ゴーダさま」

　ヘッジと呼ばれた男は、その悪あく人にん面づらには似つかわしくなく、礼儀正しく頭を下げた。その声を聞きつけ、エドが階段から下りてくる。

「やあ、ヘッジ。さっそく借金の取り立てに遣つかわされたのかい」

　にやにやと、シニカルな笑みを浮かべてエドが言う。しかし、ヘッジは堅かた物ぶつの見本のように、眉一つ動かさず、淡々と、

「いいえ、その件についてはまたのちほど、改めて参さん上じよういたします」

「我われ々われとしては二度と来てもらいたくないがね」

「本日はお嬢さまの伝言を持って参まいりました」

　エドの嫌みを無視して、ヘッジは用件を切りだした。

「『ウィル・ゴーダ、仕事をくれてやるから私の元においで。来ないとどうなるか承知しているわね』──とのことです」

「それ、親切にしてくれてるの？　脅おどしてるの？」

　尻もちをついたまま、ウィルは口を尖らせた。仕事を回してくれるのはありがたいが、今一つ素直に喜べない伝言だ。

　しかし、大家でスポンサー、その上借金の相手であるシンシア・ラズボーン公爵のお呼びを、無視することはできなかった。無視したら、本当にあとでなにをされるか分からない女なのだ。

　ウィルは渋々立ち上がった。

「行くよ、行けばいいんだろ。お嬢さまの言うとおりにするよ」




　シンシア・ラズボーン公爵は、この国でもっとも力のある人間の一人だ。公爵という家柄もさることながら、周まわりを圧倒する彼女の強さは、その莫ばく大だいな富とみにあるだろう。

　王おう侯こう貴き族ぞくどもが、やれ王おう妃ひの父親派だ、宰さい相しよう派だのと権力闘争に明け暮れている間に、彼女は暗黒大陸のダイヤモンド鉱山と銀鉱山を手に入れ、莫大な富を得た。現在、暗黒大陸のめぼしい鉱山はラズボーン公爵のものか、目め端はしの利きく経済人たちの所有物になっている。

　彼女はこの国最大の資産家だ。邪じや魔ま者ものを蹴け落おとそうとしている王妃の父公爵も、彼女にだけは手を出せず、どちらかというと媚こびへつらわなくてはならない立場にある。当然、王夫婦も彼女には頭が上がらない。彼女こそは、この国を支配する人間の一人だった。

　そんな大貴族とゴーダ家の関係は、単なる大おお家やと店たな子こではない。ラズボーン家の資産源たる鉱山を最初に発見したのは、なにを隠そうエドウィン・ゴーダであり、数を増ふやしたのはその息子トリック・ゴーダであるのだ。

　そして、トリックの宝探しのスポンサーになり、金を持ち逃げされたのがラズボーン家だった。

「まあ、久しぶりに見るとずいぶん成長したこと、ウィル・ゴーダ」

　ボロアパートの玄関を出てから三十分後、ウィルはシンシア・ラズボーンと数か月ぶりに、彼女の私室で顔を合わせた。彼女は豊かなブロンドを胸に垂たらし、胸元の大きく開いたガウンで、長なが椅い子すに体を投げ出していた。

　大輪の花のように華はなやかで大だい胆たんな美女は、まったく年齢というものを感じさせない魅力に満ちている。実際、ウィルは彼女が何歳なのか知らなかった。初めて会ったときには、すでに彼女は父親の跡あとを継ついで女公爵として社交界に君くん臨りんしていたのだ。そのときから彼女の美び貌ぼうは衰おとろえず、ますます若返っているようにも見える。その妖よう香かの前ではどんな男もたちどころに骨抜きになってしまうそうだ。

　だが、陰で「化ばけ物貴婦人」と呼ばれるシンシアの本ほん性しようを知っているウィルは、憮ぶ然ぜんと、

「その格かつ好こう、俺を誘惑してるつもり？」

「そう思うなら、ここにおいで」

　そう言って、シンシアは自分の膝ひざの上を叩たたいた。彼女が相手では洒落しやれにならないので、ウィルは慌あわてて頭を振った。口では絶対彼女には勝てない。

「それで、帰ってきた早そう々そう、俺になんの用なの？」

「相変わらず気の早い子ねえ。ワンサーラ王国を知っていて？」

　気の早いと言うわりには、自分もさっさと話を進めるシンシア。この辺がほかの貴族と決定的な財力の差を持つ所以ゆえんだ。

　ウィルは少し考え、

「東洋のカムナン帝国の南にある国？」

「そう」

　シンシアは満足そうに頷うなずいた。

「さすがトリックの息子ね。かわいげはないけれども、頭はいい。わたくしは頭のいい子も好きだから安心しなさい」

「そりゃあありがたいこった。そのワンサーラがどうしたって？」

　シンシアの言葉にはいちいち卑ひ屈くつになりながら、ウィルは聞き返した。シンシアは部屋の隅すみに佇たたずんでいた執しつ事じのヘッジに手を振る。巨漢で忠実な執事が部屋を出ていくのを見てから、シンシアは、

「今、ゼフィッツイにワンサーラからの使節団が来ているのよ」

「ふうん？」

「わたくしはワンサーラとはちょっとした縁があって、国王陛へい下かから彼らのホストを頼まれたの。今、彼らはこの屋敷の中にいるわ。でも、使節団とは表向きのこと。彼らのこの国での真の目的は、子供捜しよ」

「子供？」

　ウィルは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「王の遺い児じでも捜してるとか？」

「今のワンサーラ王はまだ若いし存命中よ」

　勝手に他人を殺すウィルに、シンシアは呆あきれて言い返した。

「王妃との間に、七歳の王おう太たい子しを筆ひつ頭とうに四人の子供がいるわ。今さら隠し子なんて捜してどうするの。彼らが捜しているのは、僧そう侶りよの後継者よ」

「そうりょお？」

　シンシアの意外な返事に、ウィルは思わず頓とん狂きような声を上げた。

「つまり坊ぼう主ずってことだろ？　たしか、あの国の国教は……」

「ザレイ教。ザリー教とも言うわね。我われ々われの教きよう皇こうにあたる三人の僧そう正じようがいるのだけれども、そのうち正僧正シャウエーニャンハンの後継者を捜しているの。それを手伝いなさい」

「後継者って、ワンサーラって船で二ふた月つき近くかかるところだろ。なんでそんな遠い国の坊主の後継者を、この国で捜さなきゃならないのさ」

　納なつ得とくがいかず、ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで聞き返した。

「そんなことは当人たちに聞きなさい。さあ、この仕事、受けるの、受けないの？」

「受けないって言ったら怒おこるくせに」

　父親の借金をシンシアが握っている以上、ウィルに選択権はない。

「依頼は受けるけど、今、俺忙いそがしいんだ。別件で子供捜してるから、そのあとで」

「おまえの捜しているのはこの子たちでしょう」

　シンシアの言葉に合わせたように扉とびらが開き、執事とともにマギーとバズが入ってきた。

「あっ、おまえらなんでこんなところに！」

　仰ぎよう天てんするウィルに、マギーが顔を輝かがやかせて飛びついた。

「ウィルう！　寂さびしかったあ！」

「寂しかったって、自分から家出しときながら──」

　驚きながらも、身勝手な二人を窘たしなめようとしたウィルは、バズの姿を見て目が点になってしまった。

「バズ、その格好……」

「ぼ、ぼくだって、好きでこんな格好しているわけじゃないっ」

　呆あつ気けにとられて指摘するウィルに、バズが顔を真っ赤にして、半泣きの表情で訴うつたえる。

　バズの「こんな格好」というのは、百年も昔にはやった、今ではオペラか絵でしか見ることのないパニエドレス姿だったのだ。頭には山ほどリボンが結ゆわえられている。

　よく見てみると、マギーはマギーで豆学士のようなコート姿だ。ウィルは手を額ひたいにやって、天てん井じようを仰あおいだ。

「まったく、来て早そう々そう、なんでシンシアの倒とう錯さく趣しゆ味みの犠牲になってるんだ？」

「可愛かわいいと思わなくて？」

　シンシアは満足そうに笑いながら、ウィルに同意を求める。ウィルはうんざりして、抱きついたままのマギーを引き剝はがした。そして、

「なんでマギーたちがシンシアの家にいるんだよ。この女がどんな女か知ってるのか？」

「知ってるわよ。女公爵さまでしょ」

　けろりとした顔でマギーは答える。女装させられたバズに比くらべて、男装のマギーにはあまり精神的ダメージはないようだ。

「あたしたち、昨日ゼフィッツイに着いたんだけど、人さらいにさらわれそうになったところを、レディ・シンシアに助けていただいたの。ウィルが来るまでここでお相手をすることになって、それでこんな格好なのよ。どう、学者に見える？」

　紺のコートをつまんで、ひらりと一回転してみせるマギー。楽しくて仕方がないようだ。

「このお屋敷凄すごいのね。庭の中に森があって、川まで流れてるんだもの。部屋数は三十以上あるし、門から玄関まで歩いて三十分はかかるわよ！」

「あら、そんなにはかからなくてよ。本宅ではあるまいし」

　ほほほ、と軽やかにシンシアが笑うが、謙けん遜そんの響きはまったくない。ラズボーン家の領地にある本宅は、門から玄関まで馬車で一時間かかることを知っているウィルは、突っ込む気にもなれなかった。

　シンシア・ラズボーン。公爵にして国いちばんの金持ちの実力者。独身を通す彼女の実体は、かなり問題のある子供好きなのだ。つまり、「子供と遊ぶのが好き」ないし「子供が遊ぶのが好き」ではなく、「子供で遊ぶのが好き」な女性である。

　マギーは着せ替えごっこを楽しんでいたが、バズはすでにシンシアの毒どく気けに当てられ、泣きが入っていた。

「シンシア、俺の仲間に手出しするなよ」

「おや。むりにはさせてなくてよ。お役に立つことがありませんかと言われたから、少し遊ばせてもらっただけ」

　大方、そんな余よ計けいなことはバズが言いだしたに違いない。几き帳ちよう面めんさが裏目に出たようだ。ウィルは大きくため息をついて、

「まったく……もういいだろ。仕事は引き受けるから、こいつら連れて帰るぞ」

「おや、どこへ行くつもりなの。使節団はうちにいると言ったはずよ」

　マギーとバズの腕を引っ張り、家に帰ろうとしたウィルをシンシアが呼び止める。仏頂面で振り返るウィルを見て、シンシアは声を上げて笑うのだった。







　２　ゼフィッツイ仕事始め







「ワンサーラ使節団は十七人、うち五人がザレイ教の僧そう侶りよよ。使節団の団長はチャンカーンという名の貴族で、ワンサーラ王の腹ふく心しんなの。けれども、ザレイに帰き依えしている以上、僧侶たちの方が格が上だわ。これから会わせるのは、イェーウという僧侶たちをまとめている男よ。若いけれどもかなりの切れ者だから用心しなさい」

　ラズボーン家の長い廊ろう下かを歩きながら、シンシアはウィルにそう忠告した。ウィルは顔をしかめて、

「用心って、俺はその人の敵になるんじゃなくて、手伝いをするんだろ？　なんで用心しなくちゃならないのさ」

「あら、そうだったわね」

　ウィルの指摘に、あっさりシンシアは前言を撤てつ回かいする。話を誇こ張ちようして、相手を惑まどわそうとするのが彼女の趣味なのだ。まじめに聞いていたら神経がすり減ってしまう。

「レディ・シンシア、ワンサーラってどんな国なの？」

　マギーが大きめの帽子を押さえながら尋ねた。どうやら彼女は学士の格かつ好こうが気に入って着続けているが、バズの方はあまりにもあんまりだったので、いつもの格好に戻っている。

「ワンサーラ、南洋の海に抱かれた、緑と川と人の国」

　シンシアが歌うように答える。

「とにかくわたくしたちとはまったく違う文化圏にある国よ。近年になってワンサーラの王おう侯こう貴き族ぞくが留学に訪れるようになってから知られ始めたけれど、それまでは宣教師と一部の商人しか知らない遠い異国だったわ。科学も未発達だけれど、人々はとても宗教的精神世界を大たい切せつにしている。その世界では、神という存在は自然を司つかさどるものであり、人を救きゆう済さいするものではない。人を救うのは人、ないし進化した人であるというのが、ザレイの基本的な考え方だわ。我々とは違う価値観を持っているようね」

「そのザレイの信徒を統とう率そつしていたのが三人の僧そう正じようで、そのうちの一人の後継者を捜すのが今回の依頼ってわけか。ところで、お嬢さまがホストに選ばれた──というか、選ばせた理由はなに？」

　ウィルは皮肉っぽく尋ねた。国王さえも黙らせる大貴族たるシンシアが、たとえ損にならなくても、得にもならない仕事を請うけ負おったりするはずがないのだ。

　シンシアはウィルの口振りが面おも白しろかったらしく、手にした扇おうぎで口元を隠しながらくすくす笑うと、

「ワンサーラの隣となりにウフルルという国があるのよ」

「？」

　楽しいことを喋しやべるとき、シンシアの口調は微妙に粘ねばっこくなる。話の先が見えなくて、ウィルは首を傾かしげた。

「正確にはあった、というべきかしら。今はデュフェル公国の植民地になっているわ。それに危機感を覚えたワンサーラは、デュフェル公国と歴史的に仲の悪い我わが国に助けてくれと泣きついてきた──だから近年、交流が活発になってきたのよ。ワンサーラは現在我が国の保護下にあるけれども、このまま行けば結局は植民地化されるでしょうね」

「それがなにかお嬢さまの得になるの？」

「ワンサーラの山岳地帯には、ルビー鉱山があるのよ！」

　そう言って、シンシアはこらえきれなくなったか、家中に響きわたるほど高らかに笑った。マギーとバズはぎょっとし、ウィルはしょうもなさそうに肩をすくめる。シンシアの悪い癖くせは、楽しくてたまらなくなると、高笑いが出てしまうことだ。しかも、彼女の「楽しい」はあまり他人には分からないところがあるので、いつ高笑いが出てくるか判断できないのが問題だった。

　ウィルは上うわ目め遣づかいに、

「それって、つまり、独立権はわたくしが守ってやるから、ルビー鉱山の採さい掘くつ権けんをよこしなさい、って考えてる？」

「もう契約は済んでいてよ」

　婉えん然ぜんとほほえむシンシア。手抜かりはまったくない。ウィルは呆あきれながら、さすがは一国家を敵に回しても揺らぐことのない財力の持ち主と、改めて思い知るのだった。彼女にとってトリック・ゴーダの借金なんか、ウィルで思いのままに遊べる権利ぐらいでしかないのだろう。

「現在のワンサーラ王が十年前に留学に訪れたとき、もう契約は交かわしてあってよ。去年から採掘が始まっているわ」

「そりゃあ手の早いこった。ワンサーラはお嬢さまには頭が上がらないんだな」

「ワンサーラの情報を仕入れてきたのはトリックだったわねえ。おまえもわたくしの為ためによく働くのよ」

　ウィルがなにか反論する前に、シンシアはサロンへ通じる大きな扉とびらを開いた。パアッとまばゆい日差しに目が眩くらむ。

「きゃっ、眩まぶしい」

　マギーが声を上げた。ウィルは手でひさしを作る。サロンはサンルーフになっていたのだ。

「お待たせしたわね、イェーウ。今け朝さお話したウィル・ゴーダを連れてきてよ」

「ああ、レディ・シンシア。お手数をおかけします」

　部屋の中にいた人間が答えた。落ち着いた、シンシアのような強いオーラを発する美女を前にしても、気け圧おされていない口調だ。

　サロンには三人の僧そう侶りよがいた。小さな老人が椅い子すに腰掛け、その両脇に若い男が二人、老人に付き添う形で佇たたずんでいる。三人とも、頭とう髪はつをすべて剃そり落とし、くすんだオレンジ色の衣装に色とりどりの帯を身につけていた。シンシアに返事をした青年と老人はゆったりとした衣ころもだったが、いちばん若そうな青年は活動的な形の服を着ている。帯の色数は年齢に比例して多く、派は手でになり、どうやら位くらいを表しているようだ。

　イェーウと呼ばれた青年とウィルは目が合った。眉び目もくの整ととのった、アーモンドアイズのエキゾチックな雰ふん囲い気きの漂ただよう好青年だ。見るからに柔にゆう和わそうな彼は、ウィルと目が合うと、にっこりとほほえんだ。

「あら、スーマオ和お尚しようもこちらにいらしたの」

　シンシアが真ん中の老僧を見て言う。目を開あけているかどうか分からない老人は、シンシアの言葉にも無言で椅子に座すわっていた。しわが刻まれた顔から表情は窺うかがえない。
















「和尚は目を患わずらわれていて、明るいところでないとよく見えないのです。この部屋はとても心地がいいですね」

　代わりにイェーウがにこやかに答えた。どうやら僧としての地位はスーマオと呼ばれた老僧の方が上で、イェーウはまとめ役のようだ。

　シンシアとイェーウが型どおりの挨あい拶さつをしている間、ウィルはもう一人の若い僧を見た。

　東洋の人間はおおむね若く見えるので、見かけは十五、六だが二十歳前後だろう。浅黒い顔にきりりと上がった太くて黒い眉まゆが魅力的な青年だった。僧侶の威い厳げんを保とうとしているのか、口をへの字にしてしかめっ面つらだが、どう見ても子供のふくれっ面にしか見えない。イェーウや老僧スーマオのように、自然ににじみ出る聖職者の清らかさが、まだ身についていないらしい。

「ウィル、こちらの美び男なん子しのお坊さまがイェーウよ」

　シンシアに紹介され、もう一方の青年に気を取られていたウィルは慌あわててイェーウ僧侶に頭を下げた。イェーウはやんわりとほほえんで、

「イェーウです、あなたのご活躍はレディ・シンシアからお聞きしていますよ。その才能で、我われ々われの力になってください」

「あっ、はい」

　相手が子供扱いせず、丁てい寧ねいに挨拶してくれたので、ウィルはどぎまぎした。

（これが地ならともかく、俺の性格を見抜いてそうしてるなら、確かにシンシアの言うとおりの切れ者だな）

　そんなうがったことを考えながらも、大人扱いされるのが好きなウィルは、イェーウに好感を持ってしまった。

「椅子に座っていらっしゃるのが、スーマオ和尚。彼はザレイ教の占うら部べの指導者なの。今回ニャンハンの後継者がこの国にいると占いだしたのは、彼とその部下たちよ」

　続いてシンシアは老僧を紹介したが、彼はやはり無言で、強い日差しの中でちんまりと座っているきりだった。シンシアも別に気にする風もなく、彼の前を通り過ぎて若い僧侶の前に立つ。

「そして、この仏ぶつ頂ちよう面づらの若いお坊さまがオウ・テッセン。彼は一いつ介かいの僧なのだけれど、ニャンハンの直じき弟で子しだったということで、今回特別にメンバーに入れてもらったのですって」

　からかうようにシンシアは紹介して、テッセンの肩にしだれかかる。すると、若い僧侶は顔を真っ赤にして、ますます不機嫌そうな表情になった。シンシアが楽しそうに人の悪い笑みを浮かべているところからして、彼はこの館やかたにいる間、彼女にいいようにからかわれ続けてきたに違いない。

（あーあ、可か哀わい想そうに）

　ウィルがテッセンに同情していると、イェーウがマギーとバズを見ながら、

「ところで、ウィルのうしろにいるお二人は？」

「え？　あっ、こいつらは」

「あたしはウィルのアシスタント、マギー・ディーバです！」

　元気いっぱいマギーが挨拶する。ここで名を覚えてもらわないと、捜そう索さく隊たいに加えてもらえないと思ったか、「アシスタント」という言葉を強調して言った。

「ぼ、ぼくはウィルの永遠のライバルで、バズ・フェナット──」

「こいつら、俺の仲間だから。あんまり気にしないでください」

　言いかけのバズの頭を押しやり、ウィルは笑ってごまかすことにした。せっかく子供扱いされずにすんだのに、二人がいるとまた子供に逆戻りである。

「それで、俺はなにをすればいいの？」

「私たちはすでに、二人の僧侶と六人の使節団員を、ニャンハン捜索に出しています」

　話を促うながすウィルに、イェーウは説明した。

「彼らはあちこちを飛び回って情報を集めていますが、言葉の不具合もあり、なかなか有力なものは集まりません。そこで、土と地ち勘かんのあるあなたに、このテッセンとともにニャンハンを捜しだしてほしいのです」

「俺がこいつらと行くんですか!?」

　不満の声を上げたのはテッセンの方だった。マギーやバズには聞き慣れない異国の言葉だったが、ウィルには馴な染じみのものだった。東洋の大国カムナンの言葉だ。

　テッセンはウィルたちには言葉は通じないと思いこんでいるらしく、開けっぴろげに、

「先輩、俺がこんな子供のお守りをしなくちゃならないんですか!?　勘かん弁べんしてくださいよ、俺、茄な子すと子供は苦にが手てなんですっ」

「テッセン、おまえも早く捜索に出たいと言っていた気がするけどね」

　イェーウは苦笑しながら、やはりカムナンの言葉で窘たしなめる。おそらくテッセンがそういう反応を示すのはお見通しだったに違いない。

「で、でも、和尚の護衛はどうするんですか」

「明日にはダ・ボイも帰ってくるから、今日一日、スーマオ和尚の護衛は私が引き受けよう。代理の護衛、ご苦労だったね、テッセン」

　文句をつけるテッセンに、嫌いやな顔一つせず、ねぎらいの言葉をかけるイェーウ。どんなときも気配りを忘れない、上司の鑑かがみのようだ。

　それでもテッセンは納なつ得とくできないらしく、仏頂面で、

「なんだって和尚の護衛を僧院の者以外にやらせなくちゃならないんですか。俺がいればダ・ボイなんて必要ありませんよっ」

「ここはワンサーラではないからね、なにが起こるか分かったものではないだろう？　鉄の武器を持てない我々だけではスーマオ和尚の安全を守れない、そう判断なされた王おう妃ひ殿でん下かのご配慮なのだよ。それに、ダ・ボイは王おう宮きゆう近この衛え隊たいの中でも特に腕うで利ききだ。彼のおかげでスーマオ和尚の安全が守れると、我々僧侶は感謝しなくてはならない」

「……はい」

　根気強くイェーウに説得されて、テッセンはようやく大人しく頷うなずいた。どうやら使節団の中でちょっとした問題があるようだが、イェーウがうまく立ち回っているらしい。

　そんな二人の会話を聞いていて。

（ふうん、イェーウさんは後輩にかなり慕したわれてるんだな。しかも、信頼されている）

　ウィルは興味深く二人を見た。テッセンはもともとイェーウの決定に逆らうつもりはなかったようだが、つい彼の人柄に甘えて文句をつけてしまった、そんな感じだった。喧けん嘩かっ早いが甘えっ子の弟に、彼を宥なだめ、しかも教育的指導をしてくれる賢けん明めいなお兄さん、という感じもする。

「しかし、いつもは王妃殿下の腰こし巾ぎん着ちやくのくせに、なんだって今回に限って参加したんだか……あいつさえいなければ、俺が護衛だったのに」

　了りよう解かいしたものの、ぶつぶつと文句を言い続けるテッセン。イェーウは再度苦笑して、

「人手は足りないのだよ。そうむくれることはない、テッセンには占いの場所に行ってもらうつもりだから」

（ん？　占い？）

　イェーウの言葉に、ウィルは耳をそばだてた。なにやら嫌いやな予感がするフレーズだ。

　テッセンも先輩の言葉に、パッと明るい表情になった。

「『母なるものに抱いだかれし地』って奴やつですか？」

「その謎なぞを解とける人物をレディ・シンシアに紹介してもらったのだよ。テッセン、おまえがいちばん望んでいた場所だろう？」

「ええ！　もちろん、俺が行きますっ」

　急せきこんでテッセンは頷いた。どうやらそこが捜索の本命の場所らしい。

　だが、「占いの場所」とはどういう意味だ？

（なんかヤだなあ。なーんか変だぞ、この仕事）

　ウィルはマギーとバズを一いち瞥べつした。二人ともカムナンの言葉が分からないので、キョトンとしている。それでも、マギーはウィルと目が合うと、

「ねえ、あのテッセンっていうお坊さん、あたしたちの悪口言ってない？」

　不機嫌そうに尋ねる。さすがは自分の件に関しては勘かんがいい。

　そしてテッセンは、ウィルたちを見下ろしながら、

「しっかし、こんな子供に、暗号みたいなあの言葉が解けるとは思えねえけどな。足手まといになるのがオチだぜ。よっぽどこの国には人材がいねえのか？」

「おや、ウィルはおまえが昨日サロンで会った愚おろか者どもより、ものを知っていてよ」

　一人ごちるテッセンに、シンシアがカムナンの言葉でさらりと言う。彼女もまたカムナンの言葉が話せるとは思っていなかったらしく、テッセンはぎょっとした。シンシアはさらに、

「ウィルは逸いつ材ざいよ、この年でカムナンの言葉が話せる者もそういないと思うわ」

「な、なにっ」

　焦あせってテッセンがウィルを振り返った。ウィルは乾いた笑いを浮かべて、

「よろしく、テッセン。俺と一いつ緒しよのときは、茄子料理はなるべく出させないようにするよ」

「…………」

　流りゆう暢ちようなウィルのカムナン語を聞いたテッセンが、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。その隣でイェーウが、くすくすと困ったように笑っていた。スーマオ和尚だけは置物のようにじっとしていたが。

「ところで、その後継者の特徴かなんかは分かっているの？」

　ウィルはイェーウに自国語で尋ねた。あまりカムナンの言葉で喋っていると、マギーたちに説明するのが二に度ど手て間まだ。幸いイェーウは同国人と変わらないくらい流暢に喋る。

「年は九歳。身体的特徴は具体的にはまだ分かりませんが、彼がニャンハンであればそうであると分かる特徴を持っているはずです。それは私たちが決めます」

「はあ……？」

「生まれた場所なら占いが出ています。この国のどこかで、『母なるものに抱かれし地、岩の塔、金色の風が吹き荒れて、寄せる波は頭とうに太たい古この栄光が輝き、死に埋もれる』、この言葉の示す先で新しいニャンハンはお生まれになったのです」

「あら、格好いいわね。生まれた場所が詩になっているなんて」

　今までの会話を知らないマギーが、目を輝かせて言う。イェーウはにっこり笑って、

「いいえ、これは詩ではなく、占いによる宣せん託たくなのですよ」

「ちょっと待った！」

　さらに続けようとしたイェーウの言葉を、ウィルは大声で遮さえぎった。今までたまっていた疑惑が一気に膨ふくれ上がり、聞かずにはいられなくなったのだ。

「まさか、もしかして、冗談だと思いたいけど、俺たちに、占いに現れた、いるのかいないのかも分からない子供を捜さがさせようとしてない？」

「ニャンハンの後継者は必ずいる」

　テッセンが憮ぶ然ぜんと、ぎこちなくこの国の言葉で答えた。彼もイェーウほどでないが、なんとか喋れるらしい。

「占部の占いは確かだ。ニャンハンはこの国にいる。いないわけがない」

「し、信じらんねえ」

　ウィルは天てん井じようを仰あおいだ。一体なにを根拠に「占いは確か」と思いこんでいるかは分からないが、所しよ詮せん占いは占いではないか。

（つまり、適当によさそうなのを見つけたら捕つかまえてこいってことか。じゃあ、さっきの暗号みたいな占いの場所も、適当に解釈して──）

　呆れ返っていたウィルだが、そこまで考え、はたと気がついた。

　口元に手をやり、考えるポーズを取る。頭の隅すみに閃ひらめく地名があった。

「……あそこか？」

「もう分かったのですか？」

　ウィルの呟つぶやきを聞き止めて、イェーウが尋ねた。ウィルは困こん惑わくした面おももちで、

「さっきの占いの言葉にぴったりの場所ならある。そこがそうだとは断言できないんだけど……」

「可能性があるなら、今すぐに確かめに行くぞ」

　テッセンが言い切った。ウィルは釈しやく然ぜんとしないが、ともかく頷く。

（まさか、占いのくせにぴったりの場所があるなんて、偶然の一致だと思うけど……）

　それとも、本当は占い師の誰かが知っていたのだろうか、あの場所を。

（うーん。その方が納得できるな。誰かが俺たちを試そうとしているのか。案外、子供っていうのも、あらかじめ決められていたりして）

（ふうん、なるほど。誰だか知らないけど、そっちがその気なら、こっちだってお目当ての子供を見つけてきてやるぜ！　待ってろよ！）

　そう考えると、俄が然ぜんウィルはやる気になってきた。彼は挑戦されると受けて立たずにはいられないのだ。

　姿のない挑戦者にウィルは宣言すると、早さつ速そくシンシアに向かって、

「お嬢さま、馬車を用立ててよ。けっこう遠くまで行くから」

「ならば、うちのロバートを連れていきなさい。仕事が終わるまで、おまえたちの世話をさせるわ」

　こういうときのシンシアの判断は速く、相手にもっとも都つ合ごうのいいように用立ててくれる。そのあとは自分は口を出さずに相手のしたいようにさせてくれるのだ。これで子供趣味と妙みような性格でさえなければ、最高のスポンサーなのだが。

「じゃあお嬢さま、イェーウさん、ちょっと行ってきます。テッセン」

「お、おう」

　完全に主導権をウィルに握られ、テッセンは複雑そうな表情だった。だが、さっきの放ほう言げんを聞かれたという弱みがある以上、素直にウィルについていくことにしたようだ。

　ウィルとテッセンが部屋を出ていこうとし、マギーとバズもあとに続こうとした。

「おや、おまえたち、どこへ行くつもり？」

　シンシアが二人を呼び止める。ウィルも一緒になって立ち止まった。

　どこと尋ねられ、マギーが不ふ審しんそうに、

「決まっているわ、ウィルと一緒に行くんです。あたし、ウィルのアシスタントだもの」

「うえっ、一人だけじゃないのかよ」

　即座にテッセンが嫌そうに声を上げる。カムナンの言葉で彼は言ったのだが、マギーはちゃんと聞き止めて、ムッとした面もちで、

「なにか、あたしが一緒に行くことに文句でもあるの？」

「ガキのお守りなんかしてられっか。おい、こいつらは置いてけよ」

「なによ、言葉も喋れないくせに、態度大きいんだからっ」

　言語が違うわりには、立派に喧嘩として成り立っている。間に挟はさまれたウィルは呆れて、果たしてどちらを説得した方が簡単か、考えようとした。

　そこへ、シンシアが、

「おまえたちの為に出した服はまだ残っていてよ？　おまえたちが言いだしたのだから、どちらか一人、残ってわたくしに最後まで付き合いなさい」

「どちらか？」

　シンシアの言葉に、ウィルはマギーを見た。マギーはバズを見る。バズはぎょっとして、

「ぼ、ぼくが？　そんな、こんなところに置いてけぼりなんて」

「じゃああたしならいいわけ？　こんなところに女の子を一人置いてくなんて、それでもあんた男なの!?」

「そ、そういう意味じゃないけどお」

　マギーに食いかかられ、バズは狼ろう狽ばいして言いつくろう。ひどい言われようだが、シンシアは満足そうに頷くと、

「では、バズ・フェナットが残るのね。ヘッジ、彼を衣装部屋に連れていって。わたくしもすぐに行くわ」

「かしこまりました」

「ひえええ」

　サロンの隅に佇んでいた忠実な執しつ事じは、泣きべそをかくバズを抱かかえ上げ、そのまま部屋を出ていった。

　それをぽかんとウィルたちは見送っていたが、マギーが胸を反そらして、

「あたしは行くわよ？」

　挑戦的にテッセンに向かって言う。テッセンは「けっ」と心から嫌そうに言った。

（おいおい、勘かん弁べんしてくれよ）

　早くも険悪なムードが漂う二人に、ウィルは頭が痛くなった。こうなったらさっさと仕事を終わらせようと、

「じゃあ、俺たちも行くぞっ」

　意気込んでドアに手をかける。その途と端たん、勝手にドアノブが回って、扉が勢いよく開いた。

「うひゃっ」

　驚くウィルの前に、背はさほど高くないががっしりした体格の男が現れた。スーツを窮きゆう屈くつそうに着ていたが、一目で異国人と分かる。頭のてっぺんは薄くなりかけ、真一文字に引き結ばれた口元が、見るからに怖こわそうな雰囲気を与えた。

「ラズボーン公こう爵しやく！」

　ウィルの頭の上で男が怒ど鳴なる。

「これはどういうことだ、昨日、勝手なことはなさるなとお伝えしたはずだ！」

「あら、なにを怒っていらっしゃるの、チャンカーン」

　シンシアは男の怒りをさらりとかわした。なぜと尋ねているわりには、彼女の表情は男の反応を楽しんでいるものだ。

（チャンカーン？　じゃあ、これが使節団の団長か）

　チャンカーンと呼ばれた男は、眉をつり上げて、

「とぼけないでほしい。この子供がゆうべお話しをされていた捜し屋でしょう。我々には我々のやり方があると申したはずです。このような年とし端はの行かない子供の手を借りるほど、我々が頼りないとお思いか」

　どうやらウィルを雇やとうことはチャンカーンには内ない緒しよだったらしい。シンシアは少々気分を害した様よう子すで、

「不慣れな土地で言葉もままならないのに、人一人を捜し出せると本気で思っていらっしゃるの？　そちらの方がわたくしは信じられなくてよ。別にこんな子供一人で恩を売ろうなんて思ってなくてよ、これはわたくしの好意ですもの。こんなところで恩を売る必要もわたくしにはないことは、ワンサーラ王の側そつ近きんであるあなたはよく分かっていることでしょう？」

「我々は遊びで捜しているわけではない。あなたの趣味と同じように考えられては困る。恩よりもあなたには別の目的、我々の監かん視しという目的があるのでしょう」

　言葉こそたどたどしいが、チャンカーンは厳格な口調でシンシアを咎とがめた。その言葉には、プライドを傷つけられたという個人的な怒りより、団長である自分に無断で勝手なことをしては規律が乱れると、非難している響きがあった。

　表面上は微笑を浮かべたままのシンシアと、堅かた物ぶつを絵に描いたようなチャンカーンの間に、バチバチと視線の火花が散る。

（生き真ま面じ目めな貴族かあ。苦労しそうなタイプだな）

　思わずウィルは同情してしまった。ただでさえ僧侶たちに主導権を奪われ、団長としての立場がないのに、ここに来てシンシアにいいように振り回されているに違いない。

　それにしても、シンシアに真正面から立ち向かう人間を、ウィルは初めて見た。マギーも同感だったらしく、ウィルの肘ひじをつついて、小声で、

「あの人、怖いもの知らずね。公爵に対抗してるわ」

　半なかば呆れ、半ば感心しながらマギーは言うが、ウィルには彼女がシンシアの本性を知っていることの方が不思議だった。一体、シンシアは一日の間にマギーたちになにをしてみせたのだろう。

「怖いもの知らずというより、なにも知らないだけじゃん？　外国人だし」

「そうよねえ」

　ウィルの返事に、やけにマギーが納得する。

「チャンカーン、言葉をお控えください。話をお受けしたのは私の一存なのです」

　イェーウが仲ちゆう裁さいに入った。彼は笑顔のまま、チャンカーンに、

「レディ・シンシアのご厚意をむげに断るのは、あまりにも失礼です。私たちにもいろいろしきたりがありますが、郷ごうに入いれば郷に従えと言います。私たちはまずなにをおいてもニャンハンを捜し出さなければなりません。その為には多少の規律を変化させるぐらいの柔じゆう軟なんな姿勢がなければならないと思います。いかがですか」

「むむ……」

　やんわりとイェーウはチャンカーンを窘める。チャンカーンはさっと顔を紅こう潮ちようさせた。身内の、一回りも年下の若造に説教されては彼も立場がないだろう。

　しかし、僧侶の方が格が上というシンシアの言葉は、やはり正しかったようだ。チャンカーンは拳こぶしを握りしめ、眉み間けんにしわを寄せて唸うなると、大きく息を吸った。そして、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、

「イェーウの言うとおりだ。レディ・シンシア、無ぶ礼れいなことを申しました。我が国の大事のことゆえ、意い固こ地じになっていたようだ」

「分かってくださって嬉うれしいわ。わたくしとあなたがたは大たい切せつなパートナーですもの、これからも腹ふく蔵ぞうなく意見をおっしゃってくださいな」

　シンシアは婉然とほほえむ。チャンカーンもシンシアの本心は違うところにあるとは分かっているだろうが、詫わびた手前、ぎこちなくほほえんでみせた。

　それを見て。

（なんだか前ぜん途と多た難なんな気がしてきたなあ）

　ウィルは出鼻を挫くじかれた気分で、ため息をついた。

　果たして問題の子供が本当に存在するのか、仮に見つけだしたとしても、うまくことが進むのか、不安だらけのゼフィッツイ仕事始めだった。







　３　子供をさがそう







「あーあー、俺さまともあろう人間が、ガキのお守りなんてよお。まったくとんだ貧びん乏ぼう籤くじだぜ。あーあー、下っ端ぱは辛つらいなあ」

　ラズボーン家の使用人用の馬車──シンシアが日常使うものは派は手ですぎて、目立ってしょうがないのだ──に乗りながら、テッセンはぶちぶちと文句を垂たれっぱなしだった。カムナン語で喋しやべっていても、最初は言葉の分かるウィルに遠慮していたようだが、時間が経たつにつれて声が大きくなっていく。どうやら彼は口に出さないといられない性格のようだ。

「ねえウィル、あいつはあたしの喋ってる言葉が分かるんでしょ？」

　マギーも不満だらけの表情で、ウィルに囁ささやいた。ウィルはちょっと考え、

「うーん、日常会話ぐらいならなんとかなってるみたいだけど」

「なのに、あたしはあいつの言ってる言葉が分からないなんて不公平じゃない？」

「不公平って、俺に言ってもどうにもならないだろ」

　むちゃくちゃなことを訴うつたえるマギーに、ウィルは憮ぶ然ぜんと言い返した。

「イヤなら自分がカムナン語を覚えろよ。俺が教えてやるから」

「そこまであいつにしてやる価値があるかしら」

　憤ふん然ぜんと言うマギー。ウィルはばかばかしくなって、無視して地図を広げた。一緒に覗のぞきこんだマギーが、地図にびっしりと書かれた地名を見て驚く。

「ウィル、地図の字が読めるようになったの？」

「俺だっていつまでも読めないままでいたくないんだよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでウィルは言い返す。

　ウィルはカムナン語をはじめ、古典教会語、古代シノン語など、トレジャーハンターや考古学者には必要な言葉は分かるが、肝かん心じんの母国語が今まで読めなかったのだ。

「教会語の流れを組むからすぐ覚えるだろうって、今まで放ったらかしにしてきたけど、それじゃいつまでたっても覚えないって思ったんだ。俺、勉強の最中だから、挫くじくようなこと言うなよ」

　最後のセリフは、「あたしがいるんだからウィルは言葉なんか分からなくていいの！」と言うに決まっているマギーに釘くぎを刺したものだ。アシスタントのいちばん重要な仕事は、「ウィルに代わって文字を読む」ことと、彼女は定義している。

　当然、そんなことを言ってもマギーはむくれて文句を垂れると、ウィルは思っていた。だが、マギーが泣きそうな表情になったので、ぎょっとする。

　アシスタントの仕事がなければ、マギーの存在意義はなくなる。ということは、彼女がゼフィッツイにいる理由もなくなるということだ。いくら気丈なマギーでも、田舎から遠い都会に出てきたばかりで不安だらけなのに、ウィルの一言は不安の核心を突いてしまったようだ。ウィルはそれに気づいて、慌あわてて取りつくろった。

「あっ、でも、別にアシスタントが必要じゃないとか、そーゆーことじゃないから」

「ほんとっ？　嬉うれしい、ウィルだーいすき！」

　鳴いた烏からすがもう笑って、マギーは喜き色しよく満まん面めんでウィルに抱きついた。そっぽを向いていたテッセンが、なにごとかと目を円まるくして二人を見る。

「おまえたち、なにをしているんだ？」

「地図見てるんだよ。マギー、邪じや魔ま」

　ウィルはマギーを押しやりながら、彼女の機き嫌げんを損そこねずに済んだとホッとした。そして、テッセンに地図を見せる。

　テッセンは眉み間けんにしわを寄せながら、

「……ゼフィッツイはここだな？　俺たちはこれからどこに行くんだ」「ここ」
















　ウィルはゼフィッツイから西南に下った、海岸の町を指さした。マギーも覗きこんで、

「パミハシ？　ここがそうなの？」

「あの占いの言葉を考えると、どうしてもここなんだよな」

「おまえ、あの言葉の謎なぞが分かったのか？　俺たちには誰も見当がつかなかった」

　テッセンが怪け訝げんそうに尋ねる。

「そりゃあ土と地ち勘かんのない人間には分からないだろうなあ。最初のフレーズ、『母なるものに抱いだかれし地』っていうのは、湾岸地方を指しているんだと思う」

「なぜ分かる？」

「パミハシが湾岸地方にあるから、逆に推測しただけだよ。次に『岩の塔』ってあるだろ。パミハシは古い言葉で岩の町って意味なんだ。行ってみれば分かるけど、昔あの辺は岩の切りだし場で、そのときの切り残しが塔みたいに町のあちこちにあるんだよ。次の『金色の風』っていうのも、あの地方でひまわりの栽培が盛んだし、やっぱりパミハシに間ま違ちがいないと思う」

「ひまわり？　それはなんだ？」

「黄色の花よ。油を採とる為ための」

　聞き返すテッセンに、そんなことも知らないのかとマギーが補足する。彼女の口調にテッセンはムッとして、

「花から油だと？　油は胡ご麻まか魚から採るものと決まっている」

「魚から油ですって？　食べ物が魚臭くさくなっちゃうじゃない。変なもの食べるわねっ」

「坊ぼう主ずは油は食わないんだ！」

　よく聞いてみると、互いの主張は微妙に食い違っていて、会話になっていないのだが、そんなことはお構いなしにマギーとテッセンは言い争っている。言葉は通じなくても、気持ちは立りつ派ぱに通じているという証拠だ。

　二人の口論の間に挟はさまれたウィルは、げんなりして、

（勘かん弁べんしてくれよお。これじゃバズを連れてきた方がマシだぜ）

　特にテッセンは大人なのだから、マギーのテンポに引きずりこまれないよう自じ重ちようしてくれないと困る。

「もう、二人ともいい加減にしろよ。これからしばらく一いつ緒しよにいるんだから、仲良くやろうよ」

「でもウィル、この人てんでなにも分かっちゃいないのに、知ったような口きくのよ！」

「まったく、口ばっかり達たつ者しやで、自分が正しいと信じ込んで人の話なんか聞きやしねえ。冗談じゃねえや」

　マギーが頰ほおを真っ赤にしてウィルに訴える一方で、テッセンはカムナン語で一人文もん句くを言っている。ウィルはますます頭が痛くなって、二人の文句を押さえるように大きな声を張り上げた。

「ともかく、さっきの話の続きだけど！　この『寄せる波は頭とうに太たい古この栄光が輝かがやく』っていうのは、パミハシの水すい没ぼつ都と市しのことを指しているんだと思う」

「水没都市？」

　さすがにテッセンは占いのことには敏びん感かんに反応して、腹を立てていたにもかかわらず、すぐにウィルの話に食いついた。マギーも水没都市の話は知らなかったらしく、きょとんとする。

　ウィルは二人の喧けん嘩かをうやむやにできたので、内心ほっとしながら、

「パミハシは岩山が多くて、昔から人の住む場所が少なかったんだ。でも、港としては格かつ好こうの立りつ地ちだったから、海岸を埋め立ててその上に町を作ったんだよ。かなり栄えたんだけど、それが裏目に出ちゃって、建物が建つたびに人工の島は沈んでいったんだ。それで結局、人が住めなくなって、みんな島から出ていっちゃったんだ。人がいなくなったあとも島は沈んで、今じゃあ町はすっかり海の中さ。占いのフレーズにぴったりだろ」

「ほう……」

　テッセンは感心したように、ウィルを見つめた。どうやらウィルが単なる道案内ではないと分かったらしい。それを確かめるように、

「その水没都市というのは、この国では有名な場所なのか？」

「違うわよ、あたしは全然知らなかったもん。ウィルだから知ってるの。なんたって彼は捜し屋だもん、いろんなこと知ってるのは当然よ！」

　ウィルに代わってマギーが自分のことのように誇らしげに言った。マギーに自慢されるのが癪しやくに障さわったか、

「おまえが威い張ばることじゃねえだろ」

　ぼそっとテッセンがカムナン語で呟つぶやいたが、彼のウィルを見る目が変わったのは確かだった。

　テッセンはウィルに向かって、

「ニャンハンは今でもそこにいると思うか？」

「それなんだけどさあ。一いつ体たいニャンハンって何者なの？　俺、偉えらいお坊さんとしか聞いてないんだけど、なんで後継者を異国で捜してるわけ？」

　やっと質問のチャンスを摑つかんで、ウィルは最初から抱いていた疑問をテッセンにぶつけた。ニャンハンのことを質問されたテッセンは、胸を反そらして、

「ニャンハンはザレイの最高指導者たる三僧そう正じようのうちの一人だ。人じん徳とく篤あつく、彼は持っている権力のすべてを使って、人を救うことに生しよう涯がいを費ついやす崇すう高こうなるお方だ。ワンサーラの国民の誰もが彼を尊敬し、次の後継者が見つかるのを心待ちにしている」

　さっきのマギーよろしく、威張りまくってテッセンは説明する。ニャンハンは偉大な人間だからおまえたちも尊敬しろ、と言わんばかりの態度だ。

「つまり、そういう人間に子供のうちから仕込むってこと？」

「？」

　ウィルはちょっと皮肉を言ってみたが、テッセンには言葉が難むずかしくて理解できなかったようだ。ウィルは肩をすくめて、違う質問をした。

「ニャンハンが母国人じゃなくてもいいの？」

「次のニャンハンがどこで生まれようとも、ニャンハンはニャンハンだ。今までも外国生まれだったニャンハンはいる──こんな遠い異国で見つかるのは初めてだがな」

　最後のフレーズは声を低くして、テッセンは答えた。やはり彼も、外国人であるのはかまわないが、母国から遠すぎることに一いち抹まつの不安を感じているようだ。

「テッセンも不思議に思ってるんだ」

「ニャンハンの居場所を占うのは占うら部べの役目だ。俺たちはそれを受けて足で捜す」

「じゃあ、もし条件に叶かなった子供がいたとして、でもそれがニャンハンの後継者だってどうやって見分けるの？」

「決めるのは俺じゃない。俺はその候補を捜して連れて帰るだけだ。あとはスーマオ和お尚しようとイェーウ先輩が決める。違ったらまた捜すだけだ」

　ぶっきらぼうにテッセンは言い返した。彼はあまり、ニャンハンに関するそういった現実的な話をするのは好きではないらしい。誰かを盲目的に崇すう拝はいする信者にはよくあることだ。

「なあんだ、やっぱり下したっ端ぱなのね。使いっ走りする為ために来たの？」

　マギーがここぞとばかりに揶や揄ゆする。テッセンは口をへの字にして、

「当たり前だ。じゃなかったら俺みたいな一いつ介かいの僧兵が、いかに直じき弟で子しとはいえ、捜そう索さく隊たいに加えられるものか。イェーウ先輩にむりやり頼み込んで入れてもらったんだ」

「そんなにニャンハンが好きなんだ？」

　ウィルは何気なく尋ねたが、テッセンはぱあっと顔を紅こう潮ちようさせた。きょとんとなるウィルとマギーの前で、テッセンはしどろもどろと、

「い、いや、その、前のニャンハンには、世話になったから、今の俺がここにいるのも、ニャンハンのおかげだから、早く次のニャンハンも見つけてやりたいだけだっ」

　不自然なまでに狼ろう狽ばいしながらテッセンは答える。ウィルとマギーは顔を見合わせ、互いに首を傾かしげてみせた。どうも言葉の壁があるらしく、ちゃんとした返事になっていない。

　それでも、

（まあ、直弟子っていうんだから、親みたいなものだったんだろうなあ）

　と、漠ばく然ぜんと理解はできた。だからといって、その後継者に気持ちをそっくり持ち越すことができるのか、ウィルには今一つ理解できなかったが。

「ねえ、そのニャンハンっていつ死んだの？」

　マギーが興きよう味み津しん々しんに尋ねた。テッセンはマギーとは関わりたくないといった態度もあらわに、胡う乱ろんそうに彼女を見ながら、

「十年前だ。それがなんだ」

「十年？　じゃあ、今までずっと捜していたの？」

　マギーが呆あきれ返る。テッセンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で、

「違う、占いが出たのは今年だ。ニャンハンの後継者を捜すのは、ニャンハンがお亡なくなりになられてから十年後と、経きよう典てんに定められているのだ」

「？　どういう根こん拠きよがあるのか全然分からないわ」

「宗教なんてそんなもんだよ。それよりテッセン、使節団の人ってみんな流りゆう暢ちように喋しやべるよな。勉強してきたの？」

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせているマギーとテッセンの会話に、ウィルは割り込んだ。この二人を直接会話させると、こっちの方が気が滅め入いってくる。

「ああ、俺はイェーウ先輩に船の中で教わったんだ。イェーウ先輩は以前にこの国に留学したことがあるから」

「そう言えば、シンシアが言ってたな、最近ワンサーラから留学生が多いって」

　ウィルの言葉にテッセンは頷うなずいた。

「ワンサーラでは今、この国の言葉を覚えようとしている人間が多いんだ。隣となりの国が植民地化されたからな、少しでも有利な立場にいないと、ワンサーラもどうなるか分からん。その為にはまず言葉からだ」

「シンシアの影響もある？」

「ああ。この国から鉱山に関連した技術者や商人がどっと押し寄せてきたしな。ワンサーラはどんどん変わってきている。伝統的なものが急速に消えて、代わりにわけの分からないものがはびこり始めて、いろいろ混乱も生じているんだ」

　ますます渋い顔になって、テッセンは語った。

　シンシアの言うとおり、この国とワンサーラの絆きずなは年々深まっているようだ。誰が望んでいようと望んでいまいと、一度走り始めたワンサーラの変へん容ようはもう止められないだろう。

（もしかしたら、今回のニャンハン捜しがこの国で行われるのも、政治的な思おも惑わくがあるのかもしれないな。誰かがこの国に媚びを売ろうとしてるか、或あるいは誰かがワンサーラを支配しようとしてるか）

　宗教なんてどこの国でも結局そんなものだと、ウィルは感傷的な気分になった。しょせん、宗教は政治の道具として使われるのだ。信仰心があるなら集団化する必要はないのに──と思いながら、集団化の象徴たるテッセンを、ウィルはまじまじ見た。

（しっかし、こんな単純そうな奴やつがよく坊ぼう主ずになったよなあ。世の中わけの分からないことが多いなあ）

「どうした、なにか俺に言いたいことでもあるのか」

　ウィルの視線に戸と惑まどって、テッセンが尋ねる。勘はいい方だとウィルは考えつつ、頭を振ると、

「ううん、なんでもない。さっ、パミハシまでけっこう時間がかかるから、一眠りしていこうぜ」

　ウィルはそう言うと、さっさと腕を組んで目をつぶってしまった。

（あ、最後のフレーズの説明忘れた）

　と思ったが、面めん倒どうだったので、そのまま狸たぬき寝入りを決め込むことにして、いつのまにか眠ってしまった。




　夕刻近くになって、馬車はようやく港町パミハシにたどりついた。さすがは公爵の馬車だけあって、眠り心地は満点、行こう程ていの大半をウィルは寝て過ごした。もちろん、マギーとテッセンの矛む盾じゆんに満ちた口喧嘩を聞いていたくなかったのだが。

　パミハシはウィルが説明したとおり、海岸近くまで岩の丘が迫った、小さな港町だった。ところどころに町の名の由来となった岩の塔が、奇妙なフォルムを描きながら立っている。畑や荒れ地の真ん中にあったりするのが異様で、知らない人間が見たら、なにかの儀式に使われた遺い跡せきと思うだろう。

　ウィルは御ぎよ者しやのロバートに指示して、港から少し離れた入り江に向かわせた。

　入り江は護ご岸がん工こう事じが行われてあり、馬車は岸のぎりぎりまでやってきた。

「……ここは？」

　いちばん最初に馬車から降りたテッセンが、眉をひそめて尋ねる。続いて降りたウィルが、

「水没都市があるところだよ。海の中見てみなよ、町が沈んでいるから」

　ウィルの言葉に従って、テッセンとマギーが岸から身を乗り出して海中を見る。すぐにマギーが驚いた様よう子すで顔を上げた。

「本当だわ！　海の中に町がある！」

「これは、かなり大きくて立りつ派ぱな町だな」

　テッセンは海を見たまま唸うなる。

　パミハシの水没都市は、二人の予想を大きく上回る規模だった。切り立った海岸からわずか数メートル沖に行ったところから、大きな建物が沈んでいて、それがずっと沖の、湾が終わる辺あたりまで続いているのだ。

　水没してからかなり経っているらしく、建物の多くは崩くずれ、海草や土ど砂しやで埋もれていた。だが、昔の栄えい華がを偲しのばせるには充分だった。

　魚たちが都市の間を行き交かっている。

「サンマリーズぐらいありそう……」

「あっちに町に行く為の橋があるよ。もっとも、水の中だけど──」

　そこまで言いかけ、ウィルは反射的に振り返った。

（……視線？）

　だが、振り返ってみても、自分たちの乗ってきた馬車とロバートが佇たたずんでいるきりだ。その向こうには森と岩山がドンと控えている。

　ウィルは目を細めた。この手の第六感は、父親譲りでかなりいい。気のせいということはまずありえない。

　誰かが確実に、この見通しの悪いところで彼らを見ているのだ。

（監かん視しされてるのか？　でも、別に敵意は感じないな……）

　誰かは知らないが、特になにを仕掛けてくる気け配はいもなかったので、ウィルはしばらく様子をみることにした。

「おい、あれはなんだ」

　テッセンが沖おき合あいを指さした。一見、島のような、円錐型のものが海から生えている。

　マギーにはテッセンがなにを疑問に思っているのか分からず、

「島じゃないの？　目が悪いのね」

「目が悪いのはおまえの方だ。あれは建物──寺院か？」

　テッセンは目を細めて、沖合を眺ながめた。ウィルは笑って、

「半分正解。あれは城だよ。水没都市を支配していた豪族の城で、盛り土がいちばん高いところに建てたから、町が沈んだあともああやって残ってるんだ。なんでも昔は船着き場からあの城の門に着くまでに、三百八十段の階段を登らなくちゃならなかったそうだよ」

「城か……」

　テッセンはじっと、いにしえの城を凝ぎよう視しした。そして、やにわに顔を輝かせると、

「分かった！　ニャンハンはあの城の中で生まれたんだな！　なるほどっ、ニャンハンにふさわしい場所だ！」

「まあ、いろんな意味でふさわしいだろうけど……」

　ポツッと、ウィルがテッセンの感動に水を差すように呟いた。それをテッセンは聞きとめ、不ふ穏おんな表情で、

「なんだ、おまえもあの城がそうだと思ったから、ここに連れてきたんじゃないのか」

　あの城の他にはなにもないぞと、テッセンは辺りを見回す。マギーがばかにしたように、

「あんなところに人が住んでいるわけないじゃない。ねえ、ウィル？」

「なにを言っている。見ろ、灯あかりがともっているじゃないか」

　テッセンが指す方向を見ると、確かに城の中腹辺あたりに、小さな灯りがぽつぽつとついていた。日が傾かたむき始めたので、三人が見ている間にどんどん灯りの数は増ふえていく。

「あそこにニャンハンはいるんだな？　おい、そうだろ」

「うーん。俺もあそこが占いの場所だと思うけどさあ」

　ウィルは頭を搔かいて、言うのを躊ちゆう躇ちよしたが、しかたなく、

「でも、あそこ、今は牢ろう獄ごくになってるんだ」
















「…………」

　ウィルの言葉を聞いたテッセンが硬直する。マギーが「ぷっ」と噴きだした。




　メルジェリーナ刑務所は三百年の歴史を持つ、由ゆい緒しよ正しい牢獄だ。ここに入ったら二度と出られないと言われるのは、なにも海に囲まれた島という特殊環境の為ではなく、終身刑の者ばかりを集めたせいだろう。

　舟で近づくと、古城を改築して作られた刑務所はかなり大きいものであることが分かった。現代の城の豪華で繊せん細さいな造つくりとは違い、質しつ実じつ剛ごう健けん、要よう塞さいめいたいかめしい造りだ。窓という窓には鉄てつ格ごう子しがはめられているのが、よけい見る者を威い圧あつしている。こんな場合でなければ近寄りたくないところだ。

　正面扉とびらは半分水すい没ぼつして使いものになっていなかった。

「まあ、無む駄だだと思うがね」

　舟を出してくれた地元の漁りよう師しは、桟さん橋ばしに降りる三人にそう声をかけた。日が沈んだので彼は舟を出すのを渋っていたが、ロバートが金を積むとようやく承しよう諾だくしてくれた。それでも、舟を漕こいでいる間、ずっと三人を説得していたのである。「いきなり刑務所に行っても面会なんてむりだ」と。

　昔は通用口だったとおぼしき小さなドアを叩たたく。少しして、ドアの小窓が開き、灯りとともに目が覗いた。

「こんな時間に誰だ？」

「ニャンハンがここにいるはずだ」

　いきなりテッセンがしゃしゃり出る。ドアの向こうの相手が怪け訝げんそうな目つきになったので、ウィルは慌あわててテッセンを押しのけると、

「人を捜してるんです。ちょっと話を聞かせてもらえませんか」

「面会時間は終わった。それに、面会にはタルミナ地方裁判所の許可が必要だ。ないならとっとと帰れ」

　一方的に相手は言い、小窓を閉めようとする。テッセンがとっさに小窓に手をかけ、動きを止めた。

「あっ、こら、手を放さんかっ。きさま、ここに入所したいのか!?」

「これを所長に渡して」

　ウィルは小窓に、真しん紅くのリボンで結ばれてある書状を差し込んだ。

「なんだ、こんなものを──」

「それを破ったら、あんたの首どころか、所長の首も危あぶなくなるよ」

　書状を握りつぶそうとした所員に、ウィルが鋭するどく忠告する。子供とは思えない場慣れしたウィルの態度に毒どく気けを抜かれたか、所員の手が止まった。

「……なんだと？」

「聞き返す前に、それを所長と一いつ緒しよに見たら？　俺は気は長い方だけど、あの方はすぐに結果が出ないとなにをするか分からないからなあ」

「あの方……？」

　意味深長なウィルの話に、ドアの向こうの所員はだんだん不安になってきたようだ。そして、書状を広げてみて、顔を青ざめさせた。

「ちょ──ちょっと、そこで待っていろ！」

　ばたばたと、慌てて駆けていく靴音がする。ウィルは小窓を押さえたままのテッセンを見て、拳こぶしを軽くあげた。テッセンもニヤッと笑う。

「ねえねえ、今の紙、なんだったの？」

　疎そ外がいされて幾いく分ぶん機き嫌げんの悪そうなマギーが、ウィルの服を引っ張って尋ねた。

「あれは伝でん家かの宝ほう刀とうって奴さ」

「宝刀？」

「出てくる前にシンシアに一いつ筆ぴつしたためてもらったんだ。相手が刑務所じゃあ、どうせ簡単には入れてもらえないと思ってさ」

　そう言ってウィルは片目をつむってみせた。こういうとき、シンシアからの依頼は楽でいい。ラズボーン公こう爵しやくの名を出せば、大たい抵ていのところは素通りできるのだ。

　案の定じよう、慌てて戻ってきた所員は、手の裏を返すように応対がよくなり、あっさりドアを開けてくれた。そして、へいこらしながら、三人を所長室まで案内してくれたのである。

　所長もやけに愛想良く三人を出迎えてくれた。四十手前の、いかにも役所の人間といった所長は、丁てい重ちように三人をもてなし、

「ラズボーン家の縁の方になら、なんでもご協力しましょう」

　と言ってくれたのである。これは案外、あっさり仕事が片づくのではないかと、ウィルは期待した。そして、ここで生まれた子供がいるかどうか尋ねたのだが──

「いませんよ」

　ウィルの質問を聞いて、あっさりきっぱり所長は否定した。

「考えてもごらんなさい。ここは刑務所です、こんなところで子供が生まれるはずがないでしょう」

「でも、例たとえばまかないの人が急に産さん気けづいたとか、妊娠してから捕つかまった囚しゆう人じんが出産したとか」

「確かに、そういったことは滅めつ多たにありませんが、なくはないです」

　所長は曖あい昧まいな返事をした。

「ですが、刑務所は子供を育てる環境ではありません。そういった子供は、すぐに親類縁者に引き取られます。ここにはいませんよ」

「じゃあ、ここで生まれた子供はいるんだね？」

「まあ、過去には幾人か」

「九年前だ。九年前に生まれた子供はどこに行った？」

　テッセンが身を乗り出して尋ねた。それまでウィルに交こう渉しようを任まかせていたが、我が慢まんができなくなったらしい。

　だが、所長はのらりくらりと、

「そう言われましても、九年前のことですので、私の記憶も定かではありませんよ。はて、九年前に誰か出産しましたかな？」

「ニャンハンはここで生まれたのか、いないのか!?」

　所長の言葉に苛いら立だったのか聞き取れなかったのか、テッセンは声を荒くして問いつめた。所長の胸元でも摑つかみそうな彼に、隣となりに座すわっていたマギーが、

「ちょっと、バカみたいに興奮しないでよっ。ウィルに任せればいいの！」

　ぐいっとテッセンの上着を引っ張り、強ごう引いんにソファに戻した。テッセンはキッとマギーを睨にらんだが、少女はそっぽを向いて、知らんぷりを決め込む。

　ウィルは所長に向かって、

「九年前の囚人の記録を見せてもらえればいいんだ。そうしたら、出産の記録もあるはずだし」

「記録？」

　それまで、愛想を振りまいていた所長の顔が、一瞬苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情になった。すぐ消えてしまったが、ウィルはその一瞬の変化を見み逃のがさなかった。

「いや、実に残念なことに、当時の記録は残っていないのですよ。五年前に高波に襲われましてね、倉庫が浸水してしまったんです」

　所長は実に残念そうに、首を振って説明した。だが、さっきの表情を見たウィルには、空そら々そらしい話に聞こえた。

（狸たぬきオヤジめ、なにか隠してやがるな）

「誰か、当時のことを覚えてるんじゃない？　出産なんて滅多にないことなんだろ」

　所長の言葉を逆さか手てにとって、ウィルはさらに尋ねる。所長は苦笑して──おそらく内心では、「このクソガキめ、変に知恵がついてやがるな」と毒づいているだろうが、

「いえ、当時の所員はほとんど残っていませんよ。ああ、そう言えば、思い出しましたよ」

　所長はポンと手を叩いた。はっとテッセンの顔が強こわばる。

　所長はわざとらしいまでに明るい声で、

「たしかに八、九年ぐらい前に、女囚人の一人が出産しましたね。ええ、思い出しました。母親の名はカテリーナ、男の子を出産したあと、すぐ死んでしまいましたがね」

「その子供はどこに引き取られた？」

　テッセンが所長に食いかかる。目を爛らん々らんと光らせた姿は、ニャンハンの手がかりが見つかって喜んでいるようにはとても見えないが、それだけ彼は真剣になっているのだ。

　所長はテッセンの剣幕に少々毒気を抜かれた様子で、

「い、いや、詳くわしくは……そうだ、たしか、デゼンツァーノ村から来たとかいう、親しん戚せきが引き取っていったな。たぶん」

「デゼンツァーノ村だなっ」

　テッセンは念を押すと、胸にしまっておいた地図を広げ、目的の場所を探し始めた。すぐさま刑務所を飛び出して、デゼンツァーノ村に向かいそうな勢いだ。

　ウィルは所長を横目で見ながら、

（狸オヤジ、俺が一筋縄じゃ行かないと思って、手を変えてきたな）

　知らないふりはウィルの前では得策ではないと判断したのだろう。となると、この「デゼンツァーノ村から来た親類」という話も、かなり慎重に考えなければならない。ウィルたちの目を逸そらす為ためのでまかせと見て、九十パーセント間ま違ちがいないだろう。

　それは、どうやらマギーも同じ意見だったらしく、

「ねえ、ウィル。あの所長さん、なんか疑わしくない？」

　と、胡乱そうにウィルに耳打ちしてきた。ウィルは小さく頷いて、今は黙っていろと目で合あい図ずする。

「おい、ウィル、ここだな？」

　テッセンが意気込んで、ウィルに地図の一点を指し示した。パミハシから東の方にかなり行ったところだ。ウィルは眉み間けんにしわを寄せて、名前を読んだ。

「デ……デゼン、ツァーノ、だね」

「よし！　ここにニャンハンはいる！　ウィル、さっさと行くぞ！」

　カムナン語に戻っていることにも気づかない様子で、テッセンは声高らかに言った。一人でエキサイトしているテッセンに、ウィルはやれやれと頭を振る。マギーも文句をつけたそうだったが、ウィルに黙っていろと命令されたので、口を尖とがらせて不満そうにしているだけだった。

　そうして、三人はメルジェリーナ刑務所をあとにした。







　４　サマドのジラ







「なにい、噓うそだったとお？」

　岸に戻ってきてからウィルの話を聞いたテッセンは、怒いかりの声を上げた。すぐにでもデゼンツァーノ村に飛んでいこうとしていたのに、所長の話が十中八、九、でたらめだと聞かされたのだ。怒るのも当然だろう。

　ウィルは、今にも自分に摑つかみかかってきそうなテッセンに、身を反そらしながら、

「あの所長、なにか隠してるよ。それで俺たちをとっとと追い払いたくて、でたらめ言ったんだ。間ま違ちがいないぜ」

「あたしもそう思ったわよ」

　分かっていないのはあんただけだと言わんばかりに、マギーが同意する。テッセンはランプの灯あかりでも分かるほど、怒りに顔を赤く染めて、

「あの野郎！　坊ぼう主ずを騙だますとは不届きな奴やつめ！　うぬう、分かっていればあの場で首を絞しめてでも吐かせてやったのに！」

　などと、おおよそ坊主とは思えない乱暴な発言をする。幸いなことに、彼は感情が高ぶるとすぐカムナン語に戻ってしまうので、誰かに聞かれる心配はなかったのだが。

　テッセンが怒りを吐き出している間、ウィルは辺あたりを見回した。闇やみに包まれているのでよく見えないが、特に怪あやしい人影や気け配はいはない。

（ふうん。やっぱり見張ってるだけだな。ちゃんと仕事してるか調査してんのかな？）

　暇ひまな奴もいたものだと、ウィルはそれ以上気にするのをやめた。

　ひとしきり騒いだテッセンは、キッとウィルを睨にらむと、

「おいっ、どうしてその場で噓だって言わなかったんだっ。ちくしょうっ、また始めからやり直しだ、二度手て間まかけさせて！　あの狸たぬき野郎め、今度会ったら捻ひねり上げてやるっ」

　迅じん速そくな行動をモットーにしているのか、すぐにでも再び舟を出して、刑務所に乗り込んでいきそうな勢いだ。ウィルは慌あわてて、

「ちょっと待ちなよ。あんなところで暴れたって、あっさり取り押さえられちゃうのが関の山だと思ったから、いったん出てきたんだ。作戦変更だよ」

「けっ、俺さまを誰だと思ってるんだ。俺はバッチャラムの僧そう兵へい坊ぼうの中でも、一、二を争うんだ。十人や二十人、屁へでもねえさ」

　自慢しているのか怒っているのか、よく分からない口調で、テッセンは豪語した。しかし、こういう猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプの考えは、必ずうまくいかないものと古こ来らいから決まっている。

「ねえ、このバカ、なに言ってるの？」

　カムナン語で会話する二人に苛いら立だって、マギーがウィルに尋ねた。

「テッセン、僧兵なんだって」

「僧兵？」

「お寺を守る、戦うお坊さんってこと。どうりで着てるものがイェーウさんと違うと思ったよ」

「あとガラの悪さもね」

　マギーのテッセンに対する評価は、ますます容よう赦しやなくなってきていた。

　マギーはじろじろとテッセンを眺ながめると、

「まさか正面から乗り込んで、所長を締め上げようなんて言ってるんじゃないわよね？　まさか、そんな子供の喧けん嘩かじゃあるまいし、いくらなんでもねえ」

「うっ」

　マギーの嫌いやみに、テッセンが言葉に詰まる。あたふたと手を振り回し、

「な、なにを言っている。ま、まさか、そんなわけ、あるわけなかろうっ」

「そうよねっ。じゃあウィル、これからどうするの？」

　マギーはさっさとテッセンとの会話を打ち切ると、ウィルに向かってウィンクして見せた。ウィルはテッセンに見られないよう、マギーに手で感謝の合あい図ずをすると、

「正面から行くのがムリということは、裏から行くしかないと思う」

「じゃあ、忍び込むのね」

「ちっ、しかたねえな」

　ウィルの提案を、意外にもテッセンは素直に受け入れた。ただ、仏ぶつ頂ちよう面づらの上にカムナン語で言ったので、

「なによ、なにか文句あるの？」

　とマギーに反発されてしまった。こうなるとテッセンも言い返さないと気が済まないらしく、

「僧そう侶りよが忍び込むなどと、そんな体てい裁さいの悪いことができるかっ」

「ニャンハンを見つける為ためなんだから、我が慢まんしなさいよっ」

「ニャンハンが見たらお泣きになられるわ！」

「心配しなくていいよ。テッセンに打ってつけの忍び込む方法があるから」

　角つのを突き合わせるテッセンとマギーを抑おさえるように、ウィルが言った。二人の視線を浴びながら、ウィルは、

「まあ、俺に任まかせてよ。あの狸オヤジがなにを隠してるか、明日のお楽しみってことで」

　そう言って、片目をつむってみせた。




　翌朝。

「こ、こんな姿を見られたら、ニャンハンがお泣きになられる」

　舟の櫂かいを漕こぎながら、テッセンは大きくため息をついて愚ぐ痴ちっていた。

　テッセンの言う「こんな姿」というのは、聖職者の格かつ好こう、即ち彼にとって異教の司し祭さいの格好だった。やけにゴテゴテと刺し繡しゆう飾りの施ほどこされた、白く重い長衣に、閉へい口こうしているようだ。羞しゆう恥ち心しんに頰ほおが赤らんでいる。

　ゆうべあれから一行は、ロバートが確保してくれた宿に泊まった。ロバートのそういう気配りのよさは、執しつ事じのヘッジ仕じ込こみだ。

　マギーが寝込んだのを見計らって、ウィルは忍び込む準備があるからと、ロバートとともにどこぞに出かけていった。そして、調達してきたのが、この聖職者の服であった。

　テッセンと同じ格好をしたウィルが憮ぶ然ぜんと、

「しかたないだろ、刑務所に簡単に出入りできるのは、神しん父ぷさまくらいなもんなんだから。どっちにしろ坊主なんだからいいじゃん」

「坊主は坊主でも、全然違う！」

　むろん、二人は本当に神父の格好をしているわけではない。神父が執とり行う祭さい事じの手伝いをする世話人の姿だ。本物の神父は、同じ舟の中で、

「いいかね、こんなことは本当に例外なんだ。君たちがあんまり熱心だから、そして私は人々の幸せを願う立場にあるから、君たちの言うとおりにしたんだ。次があるとは思わないでくれ」

　などと、くどくど説教しているが、二人に言っているというより、自分に言いわけしているようである。

　神父はパミハシから少し離れたところにある修道院の司祭だ。メルジェリーナ刑務所の囚しゆう人じんの為に、三日に一回、ミサを行いにやってくる。それにウィルは目をつけたのである。

　ウィルは神父を横目にして、

「よく言うよ、あれだけぼったくったくせにさ」

　呆あきれ顔で、カムナン語でテッセンに言う。テッセンは目を大きくみはって、

「金を払ったのか？　聖職者が受け取ったのか？」

「名目は寄き付ふだけどね。払ったのは俺じゃないよ、シンシアだもん」

　ウィルは肩をすくめた。おかげで今、ウィルとテッセンは神父の世話人として、再びメルジェリーナ刑務所に乗り込もうとしている。神父の世話人という以上、女であるマギーはついてこれないので、彼女はロバートと一いつ緒しよに陸で留る守す番ばんだ。

　実は、修道院に向かう夜道でも、ウィルはあの妙みような視線を感じ取っていた。だが、夜よ討うちを仕掛けるでもなく、途中で気け配はいが消えてしまったので、これはいよいよ暇ひま人じんの仕し業わざと考え、ほかの二人やロパートにも言わずにいた。

「それにしても、あのうるさいのを置いてきてホッとしたぜ。おまえ、あんなのとよく一緒にいられるな」

　テッセンが憮然と言う。もちろん、「うるさいの」とはマギーのことだ。

「マギーは昔からああだもん。今さら」

「そういうものか？　俺は物もの心ごころついたときにはもう僧院にいたから、女のことはよく分からんな」

　と、まじめな顔で唸うなるテッセン。十二歳の少女を摑つかまえて女もなにもあったものではないが、彼がマギーとなにかとぶつかっている理由が、なんとなくウィルには理解できた。

　つまりテッセンは、男女関係においても子供と同レベルなのだ。十代前半の男女は普通はいがみ合うものだ。そう考えると、ウィルは小さく噴きだした。

「なにがおかしいんだ？」

「ううん、こっちのこと。さっ、気を引き締めていこっ」

　怪け訝げんそうなテッセンに、ウィルは首を振り、気合いを入れた。




　刑務所の門番は、幸いにもゆうべの男ではなかった。二人は目ま深ぶかにフードをかぶり、神父のあとに続いて刑務所の奥へと侵入した。

　礼拝堂へ向かう途中で神父と別れ、メルジェリーナ城の下層部へと降りていく。

　もともとメルジェリーナ城は要よう塞さいとして機能していただけあって、罪ざい人にんを閉じ込めておくのに適した造りになっていた。小部屋が幾つもあり、すべての扉とびらに大きな錠じよう前まえがかかっている。全体的に狭く圧迫感があり、息苦しさを感じた。

　城の下層部は外壁が絶えず波に洗われているせいか、ひんやりと湿っぽかった。昼だというのに薄暗く、高いところにある明かり取りの窓からの光だけが頼りだ。二人はそろそろと、足場を確かめながら進んだ。

　囚人や看かん守しゆたちはミサに出席しているらしく、城の中は静まり返っていた。礼拝堂は城の上部にあると神父が言っていたので、下層部からは人が出払っているのだろう。

「それで、俺たちはどこに行くんだ？」

　石壁に張りつきながら、テッセンが尋ねた。ウィルは辺あたりを窺うかがいながら、

「だから、九年前の囚人の記録を探しにさ」

「水に浸つかったとか言ってなかったか？」

「それも噓うそに決まってらあ──しっ、なにか音がする」

　なにか反論しかけたテッセンに、ウィルは指を立てて黙らせた。

　二人は柱の陰に隠れ、耳を澄ませた。

　果たして、遠くから小さなすすり泣きが聞こえてくる。

「……みんな祈き禱とうに行ったんじゃなかったのかよ」

「宗派の違う奴でもいたのかな？」

　ウィルは冗談で言ったのだが、テッセンはやけに納なつ得とくしたようだった。彼はしばし考えていたが、

「よし、行くぞっ」

「え？　どこへ？」

「あの泣き声の主のところさ。そいつがなにか知ってるかもしれねえ」

　テッセンはそう言うと、ウィルの返事も聞かずにさっさと歩きだした。ウィルは慌てて、

「ちょっと、そんな余よ計けいなことをしてる場合じゃないだろ。時間がないのに」

「書類なんか探すより人に聞いた方が早いぜっ」

　テッセンは聞く耳持たず、どんどん先に行ってしまう。自分のやりたいようにやらないと気が済まないたちらしい。

「まったく、もう」

　ウィルは頭を振ると、しぶしぶテッセンのあとを追った。

　すすり泣きは階下から聞こえてきた。建物が岩で造られているせいか、やけに音が響く。二人はすすり泣きのする方へ、忍び足で近づいていった。

「ここに閉じ込められてる奴らは、どんな罪を犯おかしたんだ？」

「窃せつ盗とうとか、政治犯とか……ともかく、死刑になる手前の犯罪者ってとこだね」

「こんな陰気なところに閉じ込められてたら、泣きたくもなるか」

　テッセンは思し案あん顔がおだった。ニャンハン候補の生みの親がどんな罪を負おってここに連れられてきたのか、心配なのだろうか。

　階下に降りると、鉄てつ格ごう子しのはまった牢ろうがずらりと並んでいた。剝むき出しの石壁で囲まれた部屋には、石のベッドと排はい泄せつ物ぶつを処理する溝みぞがあるだけだ。カビの臭においと体臭、そして排泄物の臭いが混まざって、言いようのない悪臭が漂ただよっていた。

「うえっ。こりゃまともな人間の住むところじゃないよ」

　ウィルは鼻を押さえながら呻うめいた。仕事柄、この手の場所に赴おもむく機会はかなりあるが、慣れるというものではない。

　だが、テッセンは顔をしかめたものの、さほどダメージは食らっていない様よう子すだ。

「テッセン、平気なの？」

「まあまあだな。山の修しゆ行ぎよう場ばはこんな臭いがするんだ……誰もいねえな」

　牢屋には囚人はいなかった。使用している痕こん跡せきはあるが、鍵かぎも開いたままなので、どうやら皆礼れい拝はい堂どうに行っているらしい。

　すすり泣きは奥から聞こえてきた。二人は先に進んで、目的の牢の前に着いた。

　牢の中で、その囚人は毛布をかぶって縮こまっていた。なにかに怯おびえたように震え、すすり泣いている。

「おい」

　テッセンが声をかけた。びくっと塊かたまりは大きく震えたが、毛布から出てはこなかった。

「おい、聞こえてるんだろ。ちょっと話が聞きたいんだ」

「…………」

「おまえ、いつからここにいる？　九年前にここで生まれた子供のことを知ってるか」

「…………」

「おいっ、人が尋ねているのにその態度はなんだっ。こっちを向け！」

「しいっ。テッセン、声が大きいっ」

　なにも答えない囚人に腹を立て、声を荒くしたテッセンを、ウィルが止めた。

「そんな言い方じゃダメだって。怖こわがってるじゃん」

「俺は普通に喋しやべっているつもりだぞっ」

　カムナン語でテッセンは反論する。ウィルに話しかけるときはカムナン語に戻るのが癖くせになったようだ。

「あんた自身はそう思ってても、聞く方はそう思わないの。だから──」

「そいつになにを話しかけても無む駄だだぜ」

　いきなり第三者の声が──しかもカムナン語で割り込んできて、ウィルは飛び上がった。テッセンはさすがに僧兵だけあって、すぐさま身構える。

「そいつは『王様』って呼ばれてるんだ。下しも々じもの人間の言葉を聞く耳は持ってないとさ。気の小さいネズミなんだ」

　痛烈な皮ひ肉にくの主は向かいの牢の中にいた。薄暗い蠟ろう燭そくの明かりの中、彼はベッドの上であぐらを組み、二人に向かって陽気に、しかも毒のある口調で言った。

　黒い髪の男は、にやにやと癇かんに触さわる笑みを浮かべながら、ウィルたちを眺ながめていた。炯けい々けいと光る吊り気味の目が、どこか信用のおけない人間であることを示している。薄暗がりでよく分からなかったが、確かにこの国の人間ではなさそうだが、カムナン語を喋るような東洋人にも見えなかった。

　ウィルは呆あつ気けにとられた。今の今まで彼がいたことに気づかなかったのだ。勘かんのいいウィルが人の気配に気づかないなんて滅多にない。

「きさま──何者だ」

　テッセンも同様だったらしく、警戒もあらわに尋ねる。すると、牢の中の男は「ぎゃははは！」と爆笑して、

「何者かって、こんなところに閉じ込められてりゃあ答えは一つさ！　罪人だよ、罪人。しがない詐さ欺ぎ師しさ」

「あんたは、ミサに行かなかったの？」

　ウィルは慎重に言葉を選んで尋ねた。男は大げさに手を広げ、

「俺の女め神がみは礼拝堂にいない、それだけさ。俺の女神は巨大な鷲わしの爪つめに羽は衣ごろもとともにさらわれ、行方ゆくえはようとして知れん。ああ、俺の女神は今いずこ」

「あんた、ダハーブの人？」

　ウィルの指摘に、二人をからかって楽しもうとしていた男の顔から笑みが消えた。すうっと目を細め、ウィルを凝ぎよう視しする。

　ダハーブ。はるか南東にある小さな国、ハディマ王国の一地方の名だ。ダハーブより南には沙さ漠ばくの死の世界が広がっているという。

「……国を当てられることも滅多にないが、出身地を当てられたのは初めてだな」

　男はそう言って、ベッドを下りてウィルに近づいてきた。浅黒い肌に無ぶ精しよう髭ひげを生はやし、目鼻立ちの整ととのった、どことなく狐きつねか狼おおかみを連想させる容よう貌ぼうだ。

　男はじろじろとウィルを眺ながめると、

「おまえ、どこか……」

「え？」

「いや──おまえ、ただもんじゃねえな？」

「ただもんがこんな格好でこんなところに来るもんか」

　ウィルは憮然と言い返した。

「あんたこそ、しがない詐欺師のわりにはカムナン語を喋るなんて、変じゃないか」

「詐欺師は十五か国語に精せい通つうしてなくちゃいけないって決まりがあるの、知らねえの？」

　不意に、男は元の陽気さを取り戻して、ウィルをからかった。

「ところであんたら、『王様』になんの用だい？　そいつを逃とう亡ぼうさせるつもりなら、俺も一緒に連れてってくれよ」

「別に、こいつに用があったわけじゃない。誰かに話を聞きたかっただけだ」

　テッセンが突き放すような口調で言い返す。笑われたことでカチンときたらしく、男と関わり合いになりたくない様よう子すだった。

　男の方はテッセンの警戒が楽しいらしく、

「話ってなんだ？　場合によっちゃあ俺さまが教えてやらねーでもねえぜ？」

「おまえに聞くことなんか──」

「九年前にここで生まれた子供の消しよう息そくをたどってるんだ。なにか知らない？」

　喧嘩を売っているテッセンを押しのけて、ウィルは尋ねた。せっかくの情報源を無む駄だにしたくはない。

　だが、男は必要以上に首を捻ひねると、

「九年前え？　そいつはあ、さすがの情報通の俺さまも範はん疇ちゆう外がいだぜ。なにせ俺さまは一ひと月つき前に入所したばかりだからなあ」

「じゃあ聞くことはないな。ウィル、行くぞ」

　テッセンはウィルの腕を摑つかみ、その場から去ろうとする。

「おいっ、ちょっと待てよ！　話半分で行くのは損だぜ！」

「半分って、なにか知ってるの？」

　ウィルが聞き返すと、男はニイッと不敵な笑みを浮かべた。

「俺は情報通だって言っただろ。ゆうべっから所長どもが女子房の書類室でバタバタやってるぜ。なんでも、昨日、公爵ゆかりの外国人と子供二人が面会に来てから、血けつ相そうを変えてさあ」

「女子房はどこだ!?」

　ニャンハンに関することは一言でも聞き逃のがさないテッセンが、血相を変えて聞き返す。男は廊ろう下かの奥を指さした。

「女子房は上の、東の塔だぜ。ここよりは環境がいいんだ」

　男が最後まで言い終わらないうちに、テッセンは走りだしていた。ニャンハンのこととなると、まったく周まわりのことが見えなくなるらしい。

「あ、ちょっとテッセン！」

　ウィルもテッセンのあとを追おうとした。男が慌てて、

「おい、こら！　教えてやったんだから、ここから出せよ！」

「悪いけど、神父さまと約束で、囚人にはなにもしないって誓ちかったんだ。じゃあっ」

「詐欺師を騙だましたな!?　おまえ、ろくな大人にならないぞ！　ちょっと待て、おい、トリック！」

　走り出しかけたウィルの足が止まった。

　ゆっくりと、牢屋を振り返る。顔が強こわばっているのが自分でも分かった。

　男はにやにや笑いながら、ウィルが振り返るのを待っていた。彼はこの国の言葉で、

「トリック──の息子だな、おまえ。顔がそっくりだぜ、すぐ分かった」

「……親おや父じを知ってるのか？」

「まあな。トリックは元気か──っと、いや、聞くまでもないか。奴が今ごろ元気なはずはねえもんなあ」

　男の意い味み深しんな言葉に、ウィルは思わず鉄格子を摑つかんだ。目を大きくみはって、

「親父が──どうしたって？」

「いいのかい、相あい棒ぼうが行っちまうぜ？」

　男は意地の悪い笑みを浮かべて、ウィルに問う。「ここから出さないかぎり、教えてはやらない」と言っているのだ。

　ウィルはテッセンが走っていく方を見て、唇くちびるを嚙かみしめた。そして、長衣の下から針金を取りだし、男に手渡しながら、

「俺はウィル・ゴーダ。あんたがもしこの針金に感謝するときが来たら、俺のところに来てよ。名前は？」

「まったく、やり口が父親とそっくりだな。ジラ。サマドのジラだ」

　サマドのジラはぼやきながら、針金を受け取った。サマド。聞き慣れない言葉だ。

　ウィルは頷き、テッセンのあとを追いかけようとした。

「おい」

　サマドのジラが呼び止める。振り返ると、彼はにやにや笑って、

「ヴィヴィアンによろしくな」

「……ヴィヴィアン？」

　ウィルが訝いぶかって聞き直すと、サマドのジラは満足がいったように手を振った。

「なんでもねえ、俺の勘違いだ」

「…………」

　ウィルは踵きびすを返すと、走りだした。うしろ髪を引かれる思いで。




　テッセンは忍び込んでいるという自分の立場を忘れているらしく、一直線に東の館やかたに向かっていた。ウィルは懸命に走ったが、まったく追いつけない。

　再び階段を上がり、上のフロアに出る。使用人用の小さな部屋を改造した牢屋が並ぶ廊下に、バタバタバタとテッセンの靴音が響いていた。

（冗談じゃねえぞっ、テッセンやばいことするなよ！）

　必死で靴音を追いかけ、心の中で願ったものの、ウィルは半分は諦あきらめていた。あの勢いでは誰も彼を止められないだろう。

　案の定じよう、戸が蹴け破やぶられる音がして、

「き、きさま、どうしてここに!?」

　驚きよう愕がくと怒りの声。続いて、複数の悲ひ鳴めいが。ウィルは頭を押さえた。

「あちゃあ。やったか」

　どんな惨さん事じが起きたかおよそ想像がつきながら、ともかくウィルは急いだ。

　いちばん奥の部屋に飛び込むと、床に二人の男が倒れていて、テッセンが今まさに狸所長の胸ぐらを摑つかんで殴なぐろうとしているところだった。

「テッセン、待ったあ！」

　夢中で怒ど鳴なりつける。間かん一いつ髪ぱつ、テッセンの動きが止まった。ようやく我われに返ったようで、ばつが悪そうに振り向く青年に、ウィルは肩で息をしながら、眉まゆをつりあげ、

「それじゃあ忍び込んだ意味がないだろ！　もう、考えなし！」

「た、助けてくれえっ」

　顔面を真っ青にした所長が、ウィルに向かって泣きそうな声を上げた。所長は半泣き状態で、

「か、金はいくらでもやる、い、いくら欲しいっ。だから、見逃してくれえ」

「まったく、もう……」

　ウィルは頭を振った。テッセンもテッセンだが、この所長も所長だ。

（ゆうべ締め上げた方が早かったかな？）

　どうも判断力が不調だと、ウィルはため息をついた。それから気を取り直し、テッセンに押さえられたままの所長に向かって、

「俺たちは監かん査さじゃないんだ。金なんかほしくないよ」

「こ、公こう爵しやくの手入れじゃないのか？」

「手入れしてほしいようなことをしてるんだ？」

　ウィルの突っ込みに、墓ぼ穴けつを掘った所長は慌てて自分の口を手で押さえる。ウィルは呆れて、テーブルの上に散らかしてあった書類の束たばを手に取った。どうやら焼しよう却きやくしようとしていたらしい。

「これを裁判所に持っていかれると困るんだ」

「そ、それだけは勘かん弁べんしてくれっ」

　所長は狼ろう狽ばいして、ウィルに手を伸ばしてあたふたするが、テッセンにその腕を捻ひねり上げられてしまった。ひいひいと、情けない声を洩もらす。

　ウィルはテッセンに手を緩ゆるめるよう目で合あい図ずして、

「正直に話してくれれば誰にも言わないさ。九年前、生まれた子供はどこに行った？」

「…………」

「テッセン、帰りに裁判所によるけど、いい？」

「あわわわっ。分かった、分かった！　子供は売り払った！　私にはもう行方ゆくえは分からん！」

　やけになって所長は喚わめく。ウィルはぽかんとした。テッセンはよく言葉が聞き取れなかったようで、怪訝な表情でいる。

「売り払ったって……じゃあ、人じん身しん売ばい買ばい!?」

「大声で言わんでくれ！」

　ウィルの驚きの声を搔かき消すように、所長は喚く。ウィルは呆れ返った。

「あんた、人身売買は違法だって知ってるんだろ？」

「刑務所で生まれた子供なんぞに引き取り手は現れんっ。我われ々われが育てる義務はない、野の垂たれ死ぬより、ブローカーに渡した方が子供も幸せなんだ」

　所長は躍やつ起きになって反論した。しかし、こうもコソコソした態度をとっているということは、明らかに子供を売買して儲もうけていたようだ。おそらく、この刑務所外で生まれた子──例たとえば孤こ児じなども扱っていたのだろう。それを組織ぐるみでブローカーに売りさばいていたに違いない。

「刑務所が犯罪を行ってるなんて、法律が泣くぜ。それで、ブローカーはどこに？」

「ゼフィッツイで人買いをやってるっ。詳くわしくは知らん、本当だ、奴の方から年に一回、接触してくるんだ、本当だ！」

　テッセンに腕を捻り上げられ、所長は泣き叫さけぶ。ウィルは顔をしかめて、ひいひい泣いている所長を眺ながめた。







　５　理知的かつ時計のように正確に







　ウィルたちが刑務所で一ひと悶もん着ちやく起こしているころ、ゼフィッツイのラズボーン公こう爵しやくの館やかたでは、バズが着せ替え人形として、シンシア・ラズボーンのいいオモチャになっていた。

「今度はどんな服を着せてみましょうかしら？　この道どう化けの服なんか似合いすぎて、きっと腹がよじれてしまうわね。あら、こっちのは近この衛え隊たいの制服だわ。これは東方民族の騎き馬ば服、珍めずらしいこと、沙さ漠ばくの民たみの民族衣装まであるわ」

　シンシアは鼻歌を歌いながら、衣装部屋を海のごとく埋め尽くす無数の服を選んでいる。一昨日からずっとこの調子なのだ。

　もちろん、着せ替えさせられているバズ当人は、すでにぐったりとして、服の中に埋もれていた。部屋にはほかに、着替えをするときにだけ手伝ってくれ、あとは部屋の隅すみに佇たたずむきりの五人のメイドがいる。

（あの人たちは疲れないのかなあ。それとも、レディ・シンシアとずっと一いつ緒しよにいるから、慣れてるのかなあ）

　できることなら自分は慣れる前に、この館から退散したいものである。ウィルたちが無事仕事を終わらせて帰ってくるのを、バズは祈らざるを得なかった。

（ウィル、これで仕事が終わらなかったら、今度はぼくが捜しにいってやるからな！　今度はおまえが着せ替え人形の番だぞ！）

　と意気込んでみたものの、自分の白タイツの貴き公こう子しルックを思いだし、虚むなしい上に悲しくなってしまった。

（……ウィルう、マギーい、早く帰ってきてよお）

　バズが半べそをかいているところへ、衣装部屋の扉とびらが開いて、大男の執しつ事じヘッジが入ってきた。

「お嬢さま。ラズボーン公爵にお目通りしたいという者が参さん上じようしましたが、いかがいたしましょう」

「まあ、わたくしのお楽しみを邪じや魔まする愚おろか者は誰？」

　シンシアは不ふ機き嫌げんな声で聞き返した。この声を聞くと、メイドたちはビクッと震える。暴ぼう君くんというわけではないが、シンシアは自分の気に入らないことがあると、とんでもないことをやらかして、彼女たちに多た大だいなる迷めい惑わくをかけまくる──らしいと、バズはこの二日間でなんとなく感じ取っていた。まだ具体的なことは聞いていないが。
















　しかしながら、公爵の片腕たる執事は、無ぶ愛あい想そうな顔を眉まゆ一本動かさず、淡々と、

「イザベラ・スコーリオ夫人です。ヴィラディエ領主ジョルジオ・スコーリオの亡なき末まつ弟ていの妻に当たります」

「下級貴族の女がわたくしになんの用だというのかしら？　サロンには呼んでなくてよ」

「ワンサーラの国教ザレイ教の正せい僧そう正じよう、シャウエーニャンハンの後継者を連れてきたと申しておりますが」

　言うだけ言って、あとは無視しようとしたシンシアは、執事のセリフに服を摑つかんだ手を止めた。

　アイスグリーンの瞳ひとみが新たな獲え物ものを見つけて鋭するどく輝かがやき、彼女は口元に妖よう艶えんな笑みを浮かべた。思わずバズがぞくっと背筋が冷たくなるほど、美しく、妖あやしい笑みだった。

　彼女はおもむろに口を開いた。

「いいでしょう。お目め通どおりさせてあげてよ。イザベラ・スコーリオを客間に連れてきなさい。それから、イェーウとチャンカーンもお呼びすることを忘れずに」

「承知いたしました」

　執事は一礼すると部屋を出ていった。シンシアはバズに向かって、

「さあ、おまえも来なさい。ウィル・ゴーダのライバルというなら、この状じよう況きようをどう判断するか、わたくしに見せてごらん」

「えっ？　あ、はい……」

　バズは狼ろう狽ばいしながら、言われるままに立ち上がった。




　バズが一応まともな子供服に着替えさせてもらって、シンシアのあとについてサロンに入ったときには、すでにメンバーは揃そろっていた。

　ワンサーラ使節団の団長チャンカーン、ザレイ教のまとめ役イェーウが、互いに向き合うように椅い子すに座すわっていた。そのうしろに、部屋のこまごまとしたことを行うメイドが三人いるが、これはシンシアの行く部屋には必ずいて、シンシアの許しがないかぎり喋しやべることはない人たちだ。

　そして、チャンカーンとイェーウに挟はさまれるように、長椅子に女と少年が座っていた。

　女は若いのか年をとっているのか、バズにはよく分からなかった。派は手でで、色使いも若い人向きの格かつ好こうをしているが、顔色が悪く、瘦やせて、深いしわが目め尻じりにくっきりと刻まれていた。若作りなのか、それとも老ふけ顔なのか。連れている少年が彼女の子供だとすると、その中間ぐらいだろう。

　シンシアが部屋に入ると、四人は立ち上がって一礼した。シンシアは手にしてた扇おうぎを振って応こたえる。彼女が座ると、客人たちも腰を下ろした。儀式化された流れるような動きに、思わずバズは見とれてしまった。

「バズ・フェナット。ここへ」

　シンシアがバズを手招き、自分の隣となりを指さす。バズは慌あわてて、指示されたところに立った。

　彼女は扇で陰を作り、バズに、

「あの女を見なさい。派手にして素材の安っぽさを隠しているつもりだろうけれど、見事に失敗している例だわ。いいこと、ああいう女は自じ己こ顕けん示じ欲よくが高くて、見み栄えっ張りで、しかも内容が伴ともなっていない。下級貴族には多い傾向だわ。覚えておきなさい」

「はあ……」

　バズは曖あい昧まいな返事をした。シンシアが自分になにをさせたいか、今一つ理解できなかったのだ。

　そんなバズにはおかまいなしに、シンシアは扇を閉じると、

「イザベラ・スコーリオ」

「あっ、は、はい」

　女──イザベラが上うわ擦ずった声で答え、立ち上がろうとするのを、扇でとどめる。

　イザベラは淡い青い目がギョロギョロと動く、お世せ辞じにもきれいとは言えない女だった。元は金髪だろうが、色あせて細くなった髪は、アップにすればするほど惨みじめに見える。

（多分、昔はぽちゃっとした、可愛かわいらしい婦人だったんだ。瘦せすぎたんだな。でも、貴族なのに？）

　そういえば、ウィルが貧乏貴族が増ふえていると言っていたのを思い出す。彼女もそういった「苦労している貴族」の一人なのだろう。

　シンシアは言葉を続けた。

「おまえの義ぎ兄けい、ジョルジオ・スコーリオとは面識があってよ。教養の高い、好紳士だったわね」

「あ……義兄とは、ここしばらく、顔を合わせておりませんで」

　うつむき加減で答えるイザベラは震えていた。大貴族を前にして緊張しているのもあるが、どこか声の響きに卑ひ屈くつな感情が聞こえるのは気のせいだろうか。

　シンシアは気づいているのか気づいていないのか、そのまま話を進めた。

「さて──どこから話を聞きつけたのか知らないけれども、ニャンハンの後継者を連れてきたですって？」

「は、はい」

「なぜそのように思ったのか、是非聞かせてもらいたいものね。おまえの浅せん薄ぱくな妄もう想そうでないかぎり」

　挑ちよう発はつするようにシンシアは言う。バズは悟さとった。彼女はやはり、イザベラが自分に対していい感情を持っていないことに気づいていて、しかもわざと刺激して楽しもうとしているのだ。

（一いつ体たい、この人って……）

　イザベラは紫色の唇くちびるを震わせながら、つかえつかえ語り出す。

「これはわたくしの子供ですが、生まれたときから少々、他の子供とは違っておりました。容よう姿しもそうですが、どこか異国の人間のような……いつのまにか、わたくしの知らない言葉を喋しやべっておりますれば、出入りする商人に聞きますと、それは遠く東洋はカムナンの言葉だと申しまして……さらに聞きますと、一人の男の生しよう涯がいを語っていると言うのです。それが、シャウエーニャンハンという名の、僧そう侶りよだったのでございます」

「…………」

「そして、この子の申しますには、九つになれば自分を捜しにワンサーラから迎えが来るから、そのときが来たら連れていってほしいと……」

「その子？　おまえ、顔を上げて名乗りなさい」

　さらに説明しようとしたイザベラの言葉を、シンシアは遮さえぎった。「つまらない話はやめろ」と言わんばかりの態度だ。イザベラが屈くつ辱じよくに頰ほおを染めるが、なにも反論せず、押し黙る。

　シンシアに命令されて、イザベラの隣に座っていた少年はびくっと震え、おずおずと顔を上げた。

　可愛い少年だった。年はやはり九つだろう。イザベラと異なり年相応にふっくらとしている。几き帳ちよう面めんに切り揃そろえた黒い髪、夜空を写し取ったような瞳ひとみ、そしてジプシーかと見み紛まごう色の濃い肌は、どこか異国人めいていた。顔立ちもエキゾチックな雰ふん囲い気きがある。

「ぼ……ぼくの名前は、シザール……シザール・スコーリオ、です」

　少年はおどおどと、消え入りそうな声で名を告げた。極度に緊張しているのか、イザベラ以上に顔を青ざめさせ、もう少しで失しつ神しんしそうだ。

　シンシアはシザールの足の爪つま先さきから頭のてっぺんまで、じっくり検分したあと、

「おまえ、どこで生まれたの？」

「ゼ、ゼフィッツイです……」

「あら、そう？　ニャンハンのことを知っているとおまえの母親は言っているけれど、試しになにか言ってごらんなさい」

「はい……あの、その……前のニャンハンは、ワンサーラはヌーの生まれで……」

　シザールはしどろもどろ話し始めた。数人の大人に囲まれているだけでもプレッシャーなのに、話をしなくてはならなくて涙目になっている。

　バズはシザールの話を聞いていたが、なにか違い和わ感かんがあってしかたなかった。

（たしかに先代の「ニャンハン」の生涯を、よく知ってるようだけど……なんというか、表面的というか、まるで伝記を丸暗記したような感じだ）

　大体、九歳の子供が使うはずのない難むずかしい言い回しを、つかえながら喋しやべっているところからして、怪あやしい。自分の言葉で喋っていないのだ。

（レディ・シンシアはどう思っているんだろう）

　バズはちらりとシンシアを見た。彼女は興味深そうに話を聞いていたが、話自体が面おも白しろいという様よう子すではなかった。おそらく彼女もバズと同じことを考えているのだろう。

　シザールの話がニャンハン二十八歳まできたところで、シンシアは手を挙あげて遮った。そして、イェーウに向かって、

「イェーウ、話に間ま違ちがいはなくて？」

「話そのものは正確です。誤あやまりはありません、私の知っているかぎりですが」

　にこやかにイェーウは答える。だが、彼もまた、信用していないようだった。シンシアは満足そうに頷くと、シザール少年に向かって婉えん然ぜんとほほえみ、

「おまえ、オウ・テッセンにはなんと言うの？」

「え？」

　シザールがきょとんと聞き返す。

（あ、あ、あ）

　バズは大きく息をついた。勝負は決まった。

　シンシアが立ち上がる。イザベラに向かって扇を向け、鋭するどい声で、

「冗談で済むのは今のうちよ。シンシア・ラズボーンをたばかった罪は重いわ。わたくしが本気で怒らないうちに、さっさと失うせなさい」

「たばかってなどおりませんわ！」

　急にイザベラが大きな声を上げたので、バズはびっくりして彼女を見た。

　イザベラは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、

「我わが子シザールこそザレイ教の正せい僧そう正じよう、シャウエーニャンハンの後継者なのです！　証拠もあります、ごらんにかけますわ！」

　イザベラは感情的に叫さけぶと、手にしていたバッグからなにかを取りだし、シンシアへ差しだした。

　シンシアは執しつ事じに合あい図ずして取ってこさせ、それを手にした。バズも遠慮しつつ見る。

　それは石のように見えた。三センチくらいの大きさで、きらきら光る貝をはめ込んで、象の模様を浮かび上がらせている。シンシアがひっくり返してみると輪の金具がついていたので、ボタンだと分かった。

「これがなんだと言うのかしら？」

「そちらのワンサーラの方に見ていただければ一いち目もく瞭りよう然ぜんと思いますわ」

　挑いどむようにイザベラは答える。バズは他人事ながら、シンシアに逆らう彼女にはらはらした。チャンカーンもそうだったが、彼女の場合、犬が自分よりも強い犬に吠ほえている感じがするのは否いなめない。

　シンシアはヘッジにボタンを返し、イェーウに渡すよう指示した。

　果たして、イェーウはボタンを手にした途と端たん、その端たん正せいな顔を強こわばらせた。低く唸うなり、

「これは……」

　イザベラはイェーウの様子を見て、頰ほおをひきつらせながらも勝ち誇ったように笑んだ。そして、震える息子の肩を抱き寄せる。

「どうした、イェーウどの」

　駆け寄ったチャンカーンも、ボタンを目にして驚きよう嘆たんの声を上げた。

「おお！　これは、ザレイの紋もん章しよう！」

「これは……先代のニャンハンの、死に装しよう束ぞくに付けられたもの……焼き砕けたはずなのに」

　イェーウが呻うめくように、そう呟つぶやいた。信じられない、その思いが言葉を失わせている。代わりに、いつになくチャンカーンが興奮に顔を赤らめて、

「この方がニャンハンだ！　間違いない、この方が我われ々われの捜し求めていたニャンハンの後継者なのだ！」

　チャンカーンの異様に上うわ擦ずった声が、サロンに響きわたった。




「おまえはどう思って、バズ・フェナット」

　私室に戻ってくるなり、シンシアは伴ってきたバズに尋ねた。バズは困こん惑わくして、

「あの、ぼくにはよく分からないところが……なんであの少年は前のニャンハンのことを、あんなに詳くわしく知ってたんですか？」

「ニャンハンの後継者たるもの、知っていて当然だからでしょう？」

　シンシアはくすくす笑って答えたが、バズの表情が晴れないのを見て、

「おや、おまえ、本当に分かっていないようね」

「ええ、あの、すみません」

　思わず謝あやまってしまうバズ。それを見て、シンシアはくすりと笑った。彼女は長椅子に腰を下ろし、すらりと長い脚を足掛けに乗せると、

「よくてよ、謝らなくても。おまえはウィルとは違うのねえ、素直で。いいこと、あの子供が先代のニャンハンの過去を知っているのは、彼がニャンハンの生まれ変わりと自称しているからよ」

　バズはとっさには、シンシアの言葉の意味が理解できなかった。よく頭の中で吟ぎん味みしてから、驚いて、

「ええ!?　ニャンハンの後継者って、そういう意味だったんですか？」

「表面上そういうことになっている、というだけよ」

　あっさりとシンシアは言ってのけた。

「その方が箔はくがつくし、なによりも民衆も受け入れやすい。どこから連れてきたか分からない子供が僧正の地位に就いても反発が起こるけれども、『前のニャンハンの生まれ変わりだ！』と言えば、たとえ選択が失敗だったとしても、不満を抑おさえることができるわ」

「あ、たしかに……」

「反面、今回のように、先代のニャンハンを語ることができれば、それだけでニャンハンの候補として認められてしまう危険性もある」

　意い味み深しん長ちような笑みを浮かべながらシンシアは言った。バズは少し考え、

「つまり、シザールがニャンハンの後継者になる為ため、前のニャンハンの伝記を丸暗記した可能性もあるということですか？」

「そういうことよ。おまえもそう思ったのね？　わたくしも思ったわ、あのボタンを見せられる前までは」

　そう言うと、シンシアは閉じた扇でバズを指さした。ぎょっと怯ひるむバズに、

「あれはおそらくは本物だわ、イェーウの驚きがなによりの証拠になる。さあバズ、考えなさい。これをどう見る？」

　命令、というよりは脅おどされているような気分になって、バズは慌あわてた。彼女の気に入るような返事をしなくては、なにをされるか分からない雰ふん囲い気きだった。

（あああ、どうしようどうしよう！　そんな、いきなり言われても分からないよ！）

　小心者のバズはパニックに陥おちいり、頭の中では「どうしよう」という言葉がぐるぐる回って、分析するどころではなくなってしまった。

　頭と一緒に目もぐるぐる回ってきたバズだが、不意に、ゼフィッツイへ向かう馬車の中で、マギーの言っていたことを思い出した。

（バズは足手まといになるからついてこなくてよかったのに）

（そりゃあ、一人でゼフィッツイに行くのは、ちょっと心細かったけど、それにしてもバズがいたって、仕事にならないわよーだ）

　などと、好き放題言われてきたのだ。別に、バズはウィルの仕事の手伝いをする為ためにゼフィッツイに来たのではなく、どうしても行くと言い張るマギーが心配で、一緒に来たのだ。だが、こうまで言われては、一つぐらいウィルの手伝いをしなくては──当人にしてみれば、ウィルを出し抜かなくては立場がなかった。

（そうだ、せっかく館やかたに残ったんだから、このチャンスを生かさないと）

（見てろよ、ウィル。おまえがそうやって駆けずっている間に、ぼくは館にいながらニャンハンを見つけだしてやる！）

「ウィルとの勝負」＝「マギーに格かつ好こういいところを見せる」という思おも惑わくが絡むと、バズは人が変わったように冷静、かつ大だい胆たん不ふ敵てきになる。頭をフル回転させたのち、

「レディ・シンシア！」

　急にバズが大きな、はきはきした声を上げたので、シンシアは少々驚いて彼を見た。

　バズは意い気き揚よう々よう、

「レディ・シンシア、ぼくの意見をお聞かせしましょう！　まだこれといった結論は出ていませんが、考慮するに値あたいする点を幾つか見つけましたっ。ボタンが本物だとすると、シザール、イザベラ母子にはワンサーラ人の協力者がいると思われます。誰かがニャンハンの遺い体たいからボタンを持ち出し、シザールに渡した、そう考えれば、シザールが偽にせ者ものでも説明がつくでしょう。ただ問題は、なぜ彼らがワンサーラという普通なら聞いたこともない異国の、しかも僧侶の地位を手に入れたがっているかということです。普通の親ならば、子供を遠い国にやらせようなんて思わないでしょう。しかも異教の僧侶なんかに、誰が進んでならせますか？　これはつまり、シザールが本当にニャンハンの後継者で、自みずからワンサーラに戻りたいと願ったか、もしくは彼らのうしろに、ニャンハンの地位を得たいと思っている黒幕がいるか、そのどちらかだと思います！」

　胸を反そらし、自信満々に断言するバズ。彼の「理知的かつ時計のように正確な頭脳」は、久ひさ々びさに潤じゆん滑かつ油ゆを差してもらった歯車のように、滑なめらかに動きだしていた。

　一気にまくしたてるバズを、シンシアは凝ぎよう視ししていたが、彼の話が終わると手を打ち鳴らして執事のヘッジを呼んだ。そして、訝いぶかりながら、

「ヘッジ、おまえ、バズ・フェナットになにか悪いものでも食べさせたの？」

「いえ、お嬢さまと同じものをお出ししております」

「レディ・シンシア！　ぼくはこれが普通なんです！」

　まったく失礼なことを言うシンシアに、バズは頰を紅潮させて主張した。

「いつもはウィルの陰に隠れているだけですが、本当のぼくの実力はこうなんです！　任まかせてください、この難問、ぼくが解といてみせましょう！」

「変わった子供ねえ、おまえも。いいわ、おまえにシザールのことは任せます。シザール、正確にはイザベラね、あの女がなにを考えているか、必ず突きとめてごらんなさい」

　呆あきれながらも、シンシアはバズの話をちゃんと聞いていたようだ。公爵に正式に仕事を任されたバズは、さっきとは違う意味で再び紅潮して、はにかんだ笑顔で頷いた。




　翌日、ウィルたちは朝一番にパミハシを発たち、昼にはゼフィッツイに戻ってきた。もちろん、「人買い」がゼフィッツイにいると分かったせいである。

　ゼフィッツイに着くと、ウィルはロバートに指示して、街の東にある乗り合い馬車のターミナルへ向かった。

「乗り合い馬車？　そんなところに行ってどうする気だ？」

　テッセンが怪け訝げんそうに尋ねる。ウィルは窓から街の様子を窺うかがいながら、

「人買いってのはそういうところで仕事するんだよ。田舎から出てきたばかりで、右も左も分からなくて途と方ほうに暮れている純じゆん朴ぼくそうな人間を、甘い言葉で誘惑して連れこむんだ。マギーたちもそういう奴らにひっかかっていたかも知れないんだぜ」

　ウィルはマギーを窘たしなめるように言ったが、彼女は膨ふくれっ面つらでそっぽ向くだけだった。パミハシにいるときからずっとこの調子なのだ。もともと刑務所潜せん入にゆうに連れていってもらえなかったので、ご機嫌斜めだったのだが、テッセンが暴ぼう走そうしたと聞くと、

「じゃあ、わざわざ忍び込む意味なんてなかったじゃない！」

　と、さらに腹を立てられてしまったのだ。ウィルはなんとか宥なだめすかそうとしたが、マギーの頑がん固こにかなうはずがなかった。よって、もう放っておくしかないと判断し、今に至るわけである。

　よもやマギーが自みずから人買いに声をかけたとは知らないウィルは、空を仰あおいで、

「そろそろ人買いの活動時間だな」

「人買いは買った人間をどうするつもりなんだ？」

　今一つ「人買い」がどういうものか理解していないらしく、テッセンが尋ねる。ウィルは首を傾かしげながら、

「大人だったら売春宿に売ったり、外国の金持ちに売ったりするんじゃないかな。子供だったら下働きとか、じゃなかったらどこかの養子に出しちゃうみたいだけど」

「人買いは人をさらうのか？　人を買うのか？」

「うーん。どっちもなんじゃないかなあ。相手によって金を出したり、さらってみたり。なんにしろ、商品になる人間には金は渡らないだろうけどさ」

「外国の金持ちか……」

　テッセンは手を組みあわせて考え込んだ。メルジェリーナ刑務所で生まれたニャンハン候補が、外国に売り飛ばされていたら、追うのは困難になる。それを危き惧ぐしているのだろう。

「俺も一歩間違えれば、人買いの世話になっていたかもな」

「そうなの？」

　テッセンの言葉にウィルは聞き返した。マギーも少し興味をそそられた様子で、ちらりと二人を見る。

　テッセンは手を組み合わせたまま、頷き、

「俺は五歳のときに森に捨てられたんだ。父親が働かない奴で、食うに困って母親が子供を一人ずつ捨てていった。それで、俺の番が来て捨てられたわけさ。森の中で泣いてたら、巡礼中のニャンハンに拾われて、それ以来僧院暮らしだ」

「…………」

「あのとき、ニャンハンが通りかからなかったら、俺を拾って僧院に連れていってくれなかったら、俺は野の垂たれ死んでいたかもしれないし、人買いに捕つかまってどうなっていたか分からない。少なくとも今の俺はいないだろう。だから、俺はニャンハンに感謝している。ニャンハンは師である以上に、俺の命の恩人であるんだ。あの人の為なら、俺は死ぬことができた。できたけど──」

　そこまで言って、テッセンはうつむいた。いかに彼が決心しようとも、老ろう衰すいだけはどうしようもなかったわけだ。

　ウィルはようやく、テッセンがニャンハンに傾けい倒とうしている理由を理解した。そんないきさつがあるのでは当然だ。「人徳者だから」ではなく、「親代わりの師だから」だけでもなく、彼はニャンハンを一人の恩人として慕したっているのだ。

　テッセンが盲目的に高僧を慕う狂信信者でないと分かって、ウィルはどこかほっとした。マギーもどうやらテッセンを見る目が変わったらしく、目が合うと頰ほおを紅潮させ、そっぽを向く。

　馬車が停止した。御ぎよ者しや台だいからロバートが、

「ウィルさま、ターミナルに到着しました」

「ありがとう、ロバート。さて、第二ラウンドだ」

　ウィルは気合いを入れた。そして、マギーに向かって、

「マギー、出番だぜ」

「ほんとっ？　なにすればいいの？」

　ようやく自分の活躍する場が来たと知って、マギーはころりと機嫌がよくなって聞き返した。ウィルは片目をつむると、

「人買いさま、ごあんなーい、ってところかな」




　というわけで、マギーは急ごしらえの大きな荷物を抱かかえて、駅馬車のターミナルでうろつくことになった。ウィルとテッセンはそれを建物の陰から窺う。

　テッセンはマギーを囮おとりにしたことに不安があるらしく、そわそわと落ち着かなかった。そして、ウィルに向かって、

「おまえがやればよかったのに。危険はないのか？」

「俺だと人買いの方が寄ってこないよ。街慣れしてるし、雰ふん囲い気きが違うんだって。あれくらいやらせないとマギーも機嫌悪くなるし、それに俺、テッセン信用してるんだけど？」

　ニッとウィルは笑ってみせる。いきなり「信用している」などと言われ、テッセンは面食らっていたが、

「……まあ、俺がいれば、危険なんか、ないことは、分かっているけどよ」

　ぽりぽりと鼻の頭を搔かき、テッセンは仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。だが、悪い気分ではなさそうだった。ウィルは笑いをこらえていたが、マギーに近寄っていく中年男を発見し、

「あっ。魚がかかったみたいだ」

「なにっ？」

　すぐさま飛び出していこうとするテッセンを、ウィルは仰天して止めた。

「ちょ、ちょっと待てって！　どうしてそう先走りするんだよっ。俺の指示が待てないなら、シンシアのところに返すぞ！」

　低い声でウィルはテッセンを叱しかりつけた。メルジェリーナ刑務所での前例があるので、テッセンは悄しよう然ぜんと大人しくなる。とても倍近く年が離れているとは思えない二人だった。

「もし、なんの関係もない親切な人だったら、水の泡なんだからな。騒ぎが起きたら人買いも近寄らなくなる。マギーの合あい図ずを待つんだ」

「わ、分かった」

　素直にテッセンは頷く。頭で分かっていても、体が言うことを聞いてくれるか、ウィルにはそれが心配だった。

　そして。

　男と喋りこんでいたマギーが立ち上がった。そして、二人の方をちらりと見て、小さく手を振る。合図だ。ウィルは頷うなずくと、テッセンに向かって、

「テッセン、行って。相手を傷つけないようになっ」

「任せろっ」

　テッセンは口早に言うと、石像の陰から飛び出した。

　彼が人買いを地面にうち伏せるのに、十秒とかからなかった。







　６　子供をさがそう　その後







　いきなりテッセンに地面に打ち伏せられた人買いは、目を白黒させて、抗議の声を上げた。

「な、なんだ、おまえたちは。いきなり失礼じゃあないかっ」

　あくまでも一般市民を装よそおう人買いに、ターミナルに集まった人々の視線が集まる。これではこっちの方が暴ぼう漢かんになってしまうと判断したウィルは、慌あわてて飛び出して、

「叔お父じさん、こんにちは！　ぼくだよ、甥おいのスチュワートだよ！　やだなあ、忘れちゃったの!?　これはうちの使用人のゲレゲレだよ、どうだい、強いだろう！　やあ、妹のメアリー、ちゃんと叔父さんと会えたようだね！　偉えらいなあ！」

　わざとらしい作り声でウィルは喚わめいた。これには人買いもテッセンも面食らい、啞あ然ぜんとウィルを見る。

　マギーも一瞬ぽかんとしたが、すぐにウィルのしたいことを悟さとり、ぽんと手を叩たたいて、

「お兄ちゃん、叔父さんが見つかってよかったわ！　でもダメよ、こんな乱暴な出迎えしちゃあ！　叔父さん、びっくりしてるじゃない！」

「あっ、そうかあ！　叔父さん、ごめんね！　びっくりさせたかったんだ！　さあ、ゲレゲレ、叔父さんをうちに連れて帰ろう！　早く！」

　異い様ようにテンションの高い会話を二人で交かわし、ウィルはテッセンの背中を叩いた。そして、小声で、

「テッセン、今のうちに馬車に」

「あ？　ああ」

　ようやくテッセンは二人の意い図とを悟り、呆あつ気けにとられたままの人買いを引っ張って、その場から逃げだした。野や次じ馬うまたちはなにか変だと思いつつ、「まあ、子供のことだから……」と、すぐに興味を失ったようで、誰も彼らを引き留とめなかった。

　ウィルたちは人買いを隠してあった馬車に押し込め、自分たちも乗った。

　人買いはようやく我われに返ったようで、

「なんだ、きさまらは！　こんなことをしてタダで済むと思ってるのか！」

　さっきまでの猫を被かぶった態度から豹ひよう変へんして、口くち汚ぎたなく喚く。だが、テッセンが人買いの頭を片手で鷲わし摑づかみにすると、傍はた目めからはさほど力を入れていないようなのに、男は悲ひ鳴めいを上げた。

「いたい、いたい！　は、離してくれ、頭ず蓋がい骨こつが割れる！」

「ニャンハンはどこだ！」

　バカの一つ覚えのようにテッセンは怒ど鳴なりつけた。人買いは涙を流しながら、

「な、なんのことだ、お、俺はなにも知ら、あいたた！　助けてくれえ！」

「テッセン、ちょっと──」

「バカじゃないの、あんたはっ」

　テッセンを止めようとしたウィルの言葉を遮さえぎって、マギーが憤ふん然ぜんと、人買いを摑つかむテッセンの腕を叩いた。

「な、なんだ、バカとはどういう意味だっ」

「バカだからバカって言ったのよっ。そんな聞き方したって、誰も分かるわけないじゃない。なんでも力でどうにかなると思ったら大間ま違ちがいなんだからっ」

「子供の浅あさ知ぢ恵えでなにが分かる！」

「あんただって子供みたいなものじゃない！」

　ぎゃいぎゃいと口論を始めるテッセンとマギー。やはりテッセンはすぐにカムナン語に戻ってしまったが、それでも喧けん嘩かが成立する二人に、

（これはどういう神秘なのかな？）

　と再さい三さん感心してしまうウィルだった。

　ともかく二人は放っておいて、ウィルはなにがなんだか分からない様よう子すの人買いに顔を近づけると、

「手荒な真ま似ねして悪いね、人買いのおじさん。でも、こうでもしないと一緒に来てくれそうにないから」

「一体なんなんだ……」

　人買いはげんなりした面おももちで呟つぶやいた。さすがに人を商売しているだけあって、ウィルがただの子供でないと見抜いたらしい。抵抗する気はなくなったようだ。

　ウィルはにこっと、愛らしい子供の笑みを浮かべると、

「あのさあ、俺たち子供を捜してるんだ。九歳の子供」

「おまえなあ。一いつ体たいこのゼフィッツイに九歳の子供が何人いると思ってるんだ？」

「でも、メルジェリーナ刑務所から供給された子供は限られてるはずだ」

　人買いは呆あきれ返っていたが、ウィルのその言葉で目つきを変えた。クッションに埋もれていた体を起こし、真剣な顔つきで、

「メルジェリーナ刑務所だと？」

「知っている？」

　ウィルは身を乗り出して尋ねたが、人買いは無言で手を差し出した。情報料を出せと言っているのだ。

　ウィルは子供らしい作り声で、

「やだなあ、おじさん。子供からお金取ろうって言うのお？」

「人を脅おどしてなにが子供だっ。それに、よく見りゃあ、おまえはゴーダ家の三代目じゃないか。ちくしょう、厄やつ介かいなのに捕つかまっちまったぜ」

「あっ、俺、ちょー有名人。しかたないなあ、今回はシンシアの依頼だから、金はラズボーン公こう爵しやくから取り立てて」

「…………」

　今度は違う意味で、人買いは押し黙った。ラズボーン公爵の名前はどんなシーンでも有効に働くが、子供を食い物にする人買いには特に効きき目がある。

　人買いはさめざめと、大げさに泣いて、

「まったく、俺は不運だ。ラズボーン公爵に睨にらまれたら、俺は明日からどうやって生きてけばいいんだ」

「で、知ってるの、知らないの？」

「俺は刑務所とは縁がないが、噂うわさなら聞いたことがある」

　人買いはしぶしぶ話し出した。その言葉を聞きつけ、テッセンとマギーが喧嘩をやめる。

「二、三年前から貴族や豪ごう商しようの間で、一人の子供がもてはやされてるんだ。貴族や豪商の子し弟ていの遊び相手として雇やとわれるんだが、その子供と一緒にいるだけで、どんな悪ガキも行ぎよう儀ぎ良くなっちまうそうだ」

「どういうこと？」

「別に、なにをするわけでもないんだと。その子供はひどく大人しくて、子弟どももそれに感化されちまうらしい。会ったことのある仲間の話だと、なんてことはない普通のガキなんだが、こう、雰ふん囲い気きが違うってのか？　一緒にいると気持ちがピンとするとか言ってたな。そいつが今九歳で、どうやら刑務所から出回ってきた品らしいって噂だ」

「ニャンハンだ」

　テッセンがカムナン語で呟つぶやいた。

「そんなことができるのはニャンハンしかいない……」

　ウィルはまた彼が暴ぼう走そうするんじゃないかとはらはらしたが、予想を裏切って、テッセンは呆ぼう然ぜんとしたきりだった。見つけようと躍やつ起きになっていたが、いざ明確な手がかりを手に入れて、どうしていいか分からない、そんな様よう子すだ。

（もしかしてテッセン、本気で見つかるとは思ってなかったんじゃないか？）

　そうウィルが勘かんぐるぐらいだった。

「その子供、今どこにいるの？」

　マギーの声にはまだ猜さい疑ぎ心しんがある。人買いの言うことは信用してはならないと、身をもって知ったせいだろうか。

　人買いはそんな猜疑心は知ったことではないと、顔をしかめ、「うーん」と唸うなって、

「奴は人気商品だからな、かなり短い期間で転々としているぞ。俺が聞いたいちばん新しい噂だと、パルマッツア通りのサマヘイズという紡ぼう績せき屋やの屋敷に雇われてたな」

「名前は？」

「たしか、トレミーとか言ったような」




　御ぎよ者しやのロバートから情報料を出してもらって人買いを帰すと、ウィルたちは早さつ速そくサマヘイズ宅に向かった。未いまだ呆然としたままのテッセンを引っ張り、サマヘイズの使用人に話を聞いてみたが……

「ええっ!?　もういない？」

「ええ。遊びにいらっしゃったブランジ夫人がトレミーをいたく気に入られて、そのまま引き取られていきましたよ」

　賄まかない女は慣れた口調で答えた。どうやらトレミーのことを聞きに訪れる人間は多いようだ。

　しかたなく、次のブランジ家の門をくぐったのだが、

「ええっ!?　もう違う家に行ったあ!?」

　ウィルとマギーは目を円まるくした。ふっくらしたブランジ夫人は、ほほほ、と笑いながら、

「シャンドール子し爵しやく夫人が、是ぜ非ひにとおっしゃられましてねえ」

　そのシャンドール子爵の家を訪ねれば、

「ゲッツエンバイマーさまが……」

　さらにゲッツエンバイマー家では、

「ピタール家のジョアン坊ちゃまが、どうしてもお放しになられなくて……」

　こうして、次々とたらい回しにされて、ウィルたちはゼフィッツイ中を駆け回ってしまった。やはりマギーの睨にらんだとおり、そう簡単には見つからなかったのである。

「もう、どうなってるのお」

　十五軒の家を回ったところで、マギーが音ねを上げた。そろそろ日は傾かたむき始めている。ウィルも呆あきれて、

「えらい人気者なんだなあ。これでシンシアが知らないってのも笑えるけど」

「笑う気力もないわ。ねえ、もう明日にしない？　能率が悪いわよ」

「そうだな……次でやめるか。テッセンもああだし」

　ウィルもパミハシから急いで戻ってきたりしたので、どっぷり疲れていた。幸い、いちばん捜そう索さくに熱心だったテッセンが、未だ放心状態だったので、すんなりとあと一軒で今日は打ち切りということになった。

　そして、本日最後のベイトマン家を訪ねると、

「はい、ぼくがトレミーです」

　取り次いだ執しつ事じに伴ともなわれ、調理場につながる裏口に現れたのは、金髪の美少年だった。十六軒目にして、ようやくウィルたちはトレミー少年に追いつくことができたのだ。

「や、やった」

「ホッとしたわあ」

　ウィルとマギーはどっと気が抜けて、力のない笑顔を見せあった。

　トレミー少年は、人買いが言っていたとおり、ごく普通の少年だった。大きくつぶらな翡ひ翠すいの瞳ひとみに、桃のようなピンク色の頰ほお、警戒心のないにこやかな笑顔で、いきなり訪れた三人を出迎えてくれた。

　笑顔のまま次の言葉を待っているトレミーに、ウィルは、

「あ、あのさあ、ちょっと込み入った話を聞きたいんだけど、いいかな？」

「どうぞ？」

「俺たち、九年前にパミハシにあるメルジェリーナ刑務所で生まれた子供を捜してるんだけど……」

「ぼくかどうか分かりませんけど、確かにぼくも九年前、メルジェリーナ刑務所で生まれたそうです」

　トレミーは笑顔のまま、礼儀正しく答えた。今日び、刑務所で生まれたなどと明言して、いいことがあるとは決して思えない。なのに、少年は屈くつ託たくなく、はっきりと答えた。少しは反発されると身構えていたウィルは、肩すかしを食らった気分だった。おかげで、反対にトレミーから質問されてしまう。

「ほかに手がかりはないのですか？」

「えっと、手がかりというか、ちょーっと第六感に頼るようなことなんだけど……テッセン！」

　ウィルは通用門のところでぼーっと佇たたずんだきりのテッセンに声をかけた。それでも彼が動かないので、

「ちょっとテッセン、なにしてるのよ」
















　マギーが引っ張ってくる。ウィルは心配になって、

「テッセン、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ダメよ、抜け殻みたい。テッセン、トレミーよ。この子が本当にニャンハンなの？」

　マギーが思いっきりテッセンの背中を叩たたくと、ようやく我われに返ったようだった。テッセンはぼややんとした面おももちで、辺あたりを見回し、

「あ……？　ウィル、俺は……」

　そう言いかけたテッセンの声が止まる。

　テッセンの視線は眼前に佇むトレミーに釘付けになっていた。また言葉をなくしたテッセンに、ウィルは焦あせって、

「テッセン、どう思う？　この子だと思うか？」

「テッセン？」

　トレミーがウィルの言葉を聞きつけ、小首を傾かしげながら呟いた。変わった名前、そんな程度の呟きだ。

　だが、その呟きにテッセンは反応した。バッと、やにわにその場で平へい身しん低てい頭とうし、面食らうウィルたちの前で、

「ニャンハン！　俺、あなたを捜しに来ました！　約束どおり、俺、僧そう兵へいになりました！　だから、今度は絶対俺があなたを守ります！　ニャンハン！」

　そう叫さけぶと、彼は額ひたいを地面につけ、動かなくなった。三人の子供たちはぽかんと異国の僧を見つめた。

（過か剰じような期待だ。心配だな）

　ウィルは不安に感じて、トレミーを見た。

　いきなりそんなことをされたトレミーの方は、多少驚いたようだが、すぐに落ち着きを取り戻し、膝ひざをついてテッセンの手を取った。

　紅こう潮ちようした顔を上げるテッセンに、トレミーは天使のほほえみを浮かべながら、

「ごめんなさい。あなた、誰ですか？」

　ぴたりと、テッセンの表情が凍こおりつく。その場に白しら々じらとした空気が漂ただよった。

（やっぱりそうなるよなあ）

　ウィルはしょうもなさそうに頭を振った。




　ともかくウィルは、トレミーに事情を説明した。凍りついたまま放心状態のテッセンは、マギーが文句を言いながらも世話をしている。

「それで、百パーセント決まったってわけじゃないんだけど、ニャンハンの後継者候補ってことで、一緒に来てくれるとありがたいんだけどな」

　ウィルはかなり下した手てに出ながら、トレミーの様子を窺うかがった。トレミーはじっとウィルの話を聞いていたが、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話──いきなり現れた他人に異国の僧そう侶りよになってくれと言われても、戸と惑まどうか反発するかどちらかだろう。大体、トレミーはまだ九歳だ、なにも理解できなくても不思議はない。

（いざとなったら、強ごう引いんに連れていくことができる年だもんな。でも、できればそうしたくないんだけどなあ）

　テッセンがああいう状態なので、もしトレミーが嫌いやがったらどうしたものか、ウィルが考え込んだとき。

「分かりました、一緒に行きます」

「ええっ？　おい、本当にいいのか？」

　トレミーの返事に言ったウィルの方が驚いて、思わず聞き返してしまった。少年は困ったように笑って、

「だって、ぼくが行かないとお兄さんは困るんでしょう？」

「それはそうだけど……」

「ぼくがそのお坊さまだって、まだ決まったわけじゃないなら、別に一緒に行くくらいなんでもないです。ぼくはワンサーラって国のことを知らないけど、知らないところに行くのはいつものことです」

　にっこり笑顔で語るトレミー。ウィルは感心して、しみじみと、

「おまえ、苦労人なんだなあ」

「ぼくは苦労なんかしていないと思います。みんなによくしてもらっているし」

　ウィルに褒ほめられ、トレミーははにかみながら言った。それを見てウィルはさらに感心しながら、心では別のことを思っていた。

（これは、苦労人とかいうレベルじゃない）

（九歳の子供がこんなに落ち着いてるわけがない。考え方も喋しやべることも子供じゃない）

（こいつ──何者だ？）

　外見は普通の子供なのに、やはり喋ってみるとなにか違う。ウィルは不安に似た疑ぎ惑わくをトレミーに抱いだいた。トレミー自身には好感が持てるが、それは「九歳の子供」として見ない場合だ。

（だからこそこいつなのか？　ニャンハンの候補に挙あがるのは、このくらいの子供でなければならないのか。そうだな……）

　ウィルは大きく息をついた。なんとなくしっくりこないが、ともかくニャンハンの候補は見つけだした。あとはイェーウたちの判断に任まかせるしかないだろう。

「それじゃあ、今から行ける？」

「はい。ベイトマン夫妻に挨あい拶さつしてきます、一緒に来てくれませんか？」

「いいよ、俺から説明するから。マギー、ちょっと待ってて」

　マギーに指示を出すと、ウィルはトレミーと一緒に屋敷の中に入った。

　ベイトマン夫妻はせっかく手に入れたばかりのトレミーを手放したがらなかったが、ウィルがラズボーンの名を出して、国こつ交こう問題に関わることと力説すると、しぶしぶ承知してくれた。

　しかし、最後にベイトマン夫人が、

「せっかく公爵に知られないよう、みんなで隠してきたのに、こんな形でトレミーを渡す羽は目めになるなんて」

　と嘆たん息そくをついたのが、ウィルには笑えた。どうりでシンシアが知らないはずだ。

　通用門から外に出ると、マギーとテッセンが待っていた。

「どう、うまくいったの？」

「うん、万ばん事じオッケー。じゃあ、お嬢さまのところに帰き還かんといくか。テッセン、いい加減にしろよ」

　放心状態のテッセンをウィルは突き飛ばす。テッセンは世にも情けない表情でウィルを見て、とぼとぼと歩きだした。

　トレミーが心配そうに、

「あの、彼はどうしたんですか」

「うーん。ちょっと夢見すぎてたってトコかなあ。気にしないでいいよ」

　どうせ、トレミーが自分を見て名を呼んでくれるとか、感動の再会を夢見ていたのだう。ウィルは最初から、おそらく後継者とは「生まれ変わり」を指さすものと踏んでいたので、額がく面めん通りに本当に前代のニャンハンの記き憶おくを受け継ついだ「生まれ変わり」を期待しているテッセンを危あやぶんでいたのだ。実際、こうなってしまったのだが、テッセンにはいい薬だと思ったので、放っておくことにした。

　だが、それが失敗だった。

「これからシンシアお嬢さまの家に行って、多分ほかの人が捜しだしたニャンハン候補といろいろ比くらべられると思うけど、ワンサーラは俺たちとは別の価値基準を持ってるから、あんまり結果は気にしないで。それと、選ばれなくても、シンシアお嬢さまの誘いに乗っちゃダメだぜ。お嬢さまに関わると、ロクな──」

　ウィルは言葉を切った。ぞわっ、と背筋の毛が立つ。

　パミハシにいる間中感じていた、何者かの視線。ずっと彼らを見張り続けてきた視線が、今、感じる。すぐそばに、明確な殺さつ意いを持って。

（殺意！）

　ウィルは振り返った。素す早ばやく視線の主を捜す。

　今までウィルが気づきながらも放ってきたのは、視線に攻撃的なものを感じなかったからだ。誰かが、彼らがちゃんと捜しているか監かん視しさせているのだろうと思い、それならちゃんと見てろよ、そんな挑戦的な気分でさえいたのだ。

　だが、今。

　夕ゆう闇やみに紛まぎれ、複数の影が横町から飛び出してきた。四人に向かって突進してくる。

　家の灯あかりに、きらりと刃が光った。

「！　テッセン！」

　ウィルは怒ど鳴なりざま、傍かたわらのトレミーを抱きかかえてうずくまる。シャッ、と風が唸うなって、ウィルの頭があったところをナイフの刃がよぎった。

「このっ……！」

　トレミーをかばいながら、ウィルは襲撃者の脚を思いっきり蹴け飛とばす。バランスを崩くずして倒れた襲撃者の頭を、さらに思いっきり蹴って気絶させた。

　呆然としていたテッセンは反応が遅れた。二つの影が同時に襲いかかる。

「きゃあ！」

　マギーが驚いて悲ひ鳴めいを上げ、それでようやくテッセンは我われに返った。

「なに!?」

　突然の襲撃に驚きながらも、さすがは僧兵として自慢しただけあって、行動は素早かった。

　テッセンは反射とも言っていい動きで、襲撃者たちの刃をかわすと、気合いとともに脚を振り回した。蹴りは見事に敵にヒットし、数メートルも吹き飛ぶ。続いて襲ってきた者たちも、拳こぶしと蹴りで鮮あざやかに倒した。その動きにはまったく無む駄だがない。

　ウィルも執しつ拗ように襲いかかってくる者たちから、トレミーをかばいながら必死に逃げた。だが、自分たちへの攻撃の手がテッセンに向けられているものより緩ゆるいことに、ウィルは気づいた。テッセンには容よう赦しやなく刃物で襲いかかるが、自分たちには素す手でで向かってくるのだ。子供相手だからだろうか？

（違う。生け捕どりにしようとしてるんだ）

（誰を？──トレミーを）

　皆殺しにするつもりなら、テッセンが戦っているそばに座すわりこみ、呆然としているマギーを真っ先に殺しているはずだ。だが、襲撃者たちはマギーにはまったく目もくれない。

　そして、

「どっちだ！」

「黒いのと金髪、どっちだ！」

　襲撃者たちの口から焦しよう燥そうにかられた怒ど号ごうが飛び交かった。闇のせいか、彼らにはウィルとトレミーの体格の違いが分からないようだ。

　ウィルはとっさに機転を巡めぐらした。

「マギー！」

　呆然としているマギーをウィルは怒鳴ると、トレミーを彼女に突き飛ばした。そして、二人に向かって、

「ウィル、助たすけて！　この人たちなんなの!?　怖こわいよ！」

　幼おさない子供の作り声で、悲鳴を上げる。

「ウィル!?」

　我に返ったマギーが驚いて聞き返した。だが、ウィルと目が合った途と端たん、彼のしたいことを万ばん事じ了りよう解かいしたようだった。ウィルが頷うなずきかけると、彼女は狼ろう狽ばいしながらも頷く。

　果たして、

「おい、こっちだ！」

　襲撃者たちの手がいっせいにウィルに伸びる。懸命にウィルは逃げようとしたが、やはり十二歳の子供に勝ち目はなかった。捕まると同時に、誰かに担かつぎ上げられる。

「ガキは手に入れた！　撤てつ収しゆう！」

　号令がかかって、襲撃者たちはその場から逃げだした。

「あっ、待ちやがれ！」

　カムナン語でテッセンが怒鳴り、追いかけてこようとする。ウィルを担ぐ男の隣となりを走る襲撃者が、胸元からなにかを取りだした。頭上から見ていたウィルがハッと顔を強こわばらせる。

　拳けん銃じゆうだ。

「テッセン、伏ふせろ！」

　ウィルはカムナン語で怒鳴った。すぐに銃声が轟とどろき、「ぎゃっ！」という悲鳴とともにテッセンがうずくまる。

「テッセン！」

「おい、黙らせろっ」

　拳銃を持った男が指示すると、別の男がウィルの口元に湿った布を押し当てた。

　麻ま酔すい薬だ。気づいたあと、すぐにウィルの意識は闇やみの中へ落ちていった。




　この日ラズボーン家に、ニャンハン捜しに出ていたワンサーラ使節団の団員が帰ってきた。今日が一応の捜そう索さくの期限だったのだ。

　しかし、捜索の結果は芳かんばしくなく、誰一人、候補となる子供を連れて帰ってはこなかった。なにしろ、誰もあの占いの意味が分からなかったのだ。

　捜索に出ていた使節団員たちは、自称ニャンハンの後継者たるシザールを見て、少し驚いただけだった。だが、イェーウに例のボタンを見せられると、目の色を変えて大騒ぎし始めた。

　バズにはワンサーラの言葉は分からなかったが、通訳してくれた執しつ事じのヘッジによると、彼らの争点は「シザールは有力な候補になるが、では占うらないはどうする」ということらしかった。

「彼らにとっては占いがもっとも重要なポイントのようです」

「たとえニャンハンの『生まれ変わり』である物的証拠を持っていても？」

「物ならばどうとでも捏ねつ造ぞうすることができます。しかし、事実は捏造することはできません。ワンサーラは精神を大たい切せつにする国なのです」

「へええ……」

　よく分からないが、「精神を大切にする」というフレーズがバズにはひどく新鮮に聞こえ、なにやら感心してしまった。任務に忠実な執事は、面おも白しろおかしくもないまじめな顔で、説明を続ける。

「ですから、現在彼らは、シザール少年の生まれた場所が占いに沿うところにしようと、占いの解かい釈しやくを行っている最中です」

「……それって、事実の捏造だと思うけど？」

「事実とは人によって捉とらえ方が異なるものです」

　平然と言ってのける辺あたり、やはりシンシアの片腕と呼ばれるだけあると、バズは呆れてしまった。

　ともかくヘッジの言うとおり、彼らは都つ合ごうのいいように占いの解釈を行っていた。

「シザール少年が生まれた通りには、南の大陸から運び込んだ、巨大なオベリスクがあるそうです。それが『岩の塔』ではなかろうかと」

「ゼフィッツイには毎年春になると、砂の風が吹き荒れるらしい。砂は金色ではないか」

「な、波っ……どこか、ゼフィッツイで波の立つところはないか！」

　どうやら彼らは、「占いは無視できないが、ほかに適当な子供もいないので、シザールで妥だ協きようしたい」と思っているらしかった。中でもいちばんシザール推すい薦せんに乗り気だったのが、団長のチャンカーンで、

「この方がニャンハンの後継者に違いない。あのボタンを見たとき、私は全身が総毛立つのを感じたのだ。私は今、使節団の団長になれたことを感謝している！」

　などと、生き真ま面じ目めそうなおもてからは想像もつかないほど、熱弁を振るっていた。だが、どこかしら口調に恥じらいを感じるのは、自分にはそういった激情は似合わないと分かっているからだろうか。

　ラズボーン家の客人たちはてんやわんやの大騒ぎだった。







　７　謎なぞの白仮面殺人事件







　極ごく彩さい色しきの衣装をまとったワンサーラ人が侃けん々けん諤がく々がくの討論を交かわしている中、バズはシザール少年の尾び行こうを行っていた。

　シザール・イザベラ母子は与えられた一室で、昨日から寝泊まりしている。イザベラは使節団の団員に息子を売り込む為ため、あちこち出て歩いているが、当のシザールはずっと部屋に閉じこもりっぱなしだった。それを、バズは廊ろう下かから物陰に隠れて監かん視ししていたのだが、

「バズ、なにをやっているのですか？」

　背後から声をかけられ、バズは飛び上がった。物陰といっても、廊下に置いてあった巨大な花瓶の裏に隠れていただけなので、うしろからは丸見えだったのだ。

　慌あわてて振り返ると、イェーウ僧そう侶りよの姿があった。彼なら一昨日から親切にしてもらっているので、バズも人見知りしないですむ。ホッと胸を撫なで下ろしながら、

「な、なんでもないです、イェーウさん。ちょっと疲れたから座すわっていただけで」

「そうですか。私はてっきりシザール少年を監視していたのかと思いましたよ」

　にっこりと笑顔でイェーウは言う。バズは返へん答とうに窮きゆうした。

（こ、この人、分かって言ってるんだ）

「……イェーウさん、最終的にこの子がニャンハンだって決めるのは、誰なんですか」

　バズは観念して、上うわ目め遣づかいにイェーウに尋ねた。イェーウはほほえんで、

「最終的にはザレイの大だい僧そう正じようと権ごん僧正のお二人が決定なされます。でも、我われ々われがここで一人に絞しぼり込めば、お二人もその少年を選ぶしかないですね」

「イェーウさんは、シザールがニャンハンだと思いますか？」

　バズの質問にイェーウは目を細めた。その端たん正せいな顔から笑みが消え、鋭するどい険けんのある顔つきになる。

　ほほえんでいる顔しか知らなかったバズは、イェーウの変へん貌ぼうに思わず怯ひるんだ。なにかいけないことを言ったのではないかと、びくびくする。

　だが、イェーウはすぐに元のアルカイックスマイルに戻ると、

「それは私だけでなく、占うら部べのスーマオ和お尚しようと決めることです。盲めしいた彼をここまでお連れしたのは、その為なのですから」

「あ……そうなんですか」

　バズは無口な老人を思いだした。置物のようなあの老人がなにかを喋しやべる姿は、どうも思い浮かばなかったが。

「テッセンが帰ってきたら分かります。彼が誰も見いだすことができなかったら、シザールが審しん議ぎにかけられるでしょう。」

「もし、ウィルたちが占いどおりの場所で生まれた子供を見つけてきたら、別にニャンハンの生まれ変わりだって決定的な証拠がなくても、そっちに決まるんですか？　ボタンを持ってなくても？」

「たとえ、前のニャンハンの生しよう涯がいを語ることができなくても、ね」

　そう言うと、イェーウはにっこりほほえんで、その場を去っていった。

（イェーウさんは占いを重視しているのかな？）

　ほかの僧侶たちが手を抜こうとしている中で、筋すじを通そうとするイェーウに、バズはますます好感を持った。

　そのとき、バンッ、と扉とびらが開いて、部屋の中からシザールが飛び出てきた。バズは慌てて身を隠したが、少年はどこへ行くでもなく、部屋の前でおろおろとしている。

「？」

　バズは首を傾かしげたが、シザールの切せつ羽ぱ詰つまった泣きそうな表情を見て、「これは」と悟さとった。どうしたものかと迷ったが、しかたなく物陰から出て、シザールに近寄る。

　シザールはバズに気づいてビクッと震えたが、すぐに顔を真っ赤にして、

「なに見ているんだ！　あっち行け！」

　甲かん高だかい、母親に似たヒステリックな声で怒ど鳴なる。バズは思わず怯んだが、相手は三つも年下の子供だと思い直し、相手を刺激しないようにそっと声をかけた。

「ねえ」

「なんだ！」

「トイレならあっちだけど」

　そう言って回かい廊ろうの方を指さす。シザールはじっとバズを見たが、こらえきれなくなったらしく、バズの指した方に向かって走りだした。慌ててバズもついていく。

　ラズボーン家の上下水道施設は完全に整ととのっている。上水は二十キロ離れた森の湧わき水を個人で引き、泉を模した庭の池で湧き出させているし、下水はその湧き水を使って川に吐き出させていた。バズたちが一昨日見た、ラズボーン家の中から流れ出てきた川は、その排はい水すい溝こうだったのだ。トイレももちろん水洗だ。

（トイレの場所を今まで知らなかったってことは、昨日からどうしてたんだろう）

　シザールがトイレに入っている間、バズは廊下でそんなことを考えていたが、虚むなしくなってやめた。ゼフィッツイではまだまだ下水を路地に垂たれ流しにしている地区が多いと、父親から聞いていたからだ。トイレという観念は都会より、排はい泄せつ物ぶつを肥料として溜ためる習慣のある田舎いなかの方が進んでいる。

　シザールがトイレから出てきた。少年はバズを無視すると、走って部屋に戻ろうとしたが、

「あっ、シザール、手を洗わないとダメだよ」

「うるさいな！」

「でも、気をつけないと赤せき痢りになるよ。ゼフィッツイは多いって聞くし」

　真剣にバズは忠告する。シザールは仏ぶつ頂ちよう面づらになって、それでも渋々、

「……どこで洗うんだ」

「こっちだよ」

　バズはホッとして、トイレの脇わきに設置された手洗い場に導みちびいた。

「このペダルを踏むと、このじょうろから水が出てくる仕組みだから……」

「…………」

　シザールは無言でバズに言われたとおりに手を洗ったが、手を振って水を切ると、やっぱりその場から逃げるように駆けだした。

「あっ、家の中で走ると危あぶないよ！」

「いちいちうるさい！　農民風ふ情ぜいが大きな口叩たたくな！」

　バズの忠告にシザールは癇かん癪しやくを起こして、怒ど鳴なり返した。だが、バズが少年の言葉に傷つく暇ひまもなく、シザールはピカピカに磨みがかれた廊下に足を滑すべらせ、べたん！　と顔から盛大に転んだ。バズは仰ぎよう天てんして、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　慌てて駆け寄り、シザールを起こす。少年は唇くちびるを切って、だらだらと血を流していた。

「あーあ、血だらけじゃないか」

「…………」

　バズがブラウスの袖そでで顔を拭ぬぐってやる。シザールは顔を真っ赤にしていたが、ぐしゃっと顔を歪ゆがませると、「わあっ！」と大きな声を上げて泣きだした。バズは面食らって、

「シ、シザール？」

　おろおろとバズはうろたえる。怪け我がの手当はできても、小さな子供をあやす芸当は身に付けてなかったので、結局泣き声を聞きつけて執事のヘッジが来るまで、バズはシザールと一いつ緒しよに廊下でおろおろしているしかなかった。




　詰まるところ、シザールは母親に言われるままにラズボーン家に来たものの、こんな大きな屋敷とは思わず、またたくさんの大人に囲まれて、緊張のあまりトイレに行く余裕さえなかったのだ。それでバズに対して棘とげのある態度をとったものの、優しくされて、緊張の糸がぷっつり切れてしまったというわけである。

　手当をしてヘッジが部屋から出ていっても、シザールはぐしぐし泣いていた。バズは困こん惑わくしたが、どうすることもできず、少年の隣となりに座すわってじっとしていた。

　そのうち、

「……俺、ニャンハンになれないのかな」

　ぽつんとシザールが呟つぶやき、バズは振り返った。少し意外な気がして、

「ニャンハンになりたいんだ？」

「……だって、俺、ニャンハンの生まれ変わりだもの」

　図はからずもバズは引っかけた質問をしたが、シザールは少しの沈黙のあと、そう答えた。

「ママがあんなに一生懸命なのに、俺がニャンハンになれなかったら、きっと俺に失望して、悲しむんだ。ママは不幸な人だから、俺が幸せにしてあげなくちゃ」

「君は、ワンサーラに行きたいの？」

　バズの問いに、シザールは顔を上げた。そして、難むずかしそうに眉み間けんにしわを寄せて、

「分からない。だって、どういうところか知らないもの」

「すっごく遠くにあるんだよ？」

「ん……でも、ママが一緒なら、平気だと思う。ママが幸せになるなら、俺、行くよ」

「？」

　バズは首を傾かしげた。それではまるで、イザベラがワンサーラに行きたがっているようではないか。

「ねえ、君のお母さんは、もしかして──」

　そうバズが尋ねかけたときだった。

「誰か、誰か来て！　テッセンが、テッセンが死んじゃう！」

　廊下をこだまして聞こえてきたのは、紛まぎれもなくマギーの声だった。バズは飛び上がった。

「マギー!?」

　すぐさま部屋を飛び出し、一いち目もく散さんに玄関に向かう。

　玄関に着くと、すでにヘッジが来ており、マギーと御ぎよ者しやのロバートの肩に支えられたワンサーラの僧侶を診みているところだった。

　テッセンはすぐに玄関ホールの長なが椅い子すに横たえられた。顔が真っ青で、脇腹から血がにじんでいたが、意識はしっかりしているようだ。

「マギー！　どうしたの!?」

　バズが駆け寄ると、マギーは震える声で、

「ウ、ウィルが変な奴らにさらわれたの。テッセンが、戦ったんだけど、銃じゆうで撃うたれて、撃たれて……」

　ショックが大きかったせいか、マギーはそれ以上なにも言えなくなり、ぼろぼろ泣くだけだ。バズは狼ろう狽ばいしたが、ともかくテッセンの怪我を診ているヘッジに、

「ヘッジさん、彼の具合はどうですか」

「弾たまは貫通していますし、かすり傷です。感染症さえ気をつければ命に別状はないですね」

　そう言ってヘッジはロバートに医者を呼んでくるよう指示すると、自分は止し血けつを施ほどこした。テッセンがなにか呟つぶやいたが、カムナン語なのでバズには分からなかった。ヘッジがむっつりした顔のまま、なにか言い返している。

　バズはマギーの腕を摑つかんで揺さぶった。

「マギー、大丈夫だよ、命に別状はないって。かすり傷だって。しっかりして」

「ほ、ほんと？　で、でも、あんなに血が出て」

「もう血は止まってるよ」

　バズがそう言うと、マギーは大きな目で彼を見つめた。それから、ふっと脱力し、膝ひざから床ゆかに崩くずれる。バズは驚いて、

「わっ！　マ、マギー、大丈夫!?」

「緊張の糸が切れたようね」

　頭ず上じようから声が降ってきて、仰あおぐとシンシア・ラズボーンが正面階段を降りてくるところだった。彼女はワインレッドのガウンをひるがえしながら、付き従ってきた使用人に、

「ジョージ、その少女を客室に運びなさい。あとで気つけ薬を持っていくように」

「かしこまりました」

「それから、エドウィン・ゴーダを呼びなさい。ヘッジ、オウ・テッセンは？」

「軽けい傷しようでございます」

「あら、それはよかったわ。オウ・テッセン、説明してごらんなさい、なにがあったのか。それと、あの少年は誰？」

　怪我人を怪我人とも思っていない無情なシンシアの言葉で、バズは初めて扉とびらの入り口に佇たたずむ少年に気がついた。

　金髪の、頰ほおのふっくらした愛らしい少年だった。バズと目が合うと、心配そうな様よう子すで頭を下げる。
















（この子……？）

　テッセンが血の気けの引いた顔で、なにか言った。やはりカムナン語だ。痛みで頭の回転が鈍にぶっているようだ。シンシアは相手が怪我人であろうとなんだろうと、冷然と、

「おや、それで説明しているつもり？　ウィルが誰にさらわれたですって？」

「あの、ぼくが代わりに説明していいですか」

　シンシアに苛いじめられるテッセンを見るに見かねて、少年が口を挟はさんだ。シンシアは少年に向かって、婉えん然ぜんとほほえみ、

「坊や、自己紹介でもするつもり？」

「はい。ぼくの名前はトレミー、以前はベイトマン家で奉ほう公こうしていました。テッセンたちと会ったのはつい一時間ほど前で、ニャンハンというお坊さまの候補だから一緒に来てほしいと言われて、ぼくは了りよう解かいしたんです」

　シンシアの嫌いやみにも卑ひ屈くつにならず、トレミーは彼女をまっすぐ見て、はっきりと喋しやべった。

「そのあとすぐに、正体の分からない人たちに襲われて、ウィルはぼくの身代わりになって連れ去られてしまったんです。テッセンはそのとき、銃撃されたんです」

「ちくしょう……飛び道具なんて……アリか……」

　テッセンが悔くやしそうに、なんとかバズにも分かる言葉で呟く。

　シンシアは少年を凝ぎよう視しした。そして、

「それでは、おまえが二人目のニャンハン候補ということね。いいでしょう、おまえもしばらくここにいなさい。ウィル・ゴーダのことはわたくしに任まかせなさい」

「レディ・シンシア、ウィルは大丈夫でしょうか」

　バズは不安になって尋ねた。シンシアは素そっ気けなく、

「さあ？　『正体不明』の輩やからが相手では、いかなわたくしでも判断に苦しむわね。愚おろかな賊ぞくであれば、ウィルが人違いと分かった時点で殺してしまうかもしれないけれど、そのときはこのシンシア・ラズボーンを愚ぐ弄ろうすることがどういうことか、彼らは身をもって知ることになるわ」

　そう言って微笑を浮かべるが、柔やわらかい口調とは裏腹に、バズは背筋がぞくりとするのを感じた。

（この人を敵に回しちゃいけないんだ。こ、怖い）

　バズが怯んでいる間に、シンシアは集まってきた使用人にてきぱきと指示を出した。そして、

「ヘッジ、手当が済んだら、イェーウを呼んできて」

「私ならばここにいますよ、レディ・シンシア」

　振り返ると、バズが来た廊下からイェーウがやってくるところだった。彼はまっすぐトレミーのところへ赴おもむき、おもむろにひざまずくと、

「シャウエーニャンハン、あなたとの再会を心待ちにしておりました」

　そう言って、額ひたいを少年の足に押しつける。トレミーは当とう惑わくした表情で、シンシアを見た。シンシアは面おも白しろそうに笑っているだけだ。

　バズが呆あつ気けにとられていると、テッセンが脇腹を押さえながら半身を起こして、「へへ……」と力なく笑い、カムナン語でイェーウになにか言った。イェーウもほほえむと、なにか言い返した。おそらく、ニャンハン候補を見つけてきたテッセンへのねぎらいの言葉だろう。

　二人はこのトレミーがニャンハンの後継者だと、確信しているかのようだった。

（でも、なにがシザールと違うんだろう？）

　金髪緑眼のトレミーより、どこかワンサーラ人の風ふう貌ぼうをしているシザールの方が、それらしく見えなくもないとバズは思った。それとも、やはり「占うらない」か？

　視界の隅すみに、遅れてやってきたチャンカーンが、この光景を見て硬直している姿が入った。「まさか、そんなバカな」と言わんばかりの驚きよう愕がくした面おももちだ。

（なんだか雲行きがおかしくなってきたみたいだ）

　バズは一いち抹まつの不安を抱いだいた。




　誰かが怒鳴っている声で、ウィルは目が覚めた。

「あ……ったま、いてえ……」

　変なものを嗅かがされて強ごう引いんに眠らされたので、頭の芯しんがズキズキする。ウィルは頭を押さえようとした。だが、うまく手が動かない──よくよく自分の体を見てみると、彼は縄なわで手足を縛しばられていた。どうりで動かないはずだ。

（ここは……）

　暗がりの中、ウィルは辺あたりを窺うかがった。どこかの納な屋やのようだ。煉れん瓦がと木を組み合わせた部屋の中に、缶やら箱やら、ストーブや古いゆりかごまで、いろいろな物が雑然と置かれている。そこにウィルは投げ込まれていたのだ。

　窓の外はまだ暗い。隣家の高い建物が見えるので、まだゼフィッツイのどこかだろう。一つだけある木のドアの向こうからは、光と一緒に声も洩もれていた。

「まったく役立たずどもめ！　おまえたちの目はどこについているのだ、あれが九歳の子供に見えるか！」

　男の固い怒鳴り声が飛んでくる。

（敵の頭の登場か。やっぱりトレミーを狙ねらってたんだ）

　ウィルは耳を澄ました。

「しかも、男はかすり傷ですんだというではないか！　高い金を払っているのに、なんという体ていたらくだ！」

　怒鳴り散らしている男の口調からいって、どうやら相手は上流階級の人間で、金で襲撃者たちを雇やとったらしいと、推すい測そくする。

「しかしですねミスター、あいつ、べらんぼうに強いんですぜ。真っ向からぶつかったんじゃあ、勝ち目がないです」

「だから言ったではないか。オウ・テッセンは僧兵の中でも一、二を争うと」

「僧兵がそんなに強いなんて思わないですよ。普通ナイフに素す手でで向かってくる奴がいますか？」

　反論している者たちの声には呆あきれた様よう子すが窺える。テッセンが無ぶ事じだと知ってウィルはほっとした。

（なーんて、ホッとしてる場合じゃないぞ。俺はどうするんだ）

　ウィルはようやく自分の置かれた立場を思い出して、急いで部屋を見回した。いろいろと物が置いてあるわりには、使えそうな物は見つからない。ともかく縄を切りたい。

（俺を殺してないってことは、まだ使い道があるってことか。何者なんだろう）

　トレミーを狙っているということは、ワンサーラに関係がある人物の仕し業わざとみて、ほぼ間ま違ちがいない。この国でいちばんワンサーラと関係があるのはシンシア・ラズボーンだ。彼女でないとすると、やはり使節団の誰かということか。

（しっかし、こんなことして誰が得するっていうんだ？　トレミーを見つける為に、わざわざワンサーラから来たんだろうに）

（それとも、なにか見つかっちゃあまずい理由でもあるのか？）

　考えながら、ウィルは園芸用のシャベルが立てかけられてあるのを発見し、あれで縄を切ろうと体を動かした。

　そこへ、一枚しかないドアが乱暴に開いたので、慌あわてて寝たふりをする。どやどやと数人が部屋に入ってくる気け配はいがした。

「起こせ」

　怒鳴っていた男が命令して、ウィルはぐいっと胸ぐらを摑つかまれた。殴なぐられでもしたらかなわないので、目を開ける。顎あごの割れた男が、不ふ審しんそうにウィルを見ていた。

「マスター、起きてますぜ、このガキ」

　男につられてウィルも「マスター」を見る。いかに夜は涼しいとはいえ、この初夏に黒いフードのついたマントをまとい、大きな白い仮面をかぶった男が立っていた。これが犯人の親玉か。

　仮面の男はじっとウィルを見下ろしていたが、

「……おまえたちは出ていけ」

「え？　しかしですね」

「出ていけ」

　有う無むを言わせない口調に、手て下したたちは部屋を出ていく。

　部屋の中にはウィルと仮面の男しかいなくなった。

　男は無言だった。ウィルは警戒もあらわな視線で男を眺ながめていたが、

「……俺をどうしようって言うの？」

　挑戦的に、カムナン語で話しかけてみる。相手の手がぴくりと動いたが、よほど自制心があるのか、静かな口調で、

「ニャンハンの証あかしを出せ」

「……は？」

　自分の国の言葉で言われたにもかかわらず、思わずウィルは聞き返した。

　男はことさら抑よく揚ようのない声で、

「あの子供のニャンハンの証をおまえが持っているのであろう。それを渡せば今すぐに解放してやる」

「渡せって……俺、別になにも持ってないよ？」

　ウィルは困こん惑わくして言い返した。トレミーとの出会いから襲われるまでのことを振り返ってみても、なにかを渡されたり受け取ったりした記憶はない。

　だが、相手は信じてくれなかったようで、少し声を荒くした。

「噓うそを言うな。なにか、決定的なものがあったはずだ。でなければ、奴があんなにあっさりとあの子供を受け入れるわけがないっ」

「あいつって、オウ・テッセンのこと？」

　ウィルの質問に男は答えなかったが、テッセン以外に誰がいるとも思えなかったので、ウィルは呆あきれながら、

「テッセンは、あれは完全に思いこんでるだけだよ、なにも証拠はないって。ただ、占いの解釈にぴったりな場所で生まれたってだけ。なあ、こんなことして、ニャンハンの後継者が見つかったら困るわけ？」

「……誰を懐かい柔じゆうした？」

「なに？」

「占部の誰を懐柔した？　占いが当たるはずがない。おまえたちが工作をしたに違いないのだ。言え、あの子供は何者だ！」

　鋭するどく追及する男に、ウィルは面食らった。この男はなにか誤解をしている。ウィルがザレイ教の占部の誰かを懐柔して、トレミーがニャンハン候補になるよう、工作したに違いないと言っているのだ。

（違う、「俺が」じゃない。俺にそんなことができるとは思わないはずだ）

（じゃあ、シンシアか？）

　そこでウィルは、この仕事を受けたときに、「始めからニャンハンの後継者は決まっていて、この捜そう索さくは誰かが型通りの手順を踏む為だけに仕組んだのかもしれない」、と推論したことを思い出した。

　実際はもっと根の深いことだったのかもしれない。占いが当たるはずがない──そう断言するからには、この男とてなにか占部に工作したに違いない。

（一体どうなってるんだ？　このニャンハン捜しは、ただの子供捜しじゃない？）

　ウィルは混乱する頭を必死に整理しようとした。だが、パーツが抜けているパズルのように、どうしても組み立てられない。

　誰かがトレミーをニャンハンにしたがっている。そして、この男はそれを妨害しようとしている。それだけがはっきりしていることだ。理由は？　分からない。

（誰か、ほかにニャンハンにしたい子供でもいるならともかく──）

　トレミーをニャンハンにしたがっている黒幕がシンシアという仮定は、なんとなく理解できた。シンシアは独立権を楯たてに、ワンサーラを支配しつつある存在だ。精神面からも支配しようというなら、ワンサーラ人の心の拠よりどころであるニャンハンに、自分の手の内の人間を据すえるのは賢かしこいやり方だ。だから、彼女が占部を懐柔して、こんな遠い国の子供を指定させたというのは、頷ける。ワンサーラ人も新たなるニャンハンの故郷として、この国に親しみを持ってくれればなお好こう都つ合ごうだろう。

（ははあ、そういうことか。それをこいつは妨害しようとしてるんだな。ワンサーラ人の誇りにかけて）

　ウィルはようやく納なつ得とくした。たしかに、外国人に自分の国のことを干かん渉しようされるのは腹立たしいだろう。ウィルは少し同情したが、そこで、再び「ん？」と疑問にぶつかった。

　シンシアが勝手に決めた子供なら、なぜあんなにテッセンはトレミーに傾けい倒とうしたのだ？　この仮面の男も、それを疑問に思ったから、こうして「証拠を見せろ！」とか言っているのだろう。

（つまり、占いを素直に信じてるテッセンが単純ってことか？　うーん、テッセンならありえないことじゃない。ありえないことじゃないけど……それを俺がこいつに説明して、納得させるのかあ？）

　ウィルは白いのっぺりした仮面を仰あおぎながら、冗談じゃないぞとげんなりした。

「……あのさあ、俺は一昨日この仕事を請うけ負おったばかりで、なんにもワンサーラの事情は知らないんだよ？　テッセンがトレミーをニャンハンだって思いこんでるのは、占いを信じ切ってるからじゃないの？　テッセンにじかに聞けばいいじゃないか」

「オウ・テッセンの思考は単純明快だ」

　プイと、仮面の男が横を向いた。その素そっ気けなさに、ウィルはキョトンとした。

「テッセンの話じゃないの？」

「……少し時間をくれてやる。次に私が来るときまでに、あの子供の証を思い出しておけ。でないと、おまえの仲間がどうなるか分かるな？」

「あっ、なんでそっちに被害がいくんだよ！　やるなら真っ先にシンシアにしろよな！　あいつが諸悪の根元だろうがあ！」

　ウィルの喚わめきを仮面の男は無視して、部屋を出ていってしまった。

「まったく……」

　ウィルは頭を搔かきむしりたかったが、手が動かないのでそれもかなわず、憮ぶ然ぜんと床ゆかに転がった。

　そのうち、隣となりの部屋が騒がしくなった。どうやら仮面の男が出かけたらしく、残った手下たちが宴会を始めたらしい。

「…………」

　歌が聞こえてきたところで、かなり酔いが入ってきたと見たウィルは、再び体を起こし、シャベルのところまで這はっていった。そして、縁のところに手首の縄をこすりつけ、地じ道みちな作業に入る。

（あの仮面の男……あの喋しやべり方、体つき）

（あれは、チャンカーンだ）

　ほかの誰であるというのだ。愛国心に燃える男、生き真ま面じ目めそうなチャンカーン。イメージが重なる。

　大体、チャンカーンはワンサーラ王の腹心とかいう話だ。ルビー鉱山の件でシンシアにしてやられた国王が、これ以上好き勝手にされるかとチャンカーンを使って妨害工作に出たとしてもおかしくはない。

（マギーやバズに手を出したら、俺が許さねえからな！）

　躍やつ起きになってウィルが縄を切断していると、突然、

「ぎゃっ！」

　という悲ひ鳴めいが飛んできた。ウィルは仰ぎよう天てんしたが、さらに、

「ぎゃあーっ！」

「た、助けてくれ！」

　次々と悲鳴と怒ど号ごうが上がり、がちゃん、ばたん、とけたたましい物音が隣の部屋からした。大だい乱らん闘とうが起きているような音だ。

（な、なんだ!?）

　断だん末まつ魔まの悲鳴にウィルは慄りつ然ぜんとしながら、急いで壊れたベッドの向こうへと這っていった。身を縮め、騒ぎが収おさまるのを隠れて待つ。どきどきする心臓の音があまりに大きくて、扉とびらの向こうに聞こえてしまうのではないかと、今にもあの扉が開いて、誰かが襲いかかってくるのではないかと、怯おびえた。

　そして。

　不意に物音がしなくなった。

　ウィルはしばらく身動きしなかったが、完全に隣の部屋から気け配はいがなくなったと判断すると、急いで腕に力を込め、残りのロープを引きちぎった。かなり力を入れないとちぎれなかったので、両手首の皮が剝むけて血がだらだら流れたが、気にする余裕はなかった。

　足のロープを解とこうとしたが、かなり固く結んであるのと焦あせっているのでうまくいかなかった。火で焼き切ろうと、ぴょんぴょん飛んで扉へとすがりつく。

「…………」

　ウィルは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って、そっとドアを開いた。そして、ひきつった悲鳴を上げる。

「ひっ……」

　隣の部屋は血の海だった。人間の体にはこんなに血があるのかと、改めて感心してしまうぐらい、床はおびただしい量の血で濡ぬれていた。床だけでなく、壁や天てん井じようにまで血しぶきが飛んでいる。

　テーブルや椅い子すがひっくり返り、六人の男が倒れていた。腹や喉のどがすっぱりと口を開いていて、全員絶命しているのは明らかだった。ウィルはその壮そう絶ぜつな惨さん劇げきに、呆ぼう然ぜんとした。

（全員太た刀ち傷きずだ。一人の犯行……？）

　むわっ、と急に血の臭においが鼻び腔こうをついて、ウィルは口と鼻を押さえた。むせかえるような血の臭いに、酸すっぱいものが胃の奥からこみ上げる。

　ふらりと、死体に引き寄せられるように足を動かしたが、縄で縛られているのを忘れていたので、べたん！　と床に倒れてしまった。ぬるぬるした血がべったり全身についた。

「う……うわっ、うわっ！」

　上うわ擦ずった悲鳴を上げ、ウィルは夢中で手についた血を振り払った。

「うわっ、うわあっ！」

　殺人犯がまだ近くに潜ひそんでいるかも知れないのに、それはよく分かっていたのに、声は一度出たら止まらなかった。ウィルは短い悲鳴を上げ続けた。恐怖のあまり、錯さく乱らんしかける。

「エド！　エドーッ！　エドおーっ！」

　そのときだった。

　ばたん！　と向かいにあったドアが開いた。ウィルは頭を抱かかえ、絹を裂くような悲鳴を上げた。







　８　エンゼル・ハートクラブ、出番なし！







「もう、テッセンのバカバカバカバカバカーッ！　肝かん心じんなところでなんで役立たずなのよ！　ウィルにもしものことがあったらただじゃおかないからね！　バカーッ！」

　朝っぱらからこれである。サロンから出てきたところをマギーに捕つかまったテッセンは、げんなりして、それでもジッと反論せずに彼女の怒いかりをぶつけられていた。

　しかし、怪け我がを押して夜通し討論をしてきた身には、マギーの攻撃は心底こたえる。ひとしきり怒りをぶつけられたあと、ようやく、

「おまえ、俺が怪我人だって分かっているよな？」

「どこが怪我人なのよっ、ドクターだってかすり傷だって、あんたはショックを受けただけだって言ってたじゃない！　もう、心配して損しちゃったわ！」

　容よう赦しやなくマギーは言い捨てる。しかし、実際そうなので、テッセンはなにも反論できなかった。ひくひく頰ほおをひきつらせながら、

「あのね、お嬢さん。俺、飯めしを食いたいんだけど？」

「怪我人がご飯食べようなんて生なま意い気きよ！」

「怪我人じゃねえって言ったばかりじゃねえか！」

　きいきいと二人が廊ろう下かで角つのを突き合わせていると、イェーウがやはりサロンから出てきた。

「おや。仲がよろしいですね、お二人は」

　と、くすくす笑われてしまった。テッセンは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、カムナン語で、

「イェーウ先輩っ、どうにかしてくださいよ、この娘。朝からうるさいったら」

「私にはお似合いに見えるけれどね。それはそうと、お嬢さん、トレミー少年はどうしてますか」

　後半のセリフはマギーに向けられたものだ。マギーは大声で喚わめいていたのを聞かれ、恥じらった様よう子すで、

「トレミーならもう食堂に行っているはずです──あの、どっちがニャンハンになるか、もう決まったんですか」

　スーマオ和お尚しようを抜かしたワンサーラ使節団十六名は、ゆうべから夜通しで議論を交かわしていた。むろん、トレミーとシザールという、二人のニャンハン候補を巡っての議論だ。

「トレミーがニャンハンに決まっている。あの少年こそニャンハンだ。俺は一目で分かった」

　テッセンが胸を反そらして断言した。

「あら、昨日は呆ぼう然ぜんとしてたくせに」

「たとえ俺のことが分からなくても、ニャンハンには違いないっ。あの利り発はつな顔、澄みきったまなざし、どれをとってもニャンハンだ。それなのに、チャンカーンの奴め」

　テッセンはカムナン語で腹立たしそうにチャンカーンの悪あつ口こう雑ぞう言ごんを吐いた。その間に、イェーウが優しく、マギーに説明する。

「意見は半々くらいですね。トレミー少年は占うらないに現れた者だけれども、シザール少年には先代のニャンハンのボタンがあります。シザール少年を推おすのはチャンカーンを筆頭に七人、トレミー少年を推おすのはテッセンを筆ひつ頭とうに八人」

「あら、人数が合わないわよ？」

「私とスーマオ和尚は数に入っていません。最終的に決めるのは我われ々われですから」

「チャンカーンは、俺たちがいいように占いを解かい釈しやくして、どこの馬の骨とも分からない子供を連れてきたと言うんだっ」

　テッセンが会話に割り込んできて、憤ふん然ぜんと言った。その発言には、一いつ緒しよにトレミーを捜してきたマギーも黙ってはいられず、

「あたしたちが一生懸命捜しだしたのに、インチキしたって言うの!?　失礼だわ！」

「だろう!?」

「テッセン、おまえもチャンカーンどのに向かって、シザールは威い厳げんの欠片かけらもないと失礼なことを言わなかったかね」

　初めてマギーと意見が合って盛り上がるテッセンに、イェーウがやんわりと窘たしなめる。テッセンは「まずい」といった表情で、押し黙った。

「テッセン、おまえがトレミー少年をニャンハンと信じる心は分かるが、そのせいでシザール少年を誹ひ謗ぼうしてはいけない。それはニャンハンのもっとも禁じたことだ。トレミー少年を信じるなら、そのことをおまえの信じるままにチャンカーンに伝えなさい」

「……はい」

　テッセンは悄しよう然ぜんと頷うなずいた。やはりイェーウには唯い々い諾だく々だくと従うようだ。

「俺が浅はかでした、先輩。ちょっと頭を冷やして、よく考えてからチャンカーンにもう一度掛け合います」

「くれぐれも手は出すのではないよ」

「はい」

　しゅん、としたまま、テッセンが階段を上がっていこうとするので、マギーが、

「テッセン？　食堂はこっちよ？」

「いい。食欲なくなった、俺は寝る」

　沈んだ声で答え、テッセンは与えられた二階の部屋へ行ってしまった。

　それを見送ったイェーウが、苦笑しながら、

「テッセンはまじめな若者ですが、少し喧けん嘩かっ早いのが問題でしてね。夕べも一晩中、チャンカーンとやりあっていて、止めるのが大変でした」

「たしかに、あんなのがお坊さまなんて考えられないわ。でも、バカはバカなりに見ていて楽しいんじゃない？」

　褒ほめているのか貶けなしているのか分からないことをマギーは言う。イェーウは数度瞬まばたきして、それからくすくす笑った。

「そうですね。彼がいると、僧院はにぎやかですよ。君たちは本当に仲がいいようですね」

「あたしは、なにもっ──」

　顔を真っ赤にしてマギーが反論しかけたが、イェーウは笑いながら手で制して、

「私も少し休眠を取ります。では、お嬢さん、なにかあったら起こしてください」

　そう言って、イェーウも階段を上のぼっていってしまった。

「もうっ、テッセンがなんだって言うのよ」

　マギーはぷうっと頰ほおを膨ふくらませたが、ここにいてもしかたないので、食堂へ行くことにした。

　食堂の扉とびらを開あけた途と端たん、

「このような者と同席するなんて信じられませんわ！　とても食事など喉のどは通りません！」

　ヒステリックな声が飛んできて、マギーはぎょっとした。見ると、もう一人のニャンハン候補シザールの母親、イザベラが、トレミーに向かって喚わめき散らしている。

「おお、一体おまえはなんの香水を使っているというの、鼻が曲がりそうよ！　そばにいるだけでも肌が痒かゆくなってくるわ。おまえのような下げ賎せんの者が貴族と同じ部屋にいるなんて、自みずからの立場を恥ずかしくは思わないの!?」

　イザベラはこめかみに青筋を立て、すさまじい勢いで罵ののしりまくった。トレミーはまっすぐイザベラを見て、彼女の話を神しん妙みように聞いている。そのそばで息子のシザールが、母親の剣けん幕まくに顔を青くしたり赤くしたりして、どうしたらいいか分からず立ちつくしていた。

　イザベラのあんまりの言いぐさに、マギーはカッとした。おろおろ行ったり来たりしているバズを見つけると、駆け寄って胸ぐらをぐっと摑つかむ。

「ちょっとバズ！　あの女、なんなのよ！　一いつ体たいどうしたの！」

「あっ、マギー。どうしたもこうしたも、食堂に来たら、運悪くシザールとトレミーが鉢合わせちゃって、そしたら、イザベラさんが癇かん癪しやくを起こして……」

　しどろもどろでバズは説明する。

「それは見れば分かるわよっ」

　役に立たないと分かると、マギーはバズを突き飛ばした。そして、イザベラに向かって、

「ちょっとオバさん！　一体なにさまのつもりよ！」

「お、おばさんですって!?」

　ギッと、イザベラが血走った目でマギーを睨にらむ。彼女も一晩眠っていないらしく、憔しよう悴すいして目がぎらぎらしていた。いちだんと怖こわい顔になっていたが、マギーは臆おくすることなく、

「トレミーが下賎だっていうなら、あんたはなによ、落ちぶれ貴族じゃない！　ニャンハンの地位が欲ほしくてハエのようにたかってきたくせに、あんたなんかにこの子を悪く言う資格なんかないんだから！」

「まっ、まっ」

　イザベラは顔を赤黒くして、屈くつ辱じよくのあまり声も出ないようだ。マギーはさらになにか言ってやろうとしたが、トレミーに止められてしまった。

「マギー、いいんです。ぼくが行きますから」

　トレミーはにっこりとほほえんで言う。罵ば倒とうされても腹を立てている様よう子すはない。

「ぼくも人間に貴き賎せんがあるとは思いません、でも、怒いかりは怒りで解決できません。ぼくが行くことで彼女が落ち着くのであれば、話し合う機会も増ふえると思います」

「トレミー、でもっ」

「おまえとなんか話すことはなにもないわ！　私のシザールがニャンハンなのよ、おまえはこの屋敷から出ておいき！」

　トレミーの譲じよう歩ほにも、イザベラは吠ほえたてる。キッとマギーが睨にらんだとき。

「その子がこの家を出ていくか否いなかは、わたくしが決めることよ、イザベラ・スコーリオ」

　鋭するどいその声に、ビクッとイザベラが震えた。シンシア・ラズボーンだ。

　緑のドレスで食堂に現れたシンシアは、手にしていた扇おうぎでイザベラを指さすと、傲ごう然ぜんと、

「よくお聞き、イザベラ・スコーリオ。この家の家長はわたくしです。わたくしの決めたことに不満があるというなら、今すぐおまえが出ていきなさい。もともと、この家に用があるのはおまえの息子であって、おまえにはないのだから」

「…………」

　女帝たるシンシアに気け圧おされ、イザベラはまったく反論できなかった。唇くちびるをわなわなと震わせ、今にも倒れそうなほど顔面を蒼そう白はくにさせると、ドレスの裾すそをひるがえして食堂を去っていく。

「あっ、ママっ」

　シザールが母親のあとを追いかけるが、食堂を出ていきざま、ちらりとバズを見た。「一緒に来て」と求めているまなざしだ。それに気づいたバズが、慌あわてて一緒に出ていく。

「え？　ちょっと、バズう？」

　予想もしなかったバズの行動に、マギーは呆あつ気けに取られた。当然バズは自分と同じトレミー派になると思っていたのだ。まさかシザールについていくとは思わなかった。

「バズ・フェナットはシザールに同情しているようよ」

　シンシアが面おも白しろそうに言う。マギーが仰あおぐと、さっきの、教きよう皇こうさえも黙らせる威い厳げんを持った女帝の姿は消え、どんな些細なことでも楽しもうとするいつものシンシアの姿があった。

「し、信じられないわ」

　マギーはまだ啞あ然ぜんとしていた。バズが自分と反対意見につくなんて、天地がひっくり返ってもありえないはずだったのに。

「あの子はあの子なりに調査をしているようだけれどもね。それよりマギー・ディーバ、ウィルが帰ってきたから出迎えておあげ」

　さらりとシンシアが言ったので、危あやうくマギーは聞き落とすところだった。

「ウィルが帰ってきたの!?」

「もう玄関に着いているわ」

　シンシアが言い終わらないうちに、マギーは玄関に向かって駆けだしていた。

　長い廊下を駆け抜け、玄関ホールに飛び込む。そこには執しつ事じのヘッジとエド、それからエドに背負われたウィルがいた。

「ウィル！」

　マギーがエドに駆け寄ると、ウィルはエドの服を着て眠っていた。顔には憔しよう悴すいの色が濃く、よく見てみると血を拭ぬぐったあとがある。手首に巻かれた包帯を見て、マギーはさあっと血の気けを失った。

「エド、ウィルはどうしちゃったの!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、怪我は大したことないよ。これは他人の血だから」

　エドが困ったような笑みを見せた。

「他人の血？」

「殺人現場に居い合あわせてたのだよ。近所から通報があって警察が駆けつけたら、ウィルがそこにいたんだ。今まで事じ情じよう聴ちよう取しゆされてたから、疲れて眠っているだけだよ」

　エドの話を聞いて、マギーはホッとした。あんまりホッとしたので、再び腰が抜けそうになるが、慌あわててエドの腕うでを摑つかんで体勢を保つ。

「おや、可愛かわいらしいこと」

　シンシアもやってきて、眠るウィルを見てころころと笑った。

「こうして口をきかなければ、可愛い坊やなのにねえ。エドウィン、警察はなんて？」

「それが──」

　エドが説明しかけたとき、ウィルがぱちりと目を覚ました。

「あっ、ウィル！」

　マギーが声をかけると、ウィルはぼやーんとした、まだ半はん覚かく醒せいの状態で彼女を見て、あどけなく笑った。それがあんまり可愛らしかったので、マギーはドキリとする。

「ウ、ウィル？　大丈夫？」

「…………」

　ウィルの顔からあどけない表情がだんだん消えていき、意識がはっきりするにつれて険けわしいものになっていった。そして、急に祖そ父ふの背中から飛び降りると、シンシアに向かって、

「チャンカーンは!?」

「東館の二階、鰐わにの部屋よ」

　シンシアが答えるなり、駆けだしていくウィル。いきなりのことにマギーは目を白黒させたが、

「ウィルう？」

　ともかく彼のあとを追う。エドとシンシアも追ってきた。

　ウィルはまっしぐらに、ワンサーラ人が寝泊まりしている東の館やかたに向かった。さっきまで寝ていたとは思えないスピードだ。マギーが必死に走っても追いつけない。

　やっと二階へたどり着くと、ウィルが一つの部屋の前で、半開きになった扉にしがみつくように座りこんでいるのを発見した。気分が悪くなってダウンしたのかと思い、慌てて、

「ウィル、大丈夫!?」

「来るな！」

　駆け寄ったマギーにウィルが怒ど鳴なる。ぎくっと、たたらを踏んだ彼女に、ウィルが飛びかかって手で目を塞ふさいだ。

「ウ、ウィル!?　なに、どうしたの!?」

「いいから見るな！　エド、マギーを向こうにやって！　シンシア、医者！」

　ウィルのいつにない感情的な声に、マギーはその方が怖こわくなって、エドに引っ張られるまま、部屋の前を離れた。

　チャンカーンが殺されたと聞いたのは、しばらくしてからだった。




「わたくしの館で殺人事件が起こっただなんて、サロンでのいいもの笑いの種だわ。ウィル、厳命よ、犯人を捜し出しなさい！」

　怒ど髪はつ天を衝つく勢いで、シンシアはウィルに命令を下した。こういうときのシンシアには逆らわないのが利り口こうだが、ウィルはつい、

「自分の家で殺人事件だなんて、お嬢さまなら楽しがると思ったけど？」

「わたくしに自慢させたかったら、警察の手など借りず、おまえ一人で解明してごらんなさい！　そうして初めて、わたくしは高笑いしてサロンで自慢して回るわ！」

　薮やぶ蛇へびとはこのことである。ウィルはこれ以上火の粉が降りかからないうちに、シンシアの私室から退散した。

　部屋から出ると、マギーとバズが待っていた。マギーが心配そうに、

「ウィル、どうだった？」

「犯人を捜せだって。困るよなあ、本当に警察追い返しちゃうんだもん」

　肩をすくめてウィルは答える。せっかく呼んだ警察も、「ワンサーラのことはおまえたちの管かん轄かつ外がいよ」と、シンシアが追い払ってしまったのだ。シンシアの前ではどんな道理も引っ込み、むちゃくちゃがまかり通るのである。

　マギーがまだ心配そうに見ているので、ウィルはきょとんとした。だが、彼女は違う意味で不安なのだと気づき、手を上げて、

「もう大丈夫。見慣れないもんいっぱい見たから、ちょっと取り乱しただけだって」

「ほんと？」

「うん。しっかし、まいったなあ。チャンカーンが殺されてたなんて」

　ウィルは部屋を開けたときのことを思い出して、胸がむかむかしてきた。

　チャンカーンの死因は扼やく殺さつだった。口から泡を吹きだし、白目を剝むいて床ゆかに倒れていた。

（うえーっ、一日に死体を七つも見ちった。夢見悪そー）

　しかし、とウィルは考え込む。てっきりチャンカーンが口封じの為ために悪党どもを殺したと思っていたのだ。なのに、当人が殺されていたとはどういうことだ？

「ウィルをさらったのはチャンカーンなんだろ？」

　バズが困こん惑わくした表情で尋ねる。やうべの顚てん末まつはもう二人に話してある。ウィルが頷うなずくと、

「じゃあ、やっぱりニャンハンの後継者を巡めぐって、チャンカーンは殺されたのかな」

「それ以外考えられないぜ。まさかトレミー以外にもニャンハン候補がいるとは思わなかったな。でも、そうなると、そうだな……」

　もう一人ニャンハン候補がいて、チャンカーンがそっちの少年を強く推おしていたのなら、トレミーをさらおうとした理由は分かる。

　しかし、今度は新たな問題が出てくる。

「チャンカーンはトレミーをニャンハンにしたくなかった。でも、シザールならいいっていう論理が分からないよな」

「二人とも、ワンサーラ人じゃないものね。大体、よくできたトレミーならともかく、シザールなんてそこら辺にいる悪たれ小僧だもの」

「シザールはいい子だよ。ただ、ちょっとお母さんに振り回されてるけど」

　バズがシザールをかばうと、マギーは「つーん」とそっぽ向いた。「まぎいい」と情けない声を上げるバズ。

　ウィルは腕を組んで考えた。

「チャンカーンにはシザールをどうしてもニャンハンにしたい理由があったのか？　となると、イザベラ母子の協力者ってのはチャンカーンだったってことだな。バズ、例のボタンをシザールに渡したのはチャンカーンだと思うか？」

「え？　あっ、うーん、どうかなあ。ぼくたちが来る前に、チャンカーンがどんな行動をとっていたか分からないし……でも、イザベラさんはこの家に来てから、頻ひん繁ぱんにチャンカーンと会っていたみたいだよ。シザール派のいちばんの実力者だから、おかしくないと思ってたけど」

　自信なさそうにバズは答える。すると、マギーがポン！　と手を叩たたいた。

「分かったわ！　実はシザールはチャンカーンの子供なのよ！」

「ええーっ？」

　自信たっぷりに断言するマギーに、ウィルとバズが揃そろって否定的な声を上げる。

「そんなことありえるかな？」

「さあ……」

「ありえるわよっ。レディ・シンシアも言ってたじゃない、ワンサーラからは留学生が多く来るって。きっとチャンカーンも十年前に留学に来て、イザベラとの間に子供ができちゃったのよ。あとで必ず呼び寄せるからってチャンカーンは帰国して、このニャンハンの後継者捜しを打ってつけのチャンスと思って、占うら部べを買ばい収しゆうしてニャンハンがこの国に生まれたとか言わせたのよ！」

　目をキラキラさせてマギーは推理した。彼女の悪いくせは、どんな問題でもロマンスにしたてあげようとするところだ。バズは彼女がいつ「エンゼル・ハートクラブの出番だわ！」と言いだすか、はらはらしたが、あいにくと今回はウィルが一緒だったし、いくらなんでもイザベラの世話を焼くつもりは起きなかったようだ。

「でも、もしシザールがチャンカーンの子供だとしても、なんでわざわざニャンハンになんかするのさ？　引き取る気があったなら、そのまま連れていけばいいじゃん」

　ウィルが根本的な疑問をぶつける。

「単にワンサーラに来させたいなら、なにもニャンハンなんて仮面を被かぶる必要はないんだ。シザールをニャンハンに就つけたい理由がどっかにあるはずだ。まあ、それはこれからのシザール母子の出方を見ないと分からないけど……問題は、チャンカーンが誰に殺されたかってことだな」

　ウィルは渋い顔で言って、ちらりとマギーを見た。マギーはきょとんとして、

「え？　なに？」

「いや……チャンカーンといちばん仲悪かったの、誰？」

「そりゃあもちろん、テッセンよ。テッセンはトレミーをすっごく推してたから、一晩中喧嘩してたって」

　そこまで言ってから、マギーははっと口を閉ざした。ウィルは続けて、

「チャンカーンが殺された時間、テッセンはなにしてた？」

「……寝てたはず」

「もう一度チャンカーンと話し合うとか言ってた？」

「言ってた……」

　青ざめるマギー。ウィルは大きくため息をつき、そして言った。

「テッセンを監禁しよう」




　互いに無事再会できたことに喜ぶテッセンを、うまいことラズボーン家の地ち下か牢ろうに連れ込んで、そのまま閉じ込めることができたときには、ちょっとウィルは可か哀わい想そうになった。

　鉄てつ格ごう子しの鍵かぎを下ろしたとき、テッセンは牢の中でぽかんとしていた。彼は格子越しにウィルたち三人を見て、そして、

「おい、これはなんの真ま似ねだ？」

「なんの真似って、テッセンを閉じ込めたに決まってるじゃない。チャンカーン殺しの第一容よう疑ぎ者しやなんだから」

「な、なに!?　いつからそういうことになったんだ、俺はやってないぞ！」
















　仰ぎよう天てんするテッセンに、ウィルは訝いぶかって、

「もしかして、真っ先に自分に容疑がかかるって思ってなかった？」

「俺はやってないっ。やってないものになぜ容疑がかかるっ」

　狼ろう狽ばいしながらもテッセンは反論する。自覚がない彼にウィルは頭が痛くなった。

　ウィルは手を広げて、指を折りながら、

「その一。チャンカーンといちばん対立していた人物である」

「うっ」

「その二。チャンカーンのことを罵ののしる中で、脅おどしともとれる文句を吐いた。これは使節団員全員が認めている」

「ううっ」

「その三。チャンカーンが殺された時間にアリバイがない。もっとも、これは使節団員のほとんどがそうなんだけど──よって、いちばん怪あやしく動機のある人物として、オウ・テッセン、あんたが選ばれたってわけ。納なつ得とく？」

「な、なるほど。俺がいちばん怪しいな」

　動揺しながらも納得しているテッセン。かなりパニックに陥おちいっているらしい。

「で、でも、俺はやってないぞ！　本当だ、信じてくれ！」

　テッセンは藁わらにでもすがるようなまなざしで、ウィルの隣となりに立つマギーを見た。マギーもどうしたらいいか分からない様子で、

「あたしもあんたがやったなんて信じられないわ。イェーウに怒おこられた直後だったしね──でも、チャンカーンって体格のいい人だったでしょ？　あんな人を絞しめ殺すことができるなんて、やっぱりあんたがいちばん怪しいのよ」

「おい！」

「まあ、容疑が晴れるまでこの中で大人しくしててよ。すぐ犯人見つけてくるからさ。下へ手たに騒ぐとますます怪しくなるから、注意しろよ」

　鉄格子を破りかねないテッセンに、ウィルは釘を刺した。「うっ」とテッセンが呻うめくところを見ると、やはり脱だつ獄ごくを企たくらんでいたのだろう。

「じゃ、またすぐに来るから。トレミーのことは任まかせといて」

「お、おう」

　なんだか間抜けなテッセンの返事を聞きながら、三人は地下牢をあとにした。

　日の当たる庭に出ると、バズがウィルに向かって、

「テッセンさんを閉じ込めたのは、やっぱり第二の犯行のアリバイ作りなのか？」

「うん。多分、犯人はチャンカーンだけで済ますわけがないと思う。チャンカーンが死んでも、シザールがニャンハン候補から下りないかぎり──」

「次はシザールか、イザベラが狙ねらわれるってこと？」

　マギーの物ぶつ騒そうな質問にウィルは頷いた。

「それと、トレミーも気を付けなくちゃな。イザベラがなにをするか分からないぞ」

　そう付け足した矢先、

「バズ！」

　館の方から焦しよう燥そうにかられた声が飛んできて、シザール少年が渡り廊ろう下かから飛び出してきた。バズを捜して走り回ったらしく、耳みみ朶たぶまで真っ赤だ。

　シザールはバズの腕を摑むと、息を切らしながら泣きそうな声で、

「バ、バズ、大変だ！　ママが、ママがトレミーを殺しちゃう！」

「言わんこっちゃないっ」

　すぐさまウィルが走り出した。マギーとバズ、シザールも慌ててあとを追う。

　館の中に入ると、メイドや使用人、ワンサーラの使節団員が上を下への大騒ぎをしていた。慌てふためきながら、ばたばたと屋敷中を駆け回っている。

「あっちだ！　楯たてかなにか持ってこい！」

「ドクター、こっちにも怪我人が！」

　怒ど号ごうが飛び交かっている。ウィルはみんなと一緒に騒ぎの中心に向かった。

　騒ぎの中心イザベラ・スコーリオは、本館の中央階段にいた。いたというよりは、中央階段は踊り場で二手に分かれて二階に向かっているので、そこをぐるぐると駆け回っていたのだ。その手には刃渡りが三十センチ近くある包ほう丁ちようが握られていて、哀れな獲え物もの──トレミー少年を追いかけていた。

　人々は階段の下と、どうやら二階のロビーにも集まり、なんとかしてイザベラを止めようとしていたが、近寄ると包丁を振り回されて危険この上なかった。何人か怪我人も出ているようだ。

　ウィルは階段の下にたどり着くと、顔見知りのメイドを摑つかまえた。

「メアリ、一体どうなってるんだ!?」

「ウィル！　ああ、なんとかしてちょうだい、スコーリオ夫人が錯さく乱らんなされてトレミーを殺そうとしているの！」

　若いメイドは怯おびえた声でウィルに訴えた。しかし、大人が躊ちゆう躇ちよしていることをウィルがどうにかできるはずがない。マギーたちもやっと駆けつけたが、イザベラの狂きよう態たいを見て啞あ然ぜんとするきりだ。

　イザベラは確かに錯乱しているようだった。トレミーを追いかける表情は鬼き気き迫るものがあり、まさに鬼おに婆ばばの様よう相そうだ。トレミーも必死に逃げるが、正気でない彼女のパワーは疲れを知らず、いつかは捕まってしまうだろう。

「おまえなんか！　おまえなんか現れなければ！　私の息子がニャンハンよ、あの子こそその資格がある！　おまえなんかに渡すものか！」

　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声でイザベラが喚く。ウィルは背筋が寒くなった。なにが彼女を駆り立てているか分からなかった。

（息子への過剰な愛情──？　それだけ？）

　そのとき、執事のヘッジが現れた。ウィルは彼に飛びつくと、

「ヘッジ、どうにかしてよ！　俺じゃ手にあまるよ！」

「ご心配は無用です、ウィルさま。私よりもあの方の方が適任かと存じます」

　この騒ぎにもまったく顔色を変えずにヘッジは答え、階段の上を指した。

　そのとき、見守っていた人々から悲鳴が上がった。見ると、イザベラが踊り場でとうとうトレミーの腕を捕まえたところだった。

　イザベラが包丁を振りかざす。緊張がみなに走った。

　だが、次の瞬間、上の階からイェーウが手すりを飛び越えて現れ、疾しつ風ぷうのごとくイザベラの利き腕に手刀を叩き込んだ。イザベラはイェーウに気づくこともなく、包丁を落とす。

「今だ！」

　わっと、人々が踊り場に押し寄せ、イザベラを取り押さえた。

「イェーウ！」

　ようやくイェーウにやられたと悟さとったイザベラが、大勢の人に抑おさえられながら吠ほえた。

「なぜあなたが邪じや魔まをするの！　中立の立場をとるとか言いながら、そのどこの馬の骨とも分からない子供の味方になるというの！」

「あなたがトレミー少年を殺すのを見過ごすことこそ、中立を保つ立場としては許せないことです。あなたが騒ぎを起こせば起こすほど、我われ々われの心しん証しようが悪くなることにお気づぎになりませんか」

　イェーウは口調こそ丁てい寧ねいだが、鋭するどく非難した。イザベラは分ぶが悪いと見たか、イェーウから視線を逸そらすと、今度はトレミーをギッと睨にらみつけて、

「おまえ！　今け朝さ、私になんて言ったの！　怒りは怒りで解決できない、私が冷静になるなら自分が出ていくと言ったわね！　私は今も怒りに満ちているわ、おまえがいるかぎりは！　自分の言葉が正しいというなら、私の為ために死んでごらんなさい！　おまえが死んで、私は初めて冷静になれるわ！　おまえのその偽ぎ善ぜんたらしい言葉を実行してみたらどうなの!?」

　イザベラは一気にまくしたてる。理論もなにもあったものではない。ウィルが呆あきれて、なにか彼女の気をそぐようなことを言おうとしたが、

「ぼくはあなたに殺されるわけにはいきません」

　トレミーが動どう悸きに頰ほおを紅こう潮ちようさせながらも、きっぱりと、物もの怖おじせず言った。イザベラの顔が醜みにくく歪ゆがむ。彼女は口端を奇妙につり上げて、狂おしく哄こう笑しようしながら、

「やはり口先だけなのね！　所しよ詮せんはこんなものよ、なにがニャンハンの徳を受け継いでいるよ！　おまえになんかニャンハンの地位を渡すものか！」

「あなたがぼくを殺したら、あなたは犯罪者になってしまいます。そうしたら、シザールはどうするんですか」

　トレミーは哀しそうに眉まゆをひそめて、そう言った。ぴたりとイザベラの笑いが止まる。

「犯罪者の子供がどんな扱いを受けるか、あなたは分かっているんですか。ニャンハンなんて関係ありません、ぼくはなりたくてここに来たわけではないんです。でも、あなたの軽はずみな行動で不幸な人が出るかぎり、ぼくは徹底的に抵抗するつもりです」

　昂こう然ぜんと頭を上げ、トレミーは断言した。とても九歳の子供のセリフとは思えない、しっかりした口調だった。

　イザベラはトレミーに気け圧おされたように、呆然と少年の顔を凝ぎよう視ししたきりになってしまった。周まわりで聞いていた人々も同様だ。

（この子は、違う）

　ウィルは息を吞のんだ。トレミーは普通の子供ではない。それを再確認した。確かにトレミー自身、母親が犯罪者で刑務所生まれだ。そのことで今まで随ずい分ぶん苦労してきただろう。セリフに実感があふれているのも当然かも知れない。

　だが、それを差し引きしても、トレミーは違う。子供には言えないセリフを自然に言える。

　ウィルはぐっと拳こぶしを握りしめると、辺あたりを見回した。シンシアの姿を捜すが、こういうときには必ず駆けつけるはずの女主人の姿がない。

「ヘッジ！　お嬢さまはどこ!?」

「管かん弦げんの間までございます」

　聞き返すこともなく即答する執事に礼も言わず、ウィルは駆けだした。







　９　ばけのかわをはぐ







　シンシア・ラズボーンは「管かん弦げんの間ま」と呼ばれる、現代の音響技術を駆く使しして建てられた離れにいた。

　扉とびらを開けると、彼女専属の弦楽器カルテットがまったりとした、眠くなりそうな音楽を奏かなでていた。シンシアは彼らを前にソファに横たわっている。どうやら尖とがった精神を音楽でリラックスさせているようだ。

「お嬢さま」

　ウィルが声をかけると、シンシアは目を開いて彼を見た。

「ちょっと、話が、あるんだけど、人払いして」

　息を切らしながら言うと、シンシアはなにも聞かず演奏者たちに手を振った。四人は不満一つ言わず、静かに退室していく。

　シンシアは体を起こすと、婉えん然ぜんとほほえんで、

「このわたくしに命令するのは、世界広しと言えどもおまえたち家族だけよ。用件は？」

「ザレイ教の占うら部べに、なんて言えって言ったのさ」

　いきなり核心を突くウィル。冗談やふざけた態度は抜きにしろと、表情で訴うつたえる。

　シンシアは微笑を浮かべたまま、すうっと目を細めた。そして、

「次のニャンハンはわたくしの気に入るような子供にすること。それだけよ。ほかに注文はつけなかったわ」

「それを俺が信じると思う？」

「信じるわ」

　シンシアはさらりと言った。

「だって、おまえとわたくしは長い付き合いだもの」

「十二歳の子供に言うセリフか？」

　ウィルはようやく緊張を解とき、呆あきれて言い返した。シンシアはにっこりと笑い、手招きをする。

　ウィルが自分の膝ひざ元もとに座すわると、紫の液体の入ったグラスを手渡し、

「アルコールは入ってないから飲みなさい。いい子ねえ、わたくしが占いに関与していると、どうして分かって？」

「チャンカーンはお嬢さまを嫌ってたみたいだから」

　葡ぶ萄どうジュースを飲みながら、ウィルは答えた。

「チャンカーンは誰かが占部を懐かい柔じゆうしたって疑ってた。なぜ彼がシザールをニャンハンにしたかったかは分からないけど、多分、あいつ自身も占部に工作したんだと思う。ボタンで後継者の証あかしを作っても、なにせこの国はワンサーラから遠すぎる。だからまず、この国でニャンハンの後継者が生まれたと、占部に言わせる必要があった。その点はお嬢さまの注文とも一致してるから、占部はこの国をすんなり指定した」

「それで？」

「でも、そのあとの『海に抱いだかれし地』云うん々ぬんという占いは、チャンカーンにとってはデタラメだったはずだ。誰にも解けないような文句で、でも、どうとでも解かい釈しやくできるような。チャンカーンにはボタンという必殺アイテムがあったから、あいつにとって占いの価値は、この国と指定された時点でなくなっていたんだ。チャンカーンは俺に『占いが当たるはずない』って言ってたし。

　でも、俺が占いの場所にぴったりなところがあるって言ったから、不安になったんだろうな。デタラメのはずの占いで、そんなバカな、って。だから、俺たちを尾び行こうして、それで本当にトレミーを見つけだしてしまったから、チャンカーンは考えた。実は自分以外にも占部を懐柔して、ニャンハンの後継者を決めようとしてる奴がいるんじゃないか。じゃあ、この国の子供を後継者に据すえることでいちばん得しそうなのは誰か──ほら、お嬢さまに行き当たるだろ？」

「いい考えだわ、ウィル。いい考えだけれども──わたくしはこの国の子供にしろとも、ましてやトレミーをニャンハンにしろとも占部に言ってなくてよ」

　そう言うと、シンシアはソファから立ち上がった。

「わたくしは占部に、『わたくしの気に入るような子供にしなさい』と伝えただけ。あとは占部が勝手に判断して決めたこと。文句があるなら占部に言ったらどうかしら？」

「お嬢さまにそう脅おどされたら、この国の子供にしようと占部も思うさ」

　自分の立場と力を最大限に利用するシンシアに、ウィルは呆あきれた。だが、すぐに真剣な面おももちになって、

「じゃあ、本当にトレミーのことは知らなかったの？」

「おまえなら分かるでしょう？　ああいう子供はわたくしの趣味ではなくてよ」

　そう答えるシンシアは、少々不ふ機き嫌げんそうだった。それはウィルにも分かっていたことだ。トレミーを一目見て、シンシアの好みのタイプでないと分かった。シンシアは子供好きだが、ああいう礼儀正しく、そつのない完かん璧ぺきな子供は嫌いだ。

　それを知っているからこそ、さっきシンシアはウィルが信じると言い切ったのだ。

「それでも、ビジネスライクに、自分の趣味を切り離して、それらしいのを選んだと思ったんだよ」

　ウィルは肩をすくめて言い返した。

「じゃあ、トレミーが見つかったのはただの偶然ってことか。お嬢さま、まさかとは思うけど、誰かに命令してチャンカーンを殺させた？」

「そしてわたくしがおまえに捕つかまるの？　趣向としては面おも白しろいけれども、わたくしはトレミーでもシザールでもどちらがニャンハンになってもかまわないもの。動機がないわ。殺すとしたら、このシンシア・ラズボーンをコケにしたザレイの占部たちよ。ウィル、スーマオ和お尚しようのところに行くなら伝えなさい、おまえたちの幸せの青い鳥は逃げたとね」




　スーマオ和尚が誰かをウィルが思い出すまで、少し時間がかかってしまった。

（そうだ、いちばん最初にサロンにいた坊さんだ）

　人形のように小さく表情のない老人だった。占部を代表してきたとか言っていたが。

（……あのじいさんにも話を聞く必要があるか）

「ウィル」

　声をかけられて振り返ると、庭の向こうからイェーウが手を振って近寄ってくる姿があった。彼が来た方向にはテッセンが監かん禁きんされている地下牢舎がある。

「イェーウさん。テッセンの陣中見舞い？」

「ええ。ウィルがすべて解決してくれるだろうから、それまで大人しくしていなさいと言ってきたのです」

　にっこりとほほえんでイェーウは答える。見ている者がほっとするような笑顔だ。

（こういう人がお坊さんの鑑かがみっていうんだろうな）

「イェーウさん、強いんだね」

　連れだって本館に戻りながら、ウィルは尊敬の意をこめて言った。もちろん、イザベラから疾風のように包丁を落とさせた動きを見てのことだ。イェーウは苦笑して、

「あれは、夢中だったもので」

「夢中でできることじゃないよ。イェーウさん、僧そう兵へいだったの？」

　ウィルは何なに気げなさを装よそおって、そう尋ねた。イェーウは不思議そうな顔をした。

「ええ、そうです。知りませんでしたか？」

「テッセンがあなたのこと『先輩』って呼んでたから、なんだろうとは思ってた。先輩僧そう侶りよだからかな、って思ったんだけど、ほかのお坊さんにはそんな呼び方してないし」

　ウィルは慎重に言葉を選びながら、イェーウの表情を窺うかがった。怪しい素そ振ぶりはどこにもない。

（この人なら、チャンカーンのうしろからこっそり忍び寄って、扼殺することもできる。ほかの団員の話だと、ゆうべはスーマオ和尚と違う部屋にこもっていたときもあったというし。チャンカーンが議論を抜けだして俺を脅しにこれたぐらいだ、この人なら館を抜けだして、悪党どもを六人倒して……）

　ゆうべの惨さん劇げきを思いだし、ウィルは目め眩まいに襲われた。頭を押さえるウィルに、

「どうしました、ウィル」

　イェーウが心配そうに声をかける。ウィルは手を広げて、

「なんでもないよ。ちょっと、寝不足だから……」

（太た刀ち傷きずだった）

　しかも、かなりの手て練だれだろう。警察の見解もそうだった。今時珍めずらしい、剣で人を殺せる人間。決して競技としての剣術ではない、殺人手段としての剣技を持つ人間の仕し業わざだと。

（テッセンは拳けん法ぽうを使っていた。剣じゃない。東洋の宗教は、聖職者に鉄の武器の使い方を教えない。じゃあ、誰が六人を殺した？）

（この人には、動機がない）

　イェーウは最終的にトレミーかシザールか、決定できる立場にある。なにもチャンカーンを殺さなくても、自分の思うように決められるのだ。

（ないはずなのに……なにか、引っかかる。俺はなにか忘れてる）

「ウィル、顔色が悪い。あなたも少し休んだ方がいいです」

　イェーウがウィルの背に手を回し、館の廊下にあったソファに座らせる。こんな親切な人を疑う自分に、ウィルはちくちくと胸に痛みを感じた。

「なにか飲み物を持ってきましょうか。まだドクターがいらっしゃるはずですから──」

「きゃーっ！」

　イェーウの声が突然の絶ぜつ叫きように搔かき消された。反射的にウィルは立ち上がる。

　イザベラの声だ。

「どこだ!?」

「また中央階段の方で！」

　ウィルとイェーウは中央階段に向かって走りだした。さっきあんなことがあったばかりなので、あちこちから人が出てきて、一緒に中央階段に向かう。

　中央階段にはもう何人かが集まってきていた。そして、彼らが取り囲んでいるのは、頭から血を流して倒れているイザベラだった。ドクターもすでに駆けつけていて、彼女の体に耳を当てている。

「バズ！」

　ウィルは先に来ていたバズに駆け寄った。

「なにがあったんだ!?」

「イ──イザベラさんが見張りを殴なぐり倒して部屋を抜けだしたんだ。それで、階段で足を滑すべらせて……シザールを捜しにいこうとしたみたい」

　顔を青ざめさせて、バズはおろおろと説明する。

　執しつ事じのヘッジが担たん架かを持ってきた。ドクターの指示でイザベラを担架に乗せ、すぐ近くの客間に運ばせる。

　一緒に部屋に入っていこうとしたドクターを、ウィルは捕つかまえ、

「ドクター、彼女の具合は？」

「危険なところだ、強く頭を打っている」

　ラズボーン家の専属医であるドクター・マッケイは、ウィルと顔見知りだ。今回の事件の解決をシンシアに厳命されたことも知っていて、ウィルの耳に口を寄せると、口早に、

「どうやら彼女は薬を飲んでいたようだ」

「…………」

「息子さんを呼んであげなさい」

　そう言うと、ドクターは部屋の中に入っていった。

「ウ、ウィル……」

　バズが狼ろう狽ばいしながら声をかけてくる。ウィルは大きなため息をつくと、

「シザールは？」

「今はトレミーと一緒に、図書室に……」

「呼んであげて、お母さん、危あぶなそうだから」

「え？　あ、うん」

　ウィルの言葉の意味の重さに気づいて、バズはますます顔色を悪くしながら図書室へと走っていく。集まっていた人々も、ウィルの言葉でイザベラが重体であることを察したらしく、

「どうなっているんだ、一体」

「このお屋敷で続けて事件が起きるなんて」

　使用人たちが不安顔で囁ささやきあう。薬を飲まされたと知らなくても、「もしかしたらイザベラは突き落とされたのではないか」と、みな考えているようだ。

　ワンサーラ人の方はさらに深刻で、

「イェーウさま、我われ々われはどうなるんですか！」

「わ、私も標的にされるんでしょうか！」

　泣きそうな面おももちでイェーウにすがりついている。どうやらシザール派の者のようだ。イェーウは彼らを落ち着かせていたが、団員に広がった動揺はなかなか消せないようだった。

　ウィルはそれを見ていたが、ふと、閃ひらめいたことがあった。忘れていたなにかに、ようやく気がついたのだ。

（これはテッセンに確かめないと──）

（そう言えばマギーはどこに行ったんだろ？）




　その、ウィルとバズに置いていかれたマギーは、行くところもなく、地下牢に入り浸ひたっていた。

「だからあ、ウィルが熱中するとほかのことが見えなくなるのは前からだから、それはいいのよ。でも、バズまであたしに反抗するってどういうこと？　村にいたときは、ぴーぴー泣いてあたしのあと追いかけてたくせにっ」

　ぺたんと床ゆかに座すわりこみ、鉄格子越しにテッセンに向かって愚ぐ痴ちるマギー。バズが子供たちの世話にかかりっきりなのが不満のようだ。

「レディ・シンシアにもでれでれしちゃって、バカみたい！」

「あのなあ、おまえ、俺に愚痴を言ってどうするんだよ」

　鉄格子の向こうから、テッセンが呆れた口調で言い返した。

「いつまでも相手が自分の思うように動くと思っているなら大おお間ま違ちがいだぞ。バズって奴も、田舎いなかから都会に出てきたのを機に、独立心が現れたってことじゃないか。いいことだ」

「たった一週間で？　信じられないわ」

　ぷうっとマギーは頰ほおを膨ふくらます。意外にもテッセンが、

「まあ、それもそうだな」

　と同意したので、マギーは虚きよを突かれたようにテッセンを見た。

　彼は腕を組んで、

「大おお方かた、自分より年下の子供がいるから、『面めん倒どう見なくちゃ』と張り切っているだけだろ。二人がいなくなれば、また元に戻ると思うぞ、俺は」

「……ほんと？」

「おまえだってそうじゃないか。バズっていう子分が自分の手元を離れたら、急に弱気になって、ここにいるんだろう？　本当なら俺に愚痴を言っている暇ひまがあったら、ウィルと一緒に駆け回っているはずじゃないのか」

　揶や揄ゆするテッセンに、マギーはカアッと頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「な、なによ、知ったような口きいて！　もう、ばかばかばか！」

「あいたた。鉄格子越しに殴るな」

　怒っているのか楽しんでいるのか分からないマギーに、やはりテッセンが当とう惑わくしながらも笑っていると、ウィルが上からやってきた。

　ウィルはマギーがいるのを見て、

「あれ、マギー、こんなところにいたのか」

「ウィル！」

　ウィルを見たマギーの顔が、ぱあっと輝かがやく。

「あたしを捜しに来たの!?」

「いや、テッセンに話を聞きに。テッセン、あのさ、前にイェーウさんはこの国に留学しに来たことがあるって言ってただろ？　何年前？」

　マギーの質問を一ひと言ことで片づけて、ウィルはテッセンに尋ねる。テッセンはあぐらを組んだまま、ジッとウィルを凝ぎよう視しすると、カムナン語で、

「おまえ、頭はいいが人の気持ちは全然分からないんだな」

「……なんか、テッセンにだけは言われたくないこと言われた気がするけど。なに？」

「なんでもないさ。イェーウ先輩なら八年前だ」

　呆あきれ顔でテッセンは言葉を撤てつ回かいし、ウィルの質問に答えた。

「そのころはお坊さんじゃなかった？」

「正式にはな。でも先輩は小さいころから僧院に通っていたから、前のニャンハンの教えを受けているんだ。なんだ、おまえ、イェーウ先輩を疑っているのか？」

　剣けん吞のんなまなざしでテッセンはウィルを睨にらむ。ウィルは慌あわてて手を振った。

「そんなこと言ってないよ」

「当たり前だ。イェーウ先輩がチャンカーンを殺すはずがない。大体、動機がない。先輩もトレミーがニャンハンだと信じているし、後継者を選べる立場にいるんだ。どこにチャンカーンを殺す理由がある」

　憤ふん然ぜんとテッセンは言い放った。だが、ウィルは鉄格子に飛びついて、

「それだよ、それ！　どうして八年未満のキャリアしかない若いイェーウさんが、あんなにもみんなに慕したわれて、ニャンハンを選べる立場にいるんだ？　テッセンはもう十五年も僧院にいるのに、下したっ端ぱなんだろ」

「ばかだなあ、おまえは」

　テッセンは呆れ返って答える。

「俺と先輩は元が違うんだ。俺はしがない庶民出だが、イェーウ先輩は敬愛なる王家の一員だぞ。普通の庶民が留学なんかできると思っていたのか？」

「王族」

　ウィルは稔うなった。貴族の出しゆつ自じとは思っていたが、王族とまでは思い至らなかった。

「イェーウ先輩は現王おう妃ひ殿でん下かの弟ぎみだ。国王陛へい下かの従弟いとこにもあたる。とても気さくな方で、王族であるにもかかわらず、僧侶はすべて同等だからと俺にも親しくしてくれるんだ。まあ、去年まで同じ僧そう兵へい坊ぼうにいたこともあるけどな。先輩こそ、ニャンハンの教えを守る徳の高い人さ。みんなに慕われているのがその証拠だ」

　ニャンハンのことを語るときと同じように、テッセンは誇らしげに語った。イェーウが好きでたまらない、そんな様よう子すだ。

「テッセン、イェーウさんとテッセン、どっちが強い？」

「もちろん、イェーウ先輩だ。彼は宮きゆう廷てい召めし抱かかえの拳けん法ぽう師し範はんから皆かい伝でんをもらっているくらいだぞ。俺の師範でもあるのだから、束たばになってかかってもかなわないさ」

「かなわないか……」

　ウィルは考え込んだ。そして、

「よしっ。テッセン、また来るから！」

「あっ、おい、待てよ！」

　慌ただしく出ていこうとするウィルを、テッセンは呼び止めた。怪け訝げんな顔で振り返るウィルに、

「マギーを連れていけよ。ここに居い座すわって、うるさくてたまらん」

「ずっとここにいたの？　もう、しょうがないなあ」

　ウィルは呆れて、そっぽ向いて座りこんでいるマギーの腕を摑つかんだ。

「ほら、マギー、行くぞ」

「…………」

　引っ張っても、マギーはふてくされて動こうとしない。自分が原因とは思っていないウィルは、憮ぶ然ぜんと、

「なにムクれてるんだよ。いい加減にしないと怒るからなっ」

「…………」

「あれ？　マギー、もしかして、テッセンと一緒にいたいとか？」

　からかう気はなく、思いついたことをウィルは言ってみた。すると、マギーは頰を赤らめ、すっくと立ち上がると、

「そんなわけないでしょ！　行こう、ウィルっ」

　憤ふん然ぜんと言うと、マギーはウィルの腕を引っ張って、地下牢を出ていこうとする。なにがなんだか分からないウィルは、頭に「？」マークをいっぱい描きながら、ずるずるとマギーに引きずられていくのだった。




「スーマオ和尚？」

　本館に向かう庭園を歩きながら、マギーが怪訝そうに聞き返した。

「占部のおじいちゃん？」

「ああ。本当ならあのじいさんに、いちばん最初に話を聞くべきだったんだ。あの占いには意味があるのか。誰があの占いのフレーズを考えたか。存在感が薄いんですっかり忘れてた」

　ウィルは大おお股またで歩きながら、スーマオ和尚のいる東館を目め指ざす。

　チャンカーンの意を汲くんだわけではない、シンシアの意でもない、まさかテッセンのような下っ端がどうこうできるわけがないから、やはり、残るはイェーウの意を汲んであの占いは決定されたのだろうか。

　では、イェーウとトレミーの関係は？　イェーウは以前この国に留学していたことがあるのだから、そのときトレミーと出会った可能性はある。

　だが、そのときトレミーは一歳だ。よもや一歳で人格ができていたわけはあるまいし、あのような子供に育つとどうして見み極きわめられよう。

（イェーウとトレミーの関係が分からない。どうしてトレミーなんだ？）

（それとも、もっと単純なことなのか？　もっと単純に──シザールでなければ誰でもいいとか、そういうことか？）

「ウィル」

　考え込んでいたウィルの腕を、マギーが引っ張った。顔を上げると、東館に向かう途中の東屋の前に、バズがトレミーとシザールを連れて佇たたずんでいた。二人が来るのを待っていたようだ。

「ようバズ、学校の先生みたいだぜ」

「茶化すなよ、こっちは真剣なんだからっ」

　バズは怒って反論した。どうやら今回の事件で一番ストレスが溜たまっているのは、バズのようだ。

　ウィルは二人の九歳の少年を見下ろしながら、

「なんでこの二人が一緒にいるわけ？　一応対立してるんだろ？」

「それは大人だけだよ。今は二人とも打ち解けてるし、それに、シザールはトレミーと一緒の方が安全みたいだから……」

「ははあ」

　バズのセリフに、ウィルは大きく納なつ得とくしてしまった。

（それにしても、あのヒステリックばばあの子供が、よくトレミーと打ち解ける気になったな。いや、それも「トレミーマジック」か？）

「シザール、ほら」

　バズがシザールの背中を軽く叩いた。見ると、シザール少年は今にも泣きそうな表情でうつむき、もじもじと上着の裾を引っ張っている。なにか言いたいが言いだせない、そんな様子だ。

「なに？」

「ウィルに言いたいことがあるんだって。シザール、はっきり言わないと」

　いつも自分が他人に言われていることを、バズがシザールに向かって言っているので、ウィルは笑いそうになった。だが、シザールの泣きそうな表情とトレミーの真剣な表情に、そういう雰囲気ではないと気を引き締める。

「シザール、このままではみんなが不幸になってしまうよ」

　トレミーにも促うながされて、シザールはようやく意を決したように顔を上げた。

「俺……俺、本当はワンサーラなんかに行きたくないんだ……でも、ママが喜ぶなら……ママは不幸な人だから、ママが喜ぶなら……って、思って……」

「？　もしかしてイザベラは、おまえをワンサーラに行かせたがってるんじゃなくて、自分が行きたがってるのか？」

　ウィルの質問にシザールは頷うなずいた。

「ママは、俺の本当のパパのことが忘れられなくて、おじいさまにスコーリオのパパとむりやり結婚させられても、ずっと忘れられずにいて、それで、スコーリオのパパが死んだら、家を出ちゃったんだ。それから、ずっと苦労して……」

「ねえ、もしかしてあんたの本当のパパって、チャンカーン？」

　不ふ謹きん慎しんながらマギーは目を輝かせて尋ねた。「本当のパパ」などと言いだしたからには、自分の推理「チャンカーン父親ロマンス説」が当たったのではないかと、期待したのだろう。

　だが、シザールは首を横に振った。そして、

「俺の本当のパパは──パパは、ワンサーラの今の国王だって……」

「げっ」

　ウィルは思わず妙みような声を洩もらしてしまった。イェーウが王族と聞いたばかりなのに、次はシザールがワンサーラ王の子供ときたもんだ。バズとトレミーは事前に聞いていたらしく、当惑した面おももちでいる。

（そんな、シザールは国王の隠し子だってのか？　冗談だろお？）

（でも待てよ？　シンシアが最初に言ってたか？　「今の国王が十年前に留学に来たとき、契約を交かわした」──くそっ、あれか）

「それ、本当なの？」

　マギーも目を円まるくして聞き返した。だが、彼女はウィルと違って、疑っているというよりはめいっぱい期待している表情だった。もちろん、ロマンスは異国の貴族より、異国の国王の方が適役だからだ。

　シザールが答えるより先に、ウィルは頭を搔かきながら、

「ワンサーラ王が十年前に留学に来たときにイザベラと出会ったんだな。ワンサーラ王はそのまま帰国しちまったのか？」

「本当のパパは、すぐ迎えにいくって言ったらしいんだけど……ずっと連絡がなくって……でも、一年前、急に連絡が来て」

　噓うそつきと罵ののしられると思ったのかビクビクしていたシザールは、二人が別々の意味だが納得しているのを見て、拍子抜けした様子だった。

　ウィルは腕を組んだ。

「一年前か……ニャンハンの捜索が始まる前後ってとこだな。ニャンハンの伝記を読んで暗記して、ニャンハンの後継者になりすましてワンサーラに入国しろって？」

「う、うん」

　ずばずば当てていくウィルに、シザールが慌てて頷く。

「でも、なんでわざわざニャンハンになりすまして入国させようとしたの？　別にそのまま引き取ればいいじゃない」

　自分がウィルに言われたことを、そのままマギーは聞き返す。ウィルは肩をすくめて、

「チャンカーンと国王じゃあ事情が違うだろ。今の王おう太たい子しは七歳だぜ？　シザールを実じつ子しとして引き取れば、今度は国王の後継者問題になっちゃうじゃないか。ただの愛人の子ならともかく、イザベラは一応落ちぶれてもこの国の貴族階級の人間だもん、おざなりに対応するわけにはいかないだろ。王おう妃ひとの確かく執しつも出てくるし、国王としてはなるべく穏おん便びんに、こっそりと息子を手元に置きたいって思ったんだろうな。そしたら、ちょうど新しいニャンハンの捜索が行われることになって、それに目をつけたってわけさ。まったくもう」

　やってられないとウィルは頭を搔かきむしった。国王なら先のニャンハンのボタンを手に入れることぐらい、わけないだろう。もしかしたら、そっくり同じものを作らせたのかもしれない。

「じゃあ、チャンカーンは国王の命令を受けて、シザールを迎えにきたってこと？」

「だろ。あいつは国王の腹ふく心しんだって話だし」

　ウィルの言葉にシザールがおずおずと頷く。そして、上うわ目め遣づかいに、

「……怒る？」

「怒らないよ、俺はワンサーラ人じゃないし。まあ……騙だまされた使節団員はいい面つらの皮だろうけどな」

　それを聞くと、シザールは今にも泣きそうな面もちになった。バズが慌てて宥なだめる。

「でもシザール、今告白しないと、もっと大変なことになるんだよ。チャンカーンやイザベラさんもあんなことになったし、シザールも危険なんだ。ウィル、これで犯人は分からないか？」

　真剣な表情でバズがウィルに聞く。いつもなら「自分が見つけてみせる！」と張り切るところだろうが、今はそんな悠ゆう長ちようなことを言っていられないようだった。それだけ事態は切せつ迫ぱくしていた。

（次はシザールか……イザベラも今度は息の根を止められるかもしれない）

　ウィルはシザールを一いち瞥べつした。少年は大きな黒い目を潤うるませながら、

「ママ……ママを助けて！　あなたなら犯人を見つけることができるってバズが言ったから、俺、秘密を喋ったんだ！　だから、助けて！　ママが殺されちゃう！」

　ふええ、と泣くシザールを、隣となりに立っていたトレミーが抱きしめる。トレミーはまっすぐウィルを見て、

「ウィル、おねがいします」

「ウィルう……」

　マギーも、いくらイザベラと敵対していたからといって、幼おさない子供に泣かれるのは弱く、心配そうにウィルを見る。

「…………」

　ウィルは頭を振った。だが、それはまったく犯人が分からないといった素そ振ぶりではなかった。

（イェーウさん）

　一人の名が脳のう裏りを掠かすめる。

　国王の隠し子であるシザールがワンサーラに行って、一番困るのは誰だ？　そう考えたとき、どうしても彼の名にたどりついてしまう。

　シザールの存在がいちばん気にくわないのは王妃だ。息子の王太子の地位が危あやうくなり、あまつさえイザベラの存在は国こく母ぼという王妃自身の地位も危うくする。

　そして、その王妃の実じつ弟ていイェーウ。

　王妃がなんらかの形で国王の企たくらみを知り、ニャンハンを選ぶ権限を持つ実弟イェーウにシザールをニャンハンにするな──と頼んだら？

「……とりあえず、ワンサーラに行くのは諦あきらめて、ニャンハン候補を辞じ退たいすれば、犯人ももう手出しはしてこない……」

（だめだ）

　そこまで言いかけ、ウィルは自分の提案に手落ちがあることに気づいた。

（ニャンハンを辞退してもだめだ。それなら、始めから手を出さなくても、トレミーを選べばいいだけのことだ。イェーウさんが犯人なら）

（犯人はシザールをニャンハン候補から下ろすことだけが目的じゃない。禍か根こんを残さないよう、シザールを殺そうとしている）

　ウィルは唇くちびるを嚙かみしめた。

　イェーウに動機ができてしまった。

（あの人ならチャンカーンを殺せる。動機もある）

（テッセンが束たばになってもかなわない。どうする。どうやってシザールを守る）
















（スーマオ和尚に事情を話して匿かくまって──だめだ、和尚こそイェーウさんに懐かい柔じゆうされているかもしれない。和尚のところには行けない）

（あの人なら殺せる──でも！）

　信じたくない──ウィルはもう一度、頭を振った。







　10　占うらないのゆくえ







　翌朝、ラズボーン家の食堂は重苦しい空気に包まれていた。ワンサーラの使節団員が三々五々、集まり、苦にが々にがしい顔を付き合わせて囁ささやきあっている。

　ウィルとマギー、バズの三人はさっさと席に着いたものの、食事が始まるのを気まずい思いで待っていた。

　イェーウが遅れて食堂に現れる。彼はこの不ふ穏おんな空気に眉まゆをひそめると、まっすぐウィルのところへやってきた。そして、周りの空気を吹き飛ばすような爽さわやかな笑顔で、

「おはようございます、ウィル。バズもマギーもおはよう」

「おはよう……」

「なにかあったのですね。どうしましたか」

　笑顔のままイェーウが尋ねる。ウィルは気まずそうにほかの二人と顔を見合わせると、上うわ目め遣づかいで、

「実は、逃げられちゃったんだ」

「逃げられた？」

「トレミーに。自分のせいでこれ以上人が傷つくのは見ていられないってさ」

　ウィルは剝むき出しの手紙をイェーウに渡した。彼は時間をかけて読む。

　その間にバズが、悄しよう然ぜんとうなだれて、

「ごめんなさい、ぼくがついていながら、こんなことになって……」

　落ち込んで謝あやまるバズに、イェーウはなにか言おうと口を開きかけたが、思いなおしたらしく頭を振った。そして、

「そう──そうですね、彼ならばそう言うでしょう。まだ九つの少年なのですから」

「こんなとき、前のニャンハンだったらどうした？」

　ウィルが質問する。イェーウはなぜ彼がそんな質問をするか分からないといった、困こん惑わく顔だったが、

「先のニャンハンなら、持てるすべての力で事件を究明し、犯人を諭さとすことでしょう。ニャンハンはどんな困難からも逃げださないことを信念にされていました。もちろん、一時的な後退はされますが」

「ふうん？　まあいいや、そんなこと。それよりイェーウさん、どうする？　トレミーをまた捜してくる？」

「いえ。当人にその気がないのに、無む理り強じいはできません。縄をかけて連れ帰るわけにもいきませんし……残念です」

　そう言って、イェーウは大きくため息をついた。心底残念がっているようだった。

「でも、トレミーがいなくなったってことは、シザールが最終候補になるの？」

　何気ないマギーの質問に、ひそひそ話をしていたワンサーラ人たちがいっせいに彼らを見た。みな顔を強こわばらせ、イェーウの発言を待っている。ウィルが迂う闊かつな質問をしたマギーを肘ひじで小突いた。

　イェーウは自分に集中する視線をものともせず、困ったように笑うと、

「それはまだ分かりません。しかし、ほかに候補がいないとなれば、そうなる可能性は高いですね。できれば犯人を捕つかまえ、トレミー少年に戻ってきてくれるよう説得したいのですが」

　最後は本ほん音ねが出てしまったようだ。自分の失言に気づいて、イェーウは苦笑した。

「それで、シザール少年の方は？」

「シザールはイザベラにつきっきりだよ。イザベラは絶対安静だし」

「ならば、あとで話を聞きにいきましょう。ウィルたちも一いつ緒しよにいかがですか」

「俺たち、今日はやることがあるから」

　ウィルが断ったところで執しつ事じのヘッジが入ってきて、朝食が始まった。屋敷の主人は私室で朝食を取るのが日課なので、食堂には降りてこない。

　重苦しい、すっきりしない食事風景だった。




　イザベラ・スコーリオはいちばん最初に運び込まれた部屋で寝ていた。ドクターがいろいろな道具を持ち込んでいるので、部屋は雑然としている。だが、イザベラは意識不明の重体が続いていたので、そんなことはどうということでもなかった。

　息子のシザールは母親のベッドの横に、ずっと座すわっていた。看病ができる年でもなかったので、なにもすることはなかったが、母親の手を握りしめ、じっと見守っていた。それくらいしか彼にはできなかった。

　ドクターはいったん自宅に戻り、付き添いの看護婦も今は遅い朝食を取りに出ている。なにかあったらシザールに騒ぐよう、伝えてある。

　しかし、緊張状態にあって一晩中起きていたシザールも、さすがに疲れが出てきたらしく、うとうとと舟を漕ぎだした。そして、吸い込まれるように母親の眠るベッドに頭を乗せ、本格的に眠り始める。

　そして。

　物音も立てず、ドアが開いた。イザベラはむろん、シザールもまったく気づかない。熟じゆく睡すいしているようだ。

　ドアからするりと誰かが侵入した。再びドアを閉じ、掛け金を下ろす。カチン、と小さな音がしたが、やはりシザールが目を覚ます気け配はいはなかった。

　侵入者は忍び足でベッドへ歩み寄った。

　その手に片刃の剣が握られている。

　顔面には白い面が──チャンカーンがウィルを脅きよう迫はくしたときに使った面がつけられていて、顔は分からない。

　侵入者が剣を振り上げる。下ろす先にシザールの背中がある。ぐっと侵入者が柄を握りなおし、ざっくりとシザールを斬きった──と思われた一瞬前に、シザールはばっと横に転がった。刃は宙ちゆうを斬り、ベッドの端に食い込む。

「ちっ……！」

　侵入者が舌打ちをした途と端たん、ばっと布ふ団とんの裾がひるがえって、ベッドの下からテッセンが飛び出してきた。

「きさまかあ！」

　テッセンは侵入者の剣を握る手を蹴けり上げると、そのまま飛びかかった。胸ぐらを摑つかんで仮面を剝はがそうとしたが、相手もすばやく姿勢を直すと、逆にテッセンの腕を摑つかみ、彼を放り投げた。

「うわ！」

　大きく弧を描いて投げ飛ばされるテッセン。床に叩たたきつけられる前に受け身を取り、なんとかダメージを食らわずに済む。

「きさま!?」

　いきなり投げ飛ばされて、テッセンは驚きよう愕がくの声を上げた。僧そう兵へい坊ぼうで一、二を争う腕と自じ負ふしていただけあって、ショックが大きかったようだ。

　テッセンがショックを受けている隙すきに、侵入者は剣を拾って、床に倒れ伏すシザールに再び襲いかかった。

「ひえっ」

　シザールは仰ぎよう天てんして飛び起き、剣が降りてくる前にテーブルの向こうに逃げる。

　ハッと、侵入者が動きを止めた。

「おまえは違う!?」

　仮面の奥からくぐもった声で叫ぶ。カムナン語だ。

　シザールの服を着たウィルは、胸を押さえながら、ひきつった顔で笑って、

「へ、へへ……そううまくいくかってんだ。ざまあみろ！」

　侵入者の判断は早かった。標的がいないと知ると、その場から逃げ去ろうとした。身をひるがえし、ドアに飛びつく。

　だが、押せども引けども、ドアは動かなかった。焦あせってノブをガチャガチャさせる侵入者に、ウィルが、

「ムダだよ、外から鍵をかけてある。あんたはもう逃げられない！　テッセン！」

「お、おうっ！」

　テッセンは狼ろう狽ばいしながらも、気合いとともに再度侵入者に攻撃をしかけた。侵入者もすぐさま応戦する。

　繰りだされるテッセンの蹴りをかわし、拳こぶしを止め、剣を薙なぐ。侵入者はことごとくテッセンの攻撃を止め、しかも自分も強烈な攻撃を仕掛けてきた。テッセンの顔に焦りが浮かぶ。

　ウィルはテーブルの陰から二人の戦いを見て、息を吞のんだ。勝負は長物を持たないテッセンの方が劣勢だ。テッセンも強かったが、相手はそれ以上に巧たくみだった。

　このままではまずいと判断し、ウィルはテーブルの上にあった調剤用の乳鉢を、背を向けた侵入者に向かって投げつけた。

　侵入者は投げつけられた気配を感じ取り、腕で乳鉢を叩き落とした。だが、その一瞬の隙をテッセンは逃がさなかった。

　ばっと敵の懐に入り、両掌てのひらで相手の胸を叩き飛ばす。

「ぐっ……！」

　侵入者は軽く五メートルは後方に吹き飛んだ。ウィルが慌あわててよけた場所に、テーブルを倒して落ちてくる。

　胸を強打された侵入者は、呼吸がうまくできず苦しそうに呻うめいたきり、動けないようだった。ウィルはその上に飛び乗ると、

「こいつ、顔見せろ！」

　そう叫んで、侵入者の白い仮面を剝ぎ取る。仮面の下から毛むくじゃらの顔が出てきて、ウィルは仰天して飛び上がった。

「うわっ！　テッセン、誰これ、誰！」

「ダ・ボイだっ」

　駆け寄ってきたテッセンが喚わめく。

「この野郎っ、こいつがチャンカーン殺しの犯人か！」

「誰だよ、ダ・ボイって！」

　見たこともない髭ひげだらけの男に、ウィルも負けじと喚いた。テッセンはカーテンを破って、ダ・ボイを縛りつけながら、

「ダ・ボイは使節団の一人で、王おう宮きゆう近この衛え隊たいの隊長だ。いつもは王おう妃ひ殿でん下かの護衛を務つとめてる。なんだってダ・ボイがっ」

　テッセンの答えに、ウィルは「あっ」と小さく声を上げた。それから、髪をばりばりと搔かく。

「ちくしょうっ、そういうことだったのか。そうか」

　いろいろなことに気を取られて、王妃の命令を受けて使節団に潜もぐり込んだ人物がいるのを、失念していた。疑うのなら実じつ弟ていであっても僧であるイェーウでなく、王妃の護衛で剣の腕の立つこの男が先だったのだ。

　腹立たしそうに呟つぶやくウィルに、テッセンが動揺して、

「な、なんだ、どうした」

「なんでもなくはないけど、なんでもないよっ。あーっ、俺もうバカっ。こんな失態初めてだーっ」

　癇かん癪しやくを起こして喚くウィル。「真犯人を捕まえるから手伝え」とだけ言われてこの場に連れてこられたテッセンは、ウィルがなぜ自分自身に腹を立てているのか分からなかった。

「ウィルー!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ウィル！」

　ドアの向こうから、マギーとバズの焦しよう燥そうにかられた声が飛んできた。ドアのところで見張って、侵入者が入ると同時に外から鍵かぎを閉めたのは二人だ。

「大丈夫！　もう開けていいよ！」

　ウィルが声を張り上げる。すぐに、ガタガタと物を動かす音と鍵を回す音がして、二人が飛び込んできた。

「ウィル！　犯人は誰だったの!?」

　簀す巻きになった犯人の顔を覗のぞいたマギーは、顔を歪ゆがめて不満の声を上げた。

「ちょっと、誰よ、この熊男は！　全然知らない奴じゃない！」

「だ、誰なの？　──あ、ダ・ボイさんだ」

　一緒になって覗きこんだバズは、さすがにずっとラズボーン家に残っていただけあって、相手が誰だかすぐ分かった。

「バズ、シンシアを呼んできて、事情は俺があとで説明するからって。マギーはエドを。テッセン、逃げられないように見張ってろよ。俺、イェーウさん、呼んでくる」

　ウィルは三人にそう言い渡すと、力んで部屋を出た。




　ウィルは東館の二階へ赴おもむいた。だが、イェーウの部屋には寄らず、そのまま一番奥の部屋に行く。

　ドアには鍵がかかっていなかった。そっと開くと、サンルーフからの光がどっと溢あふれてきて、ウィルは眩くらんで思わず目をつむる。

　途と端たん、ぐっと首を抱かかえ込まれ、ウィルは部屋の中に引きずり込まれた。悲ひ鳴めいを上げかけたが、その前に口を封じられてしまう。こんな状じよう況きようにもかかわらず、相手はウィルにヘッドロックをかけたまま、ドアを静かに閉めた。

「うーっ、うーっ！」

「静かに。私はあなたにはなにもしたくないのです」

　耳元で相手が囁いた。顔を見るまでもなかった。

　イェーウだ。

　ウィルはずるずると部屋の奥へ引っ張られていった。そして、一つの椅い子すの前でようやく解放される。

「イェーウさん！」

　ウィルは咳せき込みながら怒ど鳴なった。

「どういうことだよ！　俺、別にあなたが犯人だなんて思ってないのに！」

「あなたが私を疑っていたのは知っていますよ」

　平然と、いつもの優しい微笑さえ浮かべて、イェーウは答えた。

「シザールが兄陛へい下かの隠し子だと知れば、真っ先に疑われるのは王妃の実弟である私でしょうから。なぜ私でないと気づきました？」

「太た刀ち傷きずだよっ。俺を誘ゆう拐かいした奴らは太刀傷で殺されてた。あなたはテッセンと同じで拳けん法ぽう家かだ。あれはただの口封じで、一人で六人も相手にしなくちゃならないし、俺さえいなければ今回の騒動と結びつけて考える奴もいないだろうから、犯人は自分の得意なものを使ったんだ」

「でも、チャンカーンは扼やく殺さつされましたよ」

「あれはテッセンに罪をなすりつける為ために、わざとしたんだろっ。じゃなかったら、テッセンに罪をなすりつけようとした人物が別にいるように見せかける為だ。もしあなたが犯人だって思ってたら、罠わなをかけようなんて考えるもんか。テッセンが束になってもかなわないのに、ミイラ取りがミイラになっちまうっ。

　イェーウさん、あなたがスケープゴートにされたんだぞ、俺も思わず疑っちまった。なのに、なんでそんなに落ち着いてるんだ、あなたは最初から分かってたのか!?」

　あくまで自分を疑わせようとするイェーウに、ウィルは苛いら立だって怒鳴った。

　それでも、イェーウは静かに、両手を広げて、

「では、私から聞きましょう。ウィルはなぜここに来たのですか。スーマオ和お尚しようになにを言いに？」

　そう言って、イェーウは背後を振り返る。ウィルはぎくっとした。目の前にあった椅子には、スーマオ和尚がちょこんと座っていたのだ。興奮していたとはいえ、こんなに近くにいたのにまったく気け配はいを感じ取れなかった。

　老僧は背を丸めて座ったきり、ぴくりとも動かなかった。起きているのか眠っているのかも分からない。置物のよう──最初に感じた印象どおりだった。

「……俺は、和尚に聞きたいことがあったんだ」

　スーマオの得え体たいの知れない不ぶ気き味みさに、テンションを落とされながら、ウィルは言った。

「なにを？」

「ワンサーラ国王の計画を、王妃側にリークしたのは、あんただろうって。そうだろ？」

　スーマオはなにも答えなかった。それどころか、ウィルがいるのも気づいていないように、口を閉ざし、微動だにしない。ウィルはムッとして、

「ちょっと、じいさん、なんとか言ったらどうだ!?」

「スーマオ和尚は口は開きませんよ」

　イェーウの言葉に、ウィルは振り返った。言われた意味が分からずきょとんとする彼の顔を見て、イェーウはにこっと笑うと、

「ザレイの占うら部べは誰にも懐かい柔じゆうされたりしません。占いで表された事実を、あるがままに人々に語るのを至し上じようとしています。国王が懐柔工作に出ようとすれば、それを回かい避ひする為に違う勢力に助けを求めるのは当然です」

「……それが、王妃派ってことか」

「我われ々われは誰の味方もしませんよ。もちろん、レディ・シンシアの希望もかなえるつもりはありません」

「それで、一人の罪もない少年が殺されることになってもか!?」

　ウィルは食いかかった。ウィルにしてみればそのことを追及することは、イェーウのポーカーフェイスを崩す、切り札のつもりだった。そして、確かにイェーウの微笑は消えた。

　イェーウがすっと目を細める。微笑が消えた青年僧侶の顔は、氷のように冷たく、ウィルは息を吞んだ。

「崇すう高こうなるニャンハンを愚ぐ弄ろうする者には、どんな釈しやく明めいも意味をなしません」

　低い、感情を抑おさえた声で、イェーウは言う。

「たとえどんな事情があろうとも、ニャンハンを詐さ称しようすることは何なん人ぴとにも許されることではありません。それは死に値あたいする行為です」

　異論も反論も許さない口調。そのセリフに秘められた鉄てつ芯しんのように固い信念が、彼にとって至上であり、彼の死をもってしても覆くつがえすことはできないものなのだ。それをまざまざと感じたとき、ウィルは背筋に冷たいものが走るのを感じた。

　イェーウこそ狂信的なニャンハン信望者なのだ。テッセンも先のニャンハンを慕したっているが、あれはニャンハンという人間を愛しているのであって、狂信的とは言えない。しかし、イェーウはニャンハン正せい僧そう正じようという存在そのものに、傾倒し、自分のすべてを捧ささげているのだ。

　ウィルは息苦しいものを感じながら、必死に、

「……あ……あなたの言い分は、分かったよ。でも、じゃあ、なんで俺にこんなことを？」

「あなたがここに来たからです」

　冷れい徹てつな表情が消え、再びイェーウは優しくほほえんで答えた。ウィルは虚きよを衝つかれ、ぽかんとした。

「俺が……？」

「あなたはここに来た。つまり、占部がしたことを知ってしまったということです。もちろん、占部は正義に反することはしていません。それでも、シザール少年が殺されることを分かったうえで、国王の秘密を王妃にリークしたことは、道義上問題があるでしょう。それをワンサーラ国民が知れば、ザレイの占部は非難され、指導者たるスーマオ和尚は矢や面おもてに立たされます。おそらくテッセンのような内部の者も、占部に不ふ審しんを抱いだくことでしょう。しかし、我々はニャンハンと同様、この偉大なる占い師スーマオ和尚も失うわけにはいかない。だから、私が楯たてとなるのです。

　ウィル、あなたが占部のしたことを世間に公表する気なら、私がこの場であなたの口を封じ、すべては私の一存で行ったこととして発表します。ええ、私になら動機がある。『姉王妃の為に国王の浮気を見み逃のがすことはできなかった』とね。そうすれば国民の追及の手は私で止まります。私は捜そう索さく隊たいのまとめ役として、チャンカーンの動向を調べることができましたから、不自然ではない」

「そ……それって、自分はどうなってもいいってことなのか？」

「ザレイの為になら」

　にっこりと笑ってイェーウは答えた。ザレイの為に死ねと言われたら、おそらくその場で自じ害がいするのも辞じさないだろう笑顔だった。

　ウィルはじっとイェーウを凝ぎよう視しした。そして、頭を大きく振り、

「言わないよ。俺は正義の味方じゃないもん。ただ、事実を知りたかっただけだから、ここに来たんだ」

「それを信じろと？」

「俺を疑うより、王妃が占部のことを告発する心配でもしたら？　ダ・ボイって奴が王妃に命令されたって証言したら、死なばもろともってことになるよ」

　憮ぶ然ぜんとウィルは言った。イェーウは苦笑して、

「やはりあなたは頭がいい。そのときは、今度は姉王妃の口を封じなくてはなりませんね」

「あなたに人を殺せるの？　お坊さんのくせに」

　ウィルは聞き返したが、すぐにそれは愚ぐ問もんだと気づいた。イェーウはさっき、ウィルを殺すと宣言した。そして、それが本気であると自分も分かったではないか。

　イェーウは答えなかったが、微笑がすべてを語っていた。

「……俺、行くよ。シンシアに報告すること、考えなくちゃ」

　掠かすれた声でウィルは言い、部屋を出ていこうとした。それをイェーウが呼び止める。

「ウィル、追及の手は広がりませんよ。ダ・ボイは熱心な王妃の信望者ですから、彼女の不利になることは証言しないでしょう。誰も追及はされません、王妃も、ザレイも、国王さえ」

「…………」

「トレミー少年はどこにいますか」

「うちだよ。エドに預あずかってもらってるんだ──そうだ」

　ウィルは不意に湧わいた疑問を口にした。

「シンシアの希望をかなえたわけじゃないって、さっき言ってたけど……じゃあ、どうして次のニャンハンにこの国の子供を選んだんだ？」

「占いに出たからです」

「だから、その占いの内容を指示したのは」

「占いは神聖なものです。レディ・シンシアがいるこの国が選ばれたのも、シザール少年がいるこの国が選ばれたのも、まったく偶然ですよ」

　当然のことと、なんの疑いの余地もないことと信じてやまないイェーウの口調。ウィルはなにも言えず、じっとイェーウを見、それから沈黙を守るスーマオ和尚を見た。

（これは、本当のこと？）

　イェーウはトレミーがニャンハンの後継者であると信じている。そして、トレミーのあの子供とは思えない、悟さとりきった態度。

　占いは当たったのだろうか。

　ニャンハンは本当にトレミーとして生まれ変わり、ザレイの占部はそれを占いだしたのだろうか。

「ウィル、あなたに手荒なことをせずに済んでよかった。トレミー少年を見つけだしてくれたあなたに、我々ザレイの信徒三百万人は感謝します」

　さっき「口封じをする」と脅おどしていたことなど忘れたように、イェーウはひざまずいて額ひたいをウィルの足につけるという、ワンサーラの最敬礼を行った。

　ウィルはぺこんと頭を下げると、その場から逃げだした。この部屋にいるのは危険だ──自分の信じてきたなにかを覆され、二度と元の世界には戻れなくなるような気がして、光の燦さん々さんと降る部屋から飛び出した。




　翌日、チャンカーン殺しの犯人が捕まったということで、トレミー少年がラズボーン家に戻ってきた。

　ワンサーラ王宮近衛隊の隊長ダ・ボイは、チャンカーンとニャンハン候補のことで意見が対立して殺害したと自供、イザベラが階段から落ちたことは知らないと言い張った。イザベラは緊張を解とく為に誤あやまって薬を飲んだのだろう──それで警察は納なつ得とくするしかなかった。シンシアの圧力がかかったせいもあるが。

　シザールは、一命をとりとめたものの長い療養期間を必要とする母親を置いてはいけないと、ニャンハン候補を辞退し、そして、トレミーがニャンハン候補として、ワンサーラに赴おもむくことが決定した。

　ダ・ボイも、誰も、シザールがワンサーラ国王の隠し子であることは言わなかった。







　ことの終わり







　ワンサーラ王国の使節団が帰国することになったのは、ニャンハン候補がトレミーに決まってから、四日目のことだった。団長のチャンカーンが殺され、ダ・ボイが犯人と分かった以上、帰国した方がいいと団員全員が一致した意見だった。

　ダ・ボイは警察に捕つかまり、いったんは同国人による殺人事件だからと使節団側に引き渡されることが決まった。だが、悪党たちを殺した容疑もかかり、ワンサーラから正式に引き渡しの要求が来るまで、再びこちらの国の監かん視し下かに置かれることになった。




「本当ならイェーウ先輩もトレミーも挨あい拶さつしたいと言っていたんだけどな」

　別れの挨拶にウィルのアパートを訪れたテッセンが、すまなそうに言った。

「団長代理になったから、えらく忙いそがしくてそれどころじゃないんだ。よろしく伝えてくれと」

「うん、気にしないで」

　内心、ウィルはイェーウが来なくてホッとしたが、そんなことはおくびにも出さず、そう答えた。

「俺も忙しかったんだが、おまえらに最後に会っていこうと思ってな」

　笑って言うテッセンに、マギーが横から揶や揄ゆした。

「噓うそばっかり。いても役に立たないからって追い出されたんでしょ」

「誰が追い出されるかっ」

　逃げだそうとするマギーの髪をテッセンが摑つかむ。きゃあきゃあ楽しそうに騒ぐマギーに、バズがおろおろとテッセンとウィルを交互に見た。

　ウィルはバズの視線に気づくと、肩をすくめ、マギーとふざけあっているテッセンの腕を引っ張って、

「それよりテッセン、牢ろう屋やに閉じ込めてごめんな」

「あ？　ああ、別に気にしてないさ。犯人はちゃんと捕まえてくれたし。しかし、ダ・ボイが犯人だったとはな」

　マギーを摑つかむ手を離し、テッセンは凛り々りしい眉まゆをひそめた。

　テッセンにはウィルはなにも話していなかった。シザールがワンサーラ王の隠し子であることも、王妃が実は黒幕であったことも。それを話せば、鈍どん感かんなテッセンだが万が一にもザレイの占うら部べを疑うかもしれないからだ。それではイェーウとの約束は守れない。
















　むろん、マギーとバズには口止めしてある。二人は王妃が黒幕であると知っていたが、占部が裏工作したとまでは考えつかないようだった。大体、占部のしたことは事件そのものから見れば些さ細さいなことでしかないのだ。そう、イェーウが体を張るような、大したことではない。どうしても罪をつけるなら、殺さつ人じん教きよう唆さというところだろうか。

「まあ、スーマオ和お尚しようとトレミーが事件に巻き込まれなくてよかったか。ダ・ボイなんかいなくても、俺が和尚をお守りすればいいんだからな」

　考えたり暗くなったりするのは性しように合わないらしく、すぐにテッセンは晴れ晴れとした顔で、胸を反そらして言った。それを見て、マギーがここぞとばかりに、

「あら、テッセンなんかに護衛が務まるのかしら」

「当たり前だ、俺は国に帰ったらニャンハンの護衛になることが決定済みなんだ。おまえみたいに遊んでなんかいられないんだよ」

　小ばかにして聞き返すマギーに、「けけっ」と勝ち誇ったようにテッセンはふんぞり返って笑う。低レベルの争いだが、当人たちは実に楽しそうだ。

「テ、テッセンさん、トレミーはこれからどうなるんです？」

　バズが懸命にテッセンに話しかけた。マギーを取られてしまいそうで、気が気でないのだ。テッセンはそんなバズの気持ちにはまったく気づく様よう子すもなく、

「トレミー少年なら、これからワンサーラに行って、大だい僧そう正じようさまと権ごん僧正さまによって最終的に選ばれることになる」

「落ちることも？」

「絶対間ま違ちがいない。トレミーはニャンハンだ」

　きっぱりとテッセンは断言した。それを聞いて、ウィルが、

「根拠は？」

「ニャンハンがニャンハンであるのに、根拠なんかいるか。おまえは自分がおまえであると感じるのに根拠なんかいるのか」

　口を歪ゆがめて言い返すテッセンに、ウィルは呆あきれた。だが、それでいいのかもしれないとも思いなおす。

　根拠とは「そうでないこと」を確認する為ための言葉だ。根拠に頼ると、それが覆くつがえされたとき、信じていたことまで覆された気分になる。信じるときは根拠や理由などない方がいいのだ。ただ信じる、それがいちばんの力になる。

「……テッセン、お坊さまなんだよな。今初めて感じた」

「当たり前だ、坊ぼう主ずをバカにするなよ」

「テッセンさま、そろそろお時間でございます」

　外階段の下に佇たたずんでいたラズボーン家の執しつ事じヘッジが、控えめに口を挟はさんだ。彼はテッセンを屋敷の玄関からアパートの外玄関まで、馬車で送ってきたのだ。

　ヘッジの言葉を聞いたマギーが、ふっと頼りない表情になった。

「行っちゃうの？　もう二度と来ない？」

「俺は二度と来ないだろうな。おまえらがワンサーラに来い、そうしたら俺が案内してやる。それでは、さらばだ」

　テッセンは最後の最後で、習いたてのようなセリフを口にすると、白い歯を見せて笑い、黄色い衣をひるがえし去っていった。颯さつ爽そうとした別れだった。

「……さよなら」

　マギーがぽつんと、カムナン語で呟つぶやいた。

「やっと少し覚えたのに、自慢する機会がなかったわ」

　去っていくテッセンをマギーは心なししょんぼりして見送る。そんな彼女を見て、ウィルはバズを肘ひじで小突いた。振り向くバズに、にやにや意い味み深しんな笑みを浮かべて、

「なあ、マギーが十年後にテッセンと会ったら面おも白しろいと思わないか？」

「お、面白いってなんだよ」

「そーゆーことさっ。あれ？」

　顔を真っ赤にして反論しようとするバズを遮さえぎって、ウィルは訝いぶかりの声を上げた。テッセンと一緒に帰ったと思われた執事のヘッジが、まだ玄関のわきに立っていたのだ。

「ヘッジ、どうしたのさ？」

「シンシアお嬢さまからバズ・フェナットさまへ伝言でございます」

「ぼく？」

「今回の件に関して、おまえなりの見解を報告に参上しなさい、とのことでございます」

　淡々とヘッジは告げる。バズはさあっと青ざめた。

「わ、忘れていた……ウ、ウィル、おまえ、レディ・シンシアにちゃんといきさつを報告したんだろ!?」

「したけど、お嬢さまはバズの口から聞きたいんだろ。行ってこいって。行ってこないとあとでどんな目に合わされるか分からないぞ」

　戦せん々せん恐きよう々きようとするバズをウィルはからかう。バズは世にも情けない顔で、

「行ってきたって、どんな目に合わされるか分からないじゃないか！」

「どっちにしろバズが行かないとこっちに被害がくるんだよ。ヘッジ、連れてって」

「かしこまりました」

　ヘッジはバズが抵抗する隙すきを与えず、ひょいと少年を担かつぎ上げた。そして、そのまま馬車に向かって歩いていく。

「ひえええええ」

「がんばれよーっ。よっ、年上女ゴロしっ」

　ケラケラ笑ってかけ声をかけてやるウィル。そして、ぼーっとしているマギーの肩を叩たたいた。

「はい、今回の仕事しゅーりょーっ。仕事が終わったら、さっさと自分の持ち場に戻るっ」

「持ち場って？」

　ぼんやりした顔で聞き返すマギーに、ウィルは呆れて、

「三階の掃そう除じに決まってるだろ。マギーはジェレミーたちと三階に住むんだよ、兄夫婦の世せ話わをするっていうのが、マギーがゼフィッツイにいる名めい目もくなんだから。バズはしかたないから、うちに同居させるけど。まったく、狭い家がよけい狭くなっちまう」

　ぼやくウィルに、マギーが不満の声を上げた。

「えーっ！　あたし、ウィルと一いつ緒しよに住めるんじゃないのお!?」

「ただでさえエドの変な本と変な発はつ掘くつ品ひんで溢あふれてんだ。このうえ家出娘まで置けるかっ」

「バズばっかりずるーい！　あたし、バズと交代する！」

「さっ、そーじだ、そーじ」

　ようやくいつものマギーに戻って騒ぐが、ウィルは聞く耳持たず、アパートの中に入った。

　そうしてゼフィッツイでの仕事始めは、多少の神秘と狐きつねにつままれたような心地を残しながら、終了したのだった。







　あとがきエッセイ「ラオスに行ってきた」







「死者の系譜」を書き終えてからすぐ、友人から一通のメールが来た。

「七月末の週にアジア（ベトナムかカンボジアかラオス）に行きたくて、行く人捜してるんだが、めぐちゃん行かない？」

　とのこと。どうやら会社の同どう僚りようと計画していたのだが、相手が家族に反対されて行けなくなったので、私を誘さそったらしい。自由業の人間は、こーゆーときに駆かりだされるのだ（学生と違って、社会人はなかなか休みが合わないのね）。

　そして、私はと言えば、今回登場したワンサーラ王国が東南アジアの国をモデル（具ぐ体たい的てきにはミャンマー辺あたり）にしたので、

「ふーん、記念に行ってくるかなー」

　と、軽い気持ちでＯＫした。目的地はラオス。私が選んだ。

　ラオス。この国は私の中で、北朝鮮と同じくらい不ふ思し議ぎな国だった。中学の社会科の時間に名を知って以来、この国の話を一度も聞いたことがなかったからだ。東南アジアの歴史は知っていても、今現在、どんな人々がどんな社会を築きずき、どんな生活を営いとなんでいるか、まったく耳にすることも目にすることもなかった。もちろん、調べようと思えば調べられたけれど（それでもラオスに関する文ぶん献けんは少ない）、なんとなく、

「自然に情報が入ってくるまで、とっておこう」

　と、自みずから秘ひ境きよう扱いもしてきたので、私は本当に、まるっきりラオスのことを知らなかった。おかげでラオスがベトナム戦争で、ベトナム以上にアメリカに爆撃されたことも、つい最近まで知らなかった。

　ラオスはかわいい国だ。アジアの最貧国とよばれながらも、一いつ生しよう懸けん命めい隣国（はっきり言えばタイ）に追いつこうとしているのが、目に見えて分かる。人口が少ないので観光でなんとか外貨を手に入れたいけど、戦争で観光の目玉となるような建たて物ものが破は壊かいされてしまったから、今、再建しているところだ。たとえ、古いお寺をコンクリートで建たて直しちゃったりしても、ペンキで趣しゆ味み悪く塗ぬりつぶしちゃったりしても素人しろうとが描いたような下へ手たな壁画で体てい裁さいを整ととのえちゃったりしても、お金がなくて一部しか彫ちよう刻こくできなくて、あとはコンクリート剝むき出しの凱がい旋せん門もん建てちゃったりしても、観光というものをどこか勘かん違ちがいしているなーと私に思わせちゃったりしても、彼らは彼らなりに一生懸命に国を建て直そうとしているのが分かるので、いろいろな意味で見どころのある国だった。まあ、五日間しかいなかったから、なにが分かったというわけでもないんだけどさ。印いん象しようはそんな感じ。「三十年前の日本のようだ」と言われているのが分かる気がする。




「必殺お捜し人４　死者の系譜」は平成九年五月半なかばから六月半ばにかけて書いた話です。え？　タイトルが違うって？　いいんです。私の中では「死者の系譜」なんです。今回も担当及び担当の上司との戦いに敗やぶれ、私の決めたタイトルは没ぼつにされてしまいました。今のところ、富士見では一対十二で私の負けが込んでいます（しかも一はデビュー作だよ）。うーむ、なんとかしないといけない状況だ。私のセンスが悪いのか、それとも担当の頭が固いのか？　ちなみに、角川では四対一、引き分けが一で、今のところ私が勝ってます。

　三人組、エド、クラドック家、ハワード・イコナと順調に出てきて、今回はようやく借金の相手、ラズボーン公爵が登場しました。田舎から都会に出てきたので、雰ふん囲い気きもがらりと変わり、子供たちも当とう惑わくしているようです。しかし、子供の順応性は高いもの、次回からはいつも通りに戻ってくれるのではないでしょうか。

　それでは、また。




　平成九年八月十四日


小林めぐみ












必殺 お捜し人 ４




霊れい童どうの系けい譜ふ








小こ林ばやしめぐみ
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